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１．作業の概要 

１．１．作業の目的 

 

 

１．作業の概要 

 現在、特許庁及び独立行政法人工業所有権情報・研修館（ＩＮＰＩＴ）では、特許情報

プラットフォーム（Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ）、中韓文献翻訳・検索システム、ワンポータルド

シエ（ＯＰＤ）、高度産業財産ネットワーク（ＡＩＰＮ）といった特許情報サービスを通じ

て、機械翻訳システムを活用し、海外も含めた庁内外のユーザに特許情報の機械翻訳文を

提供している。近年の知財活動のグローバル化に伴い、特許情報の重要性が急速に高まっ

ているところ、特許情報の発信強化や検索環境の整備を推進する観点から、ユーザにとっ

てより利便性の高い機械翻訳文を提供していくことが望まれている。 

 そこで、本調査では、特許情報サービスで利用する機械翻訳について、より翻訳精度が

高く、多言語にも対応可能な新たな機械翻訳システムの導入に向けて、現状の機械翻訳の

機能や特性、利用状況等を調査するとともに、より利便性の高い機械翻訳サービスを、よ

り効率的な形で提供していくために採用すべきシステム構成（アーキテクチャ等）のあり

方等を調査する。 

 

１．１．作業の目的 

 特許庁又はＩＮＰＩＴが提供している、機械翻訳を活用した各種の特許情報サービスに

ついて、それらの設計書などを参考に、特許情報サービスで利用している機械翻訳の機能、

性能、システム構成、データの構造、データ利用の流れ等を調査、整理する。 

 

１．２．調査対象 

 本調査では、以下に示す４システムについて調査を実施する。 

 

 ＜調査対象＞ 

（１） Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ 

（２） ＯＰＤ 

（３） ＡＩＰＮ 

（４） 中韓文献翻訳・検索システム 
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１．作業の概要 

１．３．調査項目 

 

１．３．調査項目  

 本調査では、以下に示す調査項目について調査を実施する。 

 

 ＜調査項目＞ 

（１） システム構成、システムフロー 

（２） 機械翻訳の機能 

（３） 性能 

（４） データ構造 

（５） テータ利用の流れ 

（６） 機械翻訳システムの利用方法 

（７） 翻訳精度 
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１．作業の概要 

１．３．調査項目 

 

１．３．１．システム構成、システムフロー  

 システム構成、システムフローにて調査する観点を以下に示す。 

 

 ＜調査観点＞ 

（１） システム概要図・他システム間連携図 

（２） ハードウェア構成 

（３） ソフトウェア構成 

（４） 業務・システムフロー 

 

 また、調査観点ごとの調査概要については、以下のとおり。 

 

（１）システム概要図・他システム間連携図 

 対象システムのシステム概要及び連携する他システムとの関連について調査する。 

 機械翻訳に係る他システムとデータをやり取りする場合、その方法又は、通信プロトコ

ルについても調査を実施する。 

 上記について調査した結果を基にシステム概要図・他システム間連携図を作成する。 

 

（２）ハードウェア構成 

 各ハードウェア機種名及び機器構成について調査を実施する。 

 パブリッククラウド環境を使用している場合や、仮想化を実施している場合については、

１仮想サーバあたりのコア数、メモリ容量、ハードディスク容量を調査する。 

 上記について調査した結果を基にハードウェア構成図及びハードウェア一覧を作成する。 

 

（３）ソフトウェア構成 

 サーバごとのＯＳ及びソフトウェア名、バージョン情報、対象ソフトウェアの使用用途

について調査する。対象システムにて商用のソフトウェア製品を使用している場合は、使

用しているソフトウェア製品の型名を調査する。 

 上記について調査した結果を基にソフトウェア構成図及びソフトウェア一覧を作成する。 

 

（４）業務・システムフロー 

 対象システムの機械翻訳に係る業務について調査を実施する。 

 上記の結果を基に業務概要一覧及び各業務の業務フロー図（ＷＦＡ）を作成する。 
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１．作業の概要 

１．３．調査項目 

 

１．３．２．機械翻訳の機能  

 機械翻訳の機能について調査する観点を以下に示す。 

 

 ＜調査観点＞ 

（１） 機能概要 

（２） バッチ処理における開発方式 

（３） バッチ処理におけるアプリケーションと翻訳エンジンの連携方式 

（４） オンライン処理における開発方式 

（５） オンライン処理におけるアプリケーションと翻訳エンジンの連携方式 

 

 また、調査観点ごとの調査概要については、以下のとおり。 

 

（１）機能概要 

 機械翻訳に係る機能について調査した結果を基に各機能の概要をまとめる。 

 

（２）バッチ処理における開発方式 

 機械翻訳に係るバッチ処理機能について調査した結果を基に開発方式についてまとめる。 

 

（３）バッチ処理におけるアプリケーションと翻訳エンジンの連携方式 

 機械翻訳に係るバッチ処理機能について調査した結果を基に、アプリケーションと翻訳

エンジンの連携方式についてまとめる。 

 

（４）オンライン処理における開発方式 

 機械翻訳に係るオンライン処理機能について調査した結果を基に開発方式についてまと

める。 

 

（５）オンライン処理におけるアプリケーションと翻訳エンジンの連携方式 

 機械翻訳に係るオンライン処理機能について調査した結果を基に、アプリケーションと

翻訳エンジンの連携方式についてまとめる。 
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１．作業の概要 

１．３．調査項目 

 

１．３．３．性能  

 性能について調査する観点を以下に示す。 

 

 ＜調査観点＞ 

（１） 機械翻訳の利用時間帯別のトランザクション 

（２） 翻訳性能 

（３） 性能拡張方法 

 

 また、調査観点ごとの調査概要については、以下のとおり。 

 

（１）機械翻訳の利用時間帯別のトランザクション 

 機械翻訳に係る処理の利用時間帯別のトランザクションについて調査し、通常・ピーク

時間帯でのトランザクション数をまとめる。 

 

（２）翻訳性能 

 機械翻訳に係る処理（翻訳前編集処理、翻訳処理、翻訳後編集処理等）について調査し、

性能取得対象の絞り込み、性能取得モデルの策定を実施して翻訳性能を測定し、測定結果

をまとめる。 

 

（３）性能拡張方法 

 （１）にて翻訳性能を取得した機能について、翻訳性能の拡張方法を調査する。 

 翻訳性能の拡張方法については、調査した結果を基にサーバ台数又はコア数の増加によ

って翻訳性能を向上させる「スケールアウト型」か、サーバスペックの増強（ＣＰＵ性能

の向上やメモリ容量の増強、ハードディスク性能向上等）によって翻訳性能を向上させる

「スケールアップ型」かを分類する。 
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１．作業の概要 

１．３．調査項目 

 

１．３．４．データ構造  

 データ構造について調査する観点を以下に示す。 

 

 ＜調査観点＞ 

（１） 翻訳対象データの種別 

（２） 翻訳対象データフォーマット 

（３） 翻訳前編集 

（４） 翻訳後編集 

 

 また、調査観点ごとの調査概要については、以下のとおり。 

 

（１）翻訳対象データの種別 

 各システムにて扱っているデータ種別（発行国や公報種別等）を調査し一覧にまとめる。 

 

（２）翻訳対象データフォーマット 

 （１）にて調査したデータ種別ごとの原文ファイルの形式（ＳＧＭＬ、ＸＭＬ等）及び

データフォーマット（ＳＧＭＬスキーマ、ＤＴＤ、ＸＳＤ等）、蓄積時の翻訳文ファイルの

形式（ＸＭＬ、ＨＴＭＬ等）を調査し、一覧にまとめる。 

 

（３）翻訳前編集 

 翻訳品質の向上や画面表示を目的として機械翻訳前に実施する処理の内容について調査

を実施し、編集方針、編集内容についてまとめる。 

 

（４）翻訳後編集 

 画面表示を目的として機械翻訳後に実施する処理の内容について調査を実施し、編集方

針、編集内容についてまとめる。 
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１．作業の概要 

１．３．調査項目 

 

１．３．５．データ利用の流れ  

 データ利用の流れについて調査する観点を以下に示す。 

 

 ＜調査観点＞ 

（１） データの流れ 

（２） 利用データの内容 

 

 また、調査観点ごとの調査概要については、以下のとおり。 

 

（１）データの流れ 

 機械翻訳に係る処理について調査を実施し、その機能と情報の流れを機能情報関連図（Ｄ

ＦＤ）にまとめる。 

 

（２）利用データ内容 

 （１）の調査にてまとめたＤＦＤに出現する利用データの内容について調査を実施し、

一覧にまとめる。 

  



 

8 
 

１．作業の概要 

１．３．調査項目 

 

１．３．６．機械翻訳システムの利用方法  

 機械翻訳システムの利用方法について調査する観点を以下に示す。 

 

 ＜調査観点＞ 

（１） 利用可能ユーザ 

（２） 利用可能機能 

（３） 利用可能データ 

 

 また、調査観点ごとの調査概要については、以下のとおり。 

 

（１）利用可能ユーザ 

 対象システムを利用することが出来るユーザ（特許庁職員、登録調査機関職員、一般利

用者等）について調査し、一覧にまとめる。 

 

（２）利用可能機能 

 対象システムを利用することが出来るユーザごとに使用可能な機能について調査し、一

覧にまとめる。 

 

（３）利用可能データ 

 対象システムを利用することが出来るユーザごとに使用可能なデータについて調査し、

一覧にまとめる。 
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１．作業の概要 

１．３．調査項目 

 

１．３．７．翻訳精度  

 翻訳精度について調査する観点を以下に示す。 

 

 ＜調査観点＞ 

（１） 評価方法 

（２） 評価結果 

（３） 翻訳精度向上の運用 

 

 また、調査観点ごとの調査概要については、以下のとおり。 

 

（１）評価方法 

 平成２７年度の特許審査関連情報の日英機械翻訳文の品質評価に関する調査報告書、平

成２７年度の中国特許文献の機械翻訳の品質評価及び辞書整備に関する調査報告書に記載

の翻訳精度の評価方法について調査を実施し、対象システムごとに翻訳精度の評価方法を

まとめる。 

 

（２）評価結果 

 平成２７年度の特許審査関連情報の日英機械翻訳文の品質評価に関する調査報告書、平

成２７年度の中国特許文献の機械翻訳の品質評価及び辞書整備に関する調査報告書に記載

の翻訳精度の評価結果について調査を実施し、対象システムごとに翻訳精度の評価結果を

まとめる。 

 

（３）翻訳精度向上の運用 

 対象システムにて実施している翻訳精度向上のための運用について調査を実施し、運用

内容、運用スケジュールをまとめる。 
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１．作業の概要 

１．４．調査方法 

 

１．４．調査方法  

 現行システムの機械翻訳に係る調査では、以下に示す調査方法で調査を実施する。 

 

 ・文書調査 

 現行システムの設計書等の貸与物を参考に調査観点の洗い出し及び調査を行う。 

 ・ヒアリング調査 

 特許庁担当者又は現行システムの担当ベンダへのヒアリングによる調査を行う。 

 

１．５．調査手順  

 現行システムの機械翻訳に係る調査の調査手順を表１．５－１に示す。 

 

表１．５－１ 調査手順 

＃ 調査区分 調査名 調査内容 

１ 文書調査 観点の洗い出し 設計書等の貸与物を参考に調査観点の洗い出し

及び掘り下げを実施する 

２ 設計書調査 洗い出した観点を基に各現行システムの設計書

を調査する 

３ 報告書調査 洗い出した観点を基に平成２７年度特許審査関

連情報の日英機械翻訳文の品質評価に関する調

査報告書、平成２７年度中国特許文献の機械翻

訳の品質評価及び辞書整備に関する調査報告書

の内容を調査する 

４ ヒアリング調査 ヒアリング調査 「設計書調査」、「報告書調査」にて内容が不足

している項目に対してヒアリングシートを作成

し、特許庁殿担当者又は、各現行システムの担

当者へヒアリングを行う 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．１．各システムの特徴 

 

２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

 本章では、現行システムの機械翻訳に係る調査結果について、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ、Ｏ

ＰＤ、ＡＩＰＮ、中韓文献翻訳・検索システムそれぞれの特徴及び「１．３．調査項目」

にて示した観点に従い調査した結果を述べる。 

 以下に本章にて記載する内容を示す。 

 

 ＜記載内容＞ 

（１） 各システムの特徴 

（２） 調査結果 

 

２．１．各システムの特徴 

 本節では、以下に示す機械翻訳システムの特徴を述べる。 

 

 ＜対象システム＞ 

（１） Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ 

（２） ＯＰＤ 

（３） ＡＩＰＮ 

（４） 中韓文献翻訳・検索システム 

 

  



 

12 
 

２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．１．各システムの特徴 

２．１．１．Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ 

２．１．１．Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ 

Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの目的と概要、システムの特徴を以下に示す。 

 

（１）目的と概要 

 特許法等に基づき提供される特許公報等の公報情報、並びに、出願・登録・審判に係る

経過情報、分類情報、出願等の書類情報等、特許庁への出願手続や審査・審判などの過程

で生じる情報を含む産業財産権情報は、知的財産の創造・保護・活用において必要不可欠

な情報として、産業財産権制度の根幹を成すものである。 
 また、我が国や諸外国の産業財産権情報等を基に企業向けサービスを展開している民間

事業者等に対し、公報データのダウンロード機能を提供することは、民間事業者等の利便

性を高めるとともに、特許庁が保有する産業財産権情報を活用する事業の発展、さらには、

民間事業者等のサービスを享受する企業等へのサービス向上に資するものである。 
 このように、産業財産権情報の普及とその利用促進を図り、我が国のイノベーション創

出とグローバル展開を国として責任をもって支援することは、重要な政策課題の一つであ

り、インターネットを通じて産業財産権情報を提供することが求められてきた。 

こうした背景を踏まえ、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムは、以下に掲げるインターネット

を通じた産業財産権情報を提供することを目的とする。 

・一般ユーザ向けの特許、実用新案、意匠、商標に関する公報情報等の文献照会、検索

等 

・海外の知的財産庁向けの高度産業財産ネットワーク（ＡＩＰＮ）における各種出願書

類、公報情報等の文献照会、検索等 

・特定ユーザ向けの公開特許公報英文抄録、整理標準化データ等のダウンロードサービ

ス、外国文献情報等の提供等 

 

（２）システムの特徴 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの特徴は以下のとおり。 

 

（ａ）サービス提供について 

 本事業では、明治以来発行されている９，３００万件以上の特許・実用新案・意匠・

商標の公報類や審査経過情報等を、インターネットを利用してＷｅｂブラウザによりユ

ーザに公開するために必要な環境（本システム）の構築、運用・保守及び産業財産権情

報に関わる問い合わせ等各種ユーザ窓口業務を行う。 
 本システムが公開する情報は、特許庁より提供された情報（整理標準化データ、公報

データ、特許庁保有形式データ等）であり、一般ユーザはインターネットを通じて閲覧

が可能であり、海外ユーザに対しては英語によるサービス提供を行う。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．１．各システムの特徴 

２．１．１．Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ 

一般利用者向け日本語版、英語版の各業務機能一覧を表２．１．１－２－ａ－１、表２．

１．１－２－ａ－２に示す。 

 

表２．１．１－２－ａ－１ 業務機能一覧（日本語版） 

 
 

表２．１．１－２－ａ－２ 業務機能一覧（英語版） 

 

項番 サービス 法域 機能
1 情報提供サービス 特許・実用新案 番号照会
2 特許・実用新案テキスト検索
3 特許・実用新案分類検索
4 パテントマップガイダンス（PMGS）日本語版
5 外国公報DB
6 審査書類情報照会
7 コンピュータソフトウェアデータベース（CSDB）検索
8 意匠番号照会
9 意匠公報テキスト検索

10 日本意匠分類・Dターム検索
11 意匠公知資料照会
12 意匠公知資料テキスト検索
13 商標番号照会
14 商標出願・登録情報
15 称呼検索
16 図形等商標検索
17 図形等分類表
18 商品・役務名検索
19 商品・サービス国際分類表
20 日本国周知・著名商標検索
21 不登録標章検索
22 審決公報DB
23 審決速報
24 番号照会
25 範囲指定検索
26 最終処分照会

特許
（実用）

意匠

商標

審判

経過情報

項番 サービス 法域 機能
1 情報提供サービス(英語版) 特許・実用新案 番号照会（英語版）
2 FI/Fターム検索（英語版）
3 PAJ照会
4 パテントマップガイダンス（PMGS）英語版
5 意匠 番号照会（英語版）
6 意匠公報分類検索（英語版）
7 商標出願・登録情報
8 図形等商標検索
9 図形等分類表

10 商品・役務名検索
11 日本国周知・著名商標検索
12 審判 審決公報DB（英語版）

意匠

商標

特許
（実用）
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．１．各システムの特徴 

２．１．１．Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ 

（ｂ）システム環境について 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムはプライベート・クラウド上に構築されたＷｅｂシステ

ムであり、ＯＳＳ、及びディファクトスタンダードのＩＴ技術を使用して構成された、

汎用性、拡張性の高いシステム構成（※）となっている。 

 特許・実用新案検索サービスに係る文献情報は、共通特実検索システム（文献照会部

分）にて一元管理されている。 

 意匠検索サービス、商標検索サービス、審判検索サービス及び経過情報検索サービス

に係る文献情報については、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステム内にてデータ蓄積されて管理

されている。 

 なお、特許・実用新案検索サービスの一部であるＰＭＧＳ及びＣＳＤＢにおいては、

Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステム内にてデータ管理している。 

 

 ※詳細なシステム構成については、「２．２．１．システム構成、システムフロー」参

照 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．１．各システムの特徴 

２．１．２．ＯＰＤ 

２．１．２．ＯＰＤ 

 ＯＰＤシステムの目的と概要、システムの特徴を以下に示す。 

 

（１）目的と概要 

 外国包袋参照システムは、三極合意をベースに準備された専用線（通称Ｔｒｉｎｅｔ）

を介して、日本国特許庁（ＪＰＯ）と米国特許商標庁（ＵＳＰＴＯ）、欧州特許庁（ＥＰ

Ｏ）、韓国特許庁（ＫＩＰＯ）、中国国家知識産権局（ＳＩＰＯ）との特許・実用審査段

階の包袋を参照する機能を提供している。この既存の機能に加え、海外との連携強化によ

り、迅速な、タイムラグのないパテントファミリー検索を実現可能とし、そのパテントフ

ァミリーより、既存の機能を改造した書類一覧取得の一括処理、及び既存の審査事件単位

での書類一覧取得、書類参照をインターネット経由で実現する。 

 また、審査段階で利用した引用文献情報や分類情報をデータベース化している庁内他シ

ステムと連携し、審査情報の再利用化、相互提供するとともに、海外知財庁との高度な情

報ネットワーク化を実現し、審査に有効な審査情報を海外知財庁と連携して、ワンポータ

ル化を実現する。 

 

（２）システムの特徴 

 ＯＰＤシステムの特徴は以下のとおり。 

 

（ａ）サービス提供について 

 ＯＰＤシステムでは以下のサービスが稼動しており、日本国特許庁（ＪＰＯ）審査官

に向けサービスを提供している。さらに、インターネットを介し、海外知財庁（ＥＰＯ、

ＫＩＰＯ、ＳＩＰＯ、ＵＳＰＴＯ）へのサービス提供を行っている。 

 海外知財庁、日本国特許庁からの照会要求及び海外知財庁への審査結果情報の提供に

ついては、特許庁庁舎内ＯＰＤシステムにて行い、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ（ＡＩＰＮシス

テム）では包袋情報の機械翻訳処理を行う。 

 ＯＰＤシステムで提供しているサービスは以下のとおりであり、ＡＩＰＮによる機械

翻訳を行っているのは、「ワンポータル提供サービス（ＯＰＤ提供）」である。 

 

 ・ドシエ照会サービス（ＦＷＡ（※）照会） 

 ・ドシエ提供サービス（ＦＷＡ提供） 

 ・ワンポータル照会サービス（ＯＰＤ照会） 

 ・ワンポータル提供サービス（ＯＰＤ提供） 

 

 ※三極ネットワークを利用した審査関連情報の相互参照機能。（Ｆｉｌｅ Ｗｒａｐｐ

ｅｒ Ａｃｃｅｓｓ） 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．１．各システムの特徴 

２．１．２．ＯＰＤ 

 

 ＯＰＤ＜機械翻訳処理＞として提供している業務機能の一覧を表２．１．２－１－２

－ａ－１に示す。 

 

表２．１．２－１－２－ａ－１ 業務機能一覧 

 

 

（ｂ）システム環境について 

 ＯＰＤシステムは特許庁庁舎内にオンプレミス構築されたシステムであり、特許庁内

外の各種システムと連携を取り機能実現を行っている。 

 機械翻訳処理部分については、プライベート・クラウド上に構築されたＪ－Ｐｌａｔ

ＰａｔシステムのＡＩＰＮシステムとしてＯＰＤ向け翻訳サービスを提供しており、Ｏ

ＳＳ、及びディファクトスタンダードのＩＴ技術を使用して構成された、汎用性、拡張

性の高いシステム構成（※）となっている。 

 主な連携先システムは以下のとおりである。 

 

・ＡＩＰＮシステム  

・Ｆターム検索システム  

・米国特許商標庁、欧州特許庁、韓国特許庁、中国国家知識産権局の各海外システム 

 

 ※詳細なシステム構成については、「２．２．１．システム構成、システムフロー」参

照 

  

項番 サービス 法域 機能 翻訳方法
1 OPD向け翻訳サービス 特許

（実用）
OPD向け包袋翻訳 リアルタイム
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．１．各システムの特徴 

２．１．３．ＡＩＰＮ 

２．１．３．ＡＩＰＮ 

 ＡＩＰＮシステムの目的と概要、システムの特徴を以下に示す。 

 

（１）目的と概要 

 日本国特許庁では、我が国出願人の海外における円滑な権利取得を促進するために、海

外の特許庁と互いに共通する特許出願についてそのサーチ及び審査結果に関する情報を相

互に有効利用するための協力を推進している。 

 この協力活動の一環として、特許庁では平成１６年より、海外の特許庁に対して、我が

国特許庁における特許出願のサーチ及び審査に関する情報を利用可能とする「高度産業財

産ネットワーク（ＡＩＰＮ：Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ Ｐｒｏｐｅｒｔｙ 

Ｎｅｔｗｏｒｋ）」の運用を開始した。 

 諸外国の知的財産庁の審査官等が日本国特許庁の審査結果情報等を迅速に検索・閲覧で

きるＡＩＰＮは、我が国の権利者の権利保護に資するものとして、その機能提供は、我が

国産業界の事業のグローバル展開をサポートするものとして益々その価値が高まっている。 

 ＡＩＰＮの提供により、海外の特許庁においては、包袋書類（出願人が我が国特許庁に

提出した明細書等の書類、及び、拒絶理由通知書等の特許出願の審査に係る書類等）を、

機械翻訳により利用でき、我が国出願人の海外への特許出願についての権利取得の迅速化

が可能となる。 

 

（２）システムの特徴 

 ＡＩＰＮシステムの特徴は以下のとおり。 

 

（ａ）サービス提供について 

 海外知的財産庁審査官向けの機能として、海外知的財産庁からの専用アクセスを可能

とし、公開特許公報英文抄録（ＰＡＪ）、引用文献を提供し、機械翻訳機能により審査結

果情報／ドシエ・アクセス（拒絶理由通知、拒絶審査等）及び日本語公報データを翻訳

して提供する。 

 

 ＡＩＰＮとして提供している業務機能の一覧を表２．１．３－２－ａ－１に示す。 

 

表２．１．３－２－ａ－１ 業務機能一覧 

 

項番 サービス 法域 機能
1 三極向け翻訳サービス AIPN（三極向け） 公報翻訳
2 三極向け包袋情報翻訳サービス AIPN（三極向け） 包袋翻訳
3 三極向けテキスト／URL翻訳サービス - 三極向けテキスト／URL翻訳（日英／英日）
4 AIPN向け翻訳サービス AIPN 公報翻訳
5 AIPN向け包袋情報翻訳サービス AIPN 包袋翻訳

特許
（実用）

特許
（実用）
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．１．各システムの特徴 

２．１．３．ＡＩＰＮ 

 

（ｂ）システム環境について 

 ＡＩＰＮシステムは、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムのサブシステムとしてプライベー

ト・クラウド上に構築されたＷｅｂシステムであり、ＯＳＳ、及びディファクトスタン

ダードのＩＴ技術を使用して構成された、汎用性、拡張性の高いシステム構成（※）と

なっている。 

 照会データについては、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムで照会可能な特許・実用新案の

文献情報及び、特許庁ＸＭＬ書類管理サーバで管理されている包袋情報を機械翻訳し、

提供する。 

 

 ※詳細なシステム構成については、「２．２．１．システム構成、システムフロー」参

照 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．１．各システムの特徴 

２．１．４．中韓文献翻訳・検索システム 

２．１．４．中韓文献翻訳・検索システム 

 中韓文献翻訳・検索システムの目的と概要、システムの特徴を以下に示す。 

 

（１）目的と概要 

 近年、世界の特許・実用新案文献等に占める割合のうち、日本語・英語以外の文献、特

に中国と韓国の特許・実用新案の出願件数が急増していることを受け、これらの文献に対

する先行技術調査を十分に行う必要性が高まっている。 

 また、中国において、無審査で登録される実用新案権に基づいて賠償を求められる事例

が出現する等、我が国の企業におけるリスク管理として、このような中国文献の存在を把

握する必要性も高まっており、産業構造審議会で提示された「国際知財戦略」や「知的財

産推進計画２０１２」において、中国文献及び韓国文献（以下、「中韓文献」という。）の

機械翻訳による日本語への翻訳と日本語で容易に中韓文献を検索・照会できるシステムの

構築を行うことを掲げている。 

 なお、中韓文献を取り巻く環境については、著しく変化しており、中韓文献の増加率や

利用者の利用量に係る変動を正確に予測することは困難である。 

 このような背景を踏まえ、中韓文献翻訳・検索システムは、特許庁の審査官、審判官、

審査調査員及び審判調査員（以下、「特許庁審査官・審判官等」という。）と、特許庁職員

（特許庁審査官・審判官等を除く。）及び登録調査機関、並びに企業や研究機関、個人等（以

下、「一般利用者」という。）が、日本語により中韓文献を検索・照会するための環境整備

を目的とするシステムである。 

 

（２）システムの特徴 

 中韓文献翻訳・検索システムの特徴は以下のとおり。 

 

（ａ）サービス提供について 

 中韓文献翻訳・検索システムはＷｅｂサービスであり、一般利用者が使用する一般向

けメニューと特許庁職員及び特許庁審査官・審判官等が使用する業務向けメニューに分

かれている。 

 一般向けメニューでは、テキスト検索、公報番号索引照会、翻訳文のスクリーニング

が可能である。業務向けメニューでは、一般向けメニューの機能に加えテキスト検索画

面にて検索式が入力可能となる他、検索結果の文献一覧のファイル出力や、文献一覧フ

ァイルの取込が可能となる。スクリーニングでは、翻訳文のみならず、翻訳文と原文の

対訳連動表示や、翻訳文の読みにくい一文を最新の辞書にて翻訳するリアルタイム翻訳

機能等が使用可能となる。 

 業務向け画面への接続は、要求元のＩＰアドレスがシステムに登録されていること、

かつ、ユーザＩＤとパスワードによる認証が必要となる。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．１．各システムの特徴 

２．１．４．中韓文献翻訳・検索システム 

 

（ｂ）システム環境について 

 中韓文献翻訳・検索システムは、パブリッククラウド上に構築されたシステムであり、

ソフトウェアについても９０％以上がＯＳＳを使用して構成された、拡張性の高いシス

テム構成（※）となっている。このため、文献の伸びが大きく予想の難しい中韓文献の

翻訳についても柔軟に対応することが可能となっている。 

 

 ※詳細なシステム構成については、「２．２．１．システム構成、システムフロー」参

照 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

２．２．調査結果 

 本節では、「１．３．調査項目」に示した以下の調査項目について、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ、

ＯＰＤ、ＡＩＰＮ、中韓文献翻訳・検索システムそれぞれの調査結果を述べる。 

 

 ＜調査項目＞ 

（１） システム構成、システムフロー 

（２） 機械翻訳の機能 

（３） 性能 

（４） データ構造 

（５） テータ利用の流れ 

（６） 機械翻訳システムの利用方法 

（７） 翻訳精度 

 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

 システム構成、システムフローでは、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ、ＯＰＤ、ＡＩＰＮ、中韓文

献翻訳・検索システムそれぞれについて、以下に示す調査項目ごとの調査結果を述べる。 

 

＜調査項目＞ 

（１） システム概要図・他システム間連携図 

（２） ハードウェア構成 

（３） ソフトウェア構成 

（４） 業務・システムフロー 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

（１）Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ 

（ａ）システム概要図・他システム間連携図 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステム、及び他システム間連携の概要について図２．２．１－

１－ａ－１に示す。 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムにて機械翻訳による英語版サービスの提供に関連する部

分を赤枠に示す。 

 

 

図２．２．１－１－ａ－１ システム概要図・他システム間連携図 

  

   

 

J-PlatPat システム 

（プライベート・クラウド） 

情報公開 
サーバ 

文献翻訳 
サーバ 

海外翻訳 
サーバ 

 

文献管理 
サーバ 

経過情報 
WEB サーバ バルク 

ダウンロード 
サーバ 

公報 
サーバ 

テキスト 
サーバ 

照会 
サーバ 

国内一般
ユーザ 海外一般

ユーザ 

 

 

特許庁照会システム 
（XML 書類管理サーバ） 

 

特許庁共通特実検索 

システム（照会部分） 

海外知財庁 

凡例 ：対象システム 

：翻訳処理対象サーバ 

：アクセスパス 

特許・実用新案公報 

意匠公報、審判公報 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

（ｂ）ハードウェア構成 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの機械翻訳に係るハードウェア構成を表２．２．１－１

－ｂ－１に示す。 

 サーバ機器３台による負荷分散構成を採用している。 

 

表２．２．１－１－ｂ－１ ハードウェア構成 

 

 

（ｃ）ソフトウェア構成 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの機械翻訳に係るソフトウェアの一覧を「別紙２．２．

１－１－ｃ－１」に示す。Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの機械翻訳に係るソフトウェア

構成について図２．２．１－１－ｃ－１に示す。 

 

 

図２．２．１－１－ｃ－１ ソフトウェア構成図 

  

［サーバ 1 台あたり］ 

項番 サーバ名 機種名 CPU メモリ 内蔵ディスク
1 文献翻訳サーバ UX7000

S/T4-1
UltraSPARC T4(8Core)
[2.85GHz]×1式

8GB DDR3×8式 300GB/10,000rpm
×2式（RAID1）

The翻訳

Tomcat TP1

【文献翻訳サーバ】

Oracle Solaris 11 (OS)

JP1
Tripwire

(改ざん検知)

情報提供サービス（英語版）プログラム

Apache
ｲﾒｰｼﾞﾌﾟﾛｾｯｻ

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ
(ｲﾒｰｼﾞ変換)



 

24 
 

２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

（ｄ）業務・システムフロー 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの英語版サービスに係る業務一覧を表２．２．１－１－ｄ

－１に示す。 

 

表２．２．１－１－ｄ－１ 機械翻訳に係る機能一覧 

 

 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの機械翻訳に係るＷＦＡについては、「別紙２．２．１－１

－ｄ－１」参照。 

 

  

項番 サービス 法域 機能 翻訳方法
1 特許・実用新案番号照会（英語版） リアルタイム
2 FI/Fターム検索（英語版） リアルタイム
3 PAJ照会 なし（英文データ）
4 パテントマップガイダンス(PMGS)英語版 なし（英文データ）
5 意匠番号照会（英語版） リアルタイム
6 意匠公報分類検索（英語版） なし
7 商標出願・登録情報 なし
8 図形等商標検索 なし
9 図形等分類表 なし（英文データ）
10 商品・役務名検索 なし
11 日本国周知・著名商標検索 なし
12 審判 審判公報DB（英語版） リアルタイム

特許
（実用）

意匠

商標

情報提供サービス（英語版）
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

（２）ＯＰＤ 

（ａ）システム概要図・他システム間連携図 

 ＯＰＤシステム、及び他システム間連携の概要について図２．２．１－２－ａ－１に

示す。 

 ＯＰＤシステムにて機械翻訳に関連する部分を赤枠に示す。 

 

 

 

図２．２．１－２－ａ－１ システム概要図・他システム間連携図 

  

   

 

ＯＰＤシステム<機械翻訳部分> 

（プライベート・クラウド） 

情報公開 
サーバ 

文献翻訳 
サーバ 

海外翻訳 
サーバ 

 

文献管理 
サーバ 

経過情報 
WEB サーバ バルク 

ダウンロード 
サーバ 

公報 
サーバ 

テキスト 
サーバ 

照会 
サーバ 

特許庁共通特実検索 

システム（照会部分） 
特許庁 

OPD システム 

国内一般
ユーザ 海外一般

ユーザ 

 

 

海外知財庁 

凡例 ：対象システム 

：翻訳処理対象サーバ 

  

  

海外知財庁 
（OPD 参加庁） 

特許庁照会システム 
（XML 書類管理サーバ） 

 

特許庁 
（JPO） ：アクセスパス 

 

特許・実用新案公報 
特許包袋情報 ＯＰＤシステム 

<業務処理部分> 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

（ｂ）ハードウェア構成 

 ＯＰＤシステムの機械翻訳に係るハードウェア構成を表２．２．１－２－ｂ－１に示

す。 

 サーバ機器１台による単一構成を採用している。（海外翻訳サーバ#２） 

 

表２．２．１－２－ｂ－１ ハードウェア構成 

 

（ｃ）ソフトウェア構成 

 ＯＰＤシステムの機械翻訳に係るソフトウェアの一覧を「別紙２．２．１－２－ｃ－

１」に示す。ＯＰＤシステムの機械翻訳に係るソフトウェア構成について図２．２．１

－２－ｃ－１に示す。 

 

 

図２．２．１－２－ｃ－１ ソフトウェア構成図 

  

［サーバ 1 台あたり］ 

項番 サーバ名 機種名 CPU メモリ 内蔵ディスク
1 海外翻訳サーバ

（#2）
UX7000
S/T4-1

UltraSPARC T4(8Core)
[2.85GHz]×1式

8GB DDR3×8式 300GB/10,000rpm
×2式（RAID1）

The翻訳

Tomcat TP1

Oracle Solaris 11 (OS)

【海外翻訳サーバ #2】

OPD向けサービスプログラム

JP1
Tripwire

(改ざん検知)
Apache

ｲﾒｰｼﾞﾌﾟﾛｾｯｻ
ﾗｲﾌﾞﾗﾘ

(ｲﾒｰｼﾞ変換)
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

（ｄ）業務・システムフロー 

 ＯＰＤシステムに係る業務一覧を表２．２．１－２－ｄ－１に示す。 

 

表２．２．１－２－ｄ－１ 機械翻訳に係る機能一覧 

 

 

 ＯＰＤシステムの機械翻訳に係るＷＦＡについては、「別紙２．２．１－２－ｄ－１」

参照。 

  

項番 サービス 法域 機能 翻訳方法
1 OPD向け翻訳サービス 特許

（実用）
OPD向け包袋翻訳 リアルタイム
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

（３）ＡＩＰＮ 

（ａ）システム概要図・他システム間連携図 

 ＡＩＰＮシステム、及び他システム間連携の概要について図２．２．１－３－ａ－１

に示す。 

 ＡＩＰＮシステムにて機械翻訳に関連する部分を赤枠に示す。 

 

 

図２．２．１－３－ａ－１ システム概要図・他システム間連携図 

  

   

 

AIPN システム 

（プライベート・クラウド） 

情報公開 
サーバ 

文献翻訳 
サーバ 

海外翻訳 
サーバ 

 

文献管理 
サーバ 

経過情報 
WEB サーバ 

バルク 
ダウンロード 
サーバ 

公報 
サーバ 

テキスト 
サーバ 

照会 
サーバ 

国内一般
ユーザ 海外一般

ユーザ 

 

 

特許庁照会システム 
（XML 書類管理サーバ） 

 

特許庁共通特実検索 

システム（照会部分） 

海外知財庁 

凡例 ：対象システム 

：翻訳処理対象サーバ 

  

  

：アクセスパス 

特許包袋情報 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

（ｂ）ハードウェア構成 

 ＡＩＰＮシステムの機械翻訳に係るハードウェア構成を表２．２．１－３－ｂ－１に

示す。 

 サーバ機器２台による負荷分散構成を採用している。 

 

表２．２．１－３－ｂ－１ ハードウェア構成 

 

 

（ｃ）ソフトウェア構成 

 ＡＩＰＮシステムの機械翻訳に係るソフトウェアの一覧を「別紙２．２．１－３－ｃ

－１」に示す。ＡＩＰＮシステムの機械翻訳に係るソフトウェア構成について図２．２．

１－３－ｃ－１に示す。 

 

 

図２．２．１－３－ｃ－１ ソフトウェア構成図 

  

［サーバ 1 台あたり］ 

項番 サーバ名 機種名 CPU メモリ 内蔵ディスク
1 海外翻訳サーバ UX7000

S/T4-1
UltraSPARC T4(8Core)
[2.85GHz]×1式

8GB DDR3×8式 300GB/10,000rpm
×2式（RAID1）

The翻訳

Tomcat TP1

Oracle Solaris 11 (OS)

【海外翻訳サーバ #1/#2】

三極向け翻訳サービスプログラム
三極向け包袋情報翻訳サービスプログラム

三極向けテキスト／URL翻訳サービスプログラム
AIPN向け翻訳サービスプログラム

AIPN向け包袋情報翻訳サービスプログラム JP1
Tripwire

(改ざん検知)

Apache
ｲﾒｰｼﾞﾌﾟﾛｾｯｻ

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ
(ｲﾒｰｼﾞ変換)
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

（ｄ）業務・システムフロー 

 ＡＩＰＮシステムに係る業務一覧を表２．２．１－３－ｄ－１に示す。 

 

表２．２．１－３－ｄ－１ 機械翻訳に係る機能一覧 

 

 

 ＡＩＰＮシステムの機械翻訳に係るＷＦＡについては、「別紙２．２．１－３－ｄ－１」

参照。 

  

項番 サービス 法域 機能 翻訳方法
1 三極向け翻訳サービス AIPN（三極向け） 公報翻訳 リアルタイム
2 三極向け包袋情報翻訳サービス AIPN（三極向け） 包袋翻訳 リアルタイム
3 三極向けテキスト／URL翻訳サービス - 三極向けテキスト／URL翻訳（日英／英日） リアルタイム
4 AIPN向け翻訳サービス AIPN 公報翻訳 リアルタイム
5 AIPN向け包袋情報翻訳サービス AIPN 包袋翻訳 リアルタイム

特許
（実用）

特許
（実用）



 

31 
 

２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

（４）中韓文献翻訳・検索システム 

（ａ）システム概要図・他システム間連携図 

 中韓文献翻訳・検索システム及び中韓文献翻訳・検索システムに係るシステム及び機

関の概要について図２．２．１－４－ａ－１に示す。また、翻訳に関連する部分を赤枠

に示す。 

 

 

図２．２．１－４－ａ－１ システム概要図・他システム間連携図 

  

分散ストレージ 

 認証 SEG AP SEG 運用 SEG 検証 SEG DMZ SEG 分散ストレージ 

パブリッククラウド(白河データセンタ) 

DR サイト(北九州データセンタ) 受託者拠点 

コールセンタ SIPO・KIPO 特許庁 一般ユーザ 

インターネット(HTTP) 

保守用回線(SSH) 

バルクダウンロード 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

（ｂ）ハードウェア構成 

 中韓文献翻訳・検索システムのバッチ処理部分とオンライン処理部分それぞれについ

て、機械翻訳に係るハードウェア構成を図２．２．１－４－ｂ－１、図２．２．１－４

－ｂ－２に示す。（中韓文献翻訳・検索システムは、パブリッククラウド環境上にあり、

機器構成については非公開情報であるため、各仮想サーバのコア数、メモリ容量、ディ

スク容量のみ記載。） 

 

 

図２．２．１－４－ｂ－１ ハードウェア構成図（バッチ部分） 

 

図２．２．１－４－ｂ－２ ハードウェア構成図（オンライン部分） 

 

バッチサーバ(CN2 台、KR1 台) 

 コア数   ：2 コア 

 メモリ容量 ：4GB 

 ディスク容量：15GB 

AP SEG 

バッチ管理サーバ(2 台) 

 コア数   ：4 コア 

 メモリ容量 ：4GB 

 ディスク容量：985GB 

翻訳サーバ(CN2 台) 

 コア数   ：16 コア 

 メモリ容量 ：32GB 

 ディスク容量：15GB 

運用 SEG 

運用管理サーバ(1 台) 

 コア数   ：2 コア 

 メモリ容量 ：4GB 

 ディスク容量：175GB 

翻訳サーバ(KR1 台) 

 コア数   ：1 コア 

 メモリ容量 ：2GB 

 ディスク容量：15GB 

リアルタイム翻訳サーバ(1 台) 

 コア数   ：2 コア 

 メモリ容量 ：4GB 

 ディスク容量：15GB 

AP SEG 

AP サーバ(2 台) 

 コア数   ：2 コア 

 メモリ容量 ：8GB 

 ディスク容量：15GB 

DMZ SEG 

WEB サーバ(2 台) 

 コア数   ：1 コア 

 メモリ容量 ：512MB 

 ディスク容量：15GB 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

（ｃ）ソフトウェア構成 

 中韓文献翻訳・検索システムの機械翻訳部分に係るソフトウェアの一覧を「別紙２．

２．１－４－ｃ－１」に示す。また、バッチ処理部分とオンライン処理部分それぞれに

ついて、機械翻訳部分のソフトウェア構成については図２．２．１－４－ｃ－１、図２．

２．１－４－ｃ－２に示す。 

 

 

図２．２．１－４－ｃ－１ ソフトウェア構成図（バッチ部分） 

  

バッチ管理サーバ 運用管理サーバ 

OS 

DB 

開発言語 

分散ファイルシステム 

ファイル操作 

分散処理基盤 

監視 

クラスタ 

ジョブ管理 

ウイルス対策 

バックアップ 

OS 

DB 開発言語 

ファイル操作 

クラスタ バックアップ 

監視 

ジョブ管理 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

 

図２．２．１－４－ｃ－２ ソフトウェア構成図（オンライン部分） 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．１．システム構成、システムフロー 

（ｄ）業務・システムフロー 

 中韓文献翻訳・検索システムの機械翻訳に係る業務一覧を表２．２．１－４－ｄ－１

に示す。 

 

表２．２．１－４－ｄ－１ 機械翻訳に係る業務一覧 

＃ 業務名 業務概要 

１ 文献借用業務 定期的に媒体にて貸与される文献の借用を行う 

２ 機械翻訳業務 貸与文献の文献様式の確認及び翻訳前編集を行い、機械

翻訳を実施する 

３ 文献成型業務 機械翻訳を実施した文献を表示データとする文献成型を

実施する 

４ 文献提供業務 文献成型後の蓄積データを抽出、体格納を実施し、特許

庁に納品する 

５ 訳質向上業務 誤訳報告画面からの誤訳報告を集計した誤訳集計結果と

機械翻訳時に発生した未知語ログを集計した未知語集計

結果に対して人手翻訳を行う 

また、特許庁から貸与された貸与辞書のシステム取込作

業を実施する 

６ リアルタイム翻訳 画面表示されている任意の文を最新辞書にて再翻訳を実

施する 

 

 中韓文献翻訳・検索システムのＷＦＡについては、「別紙２．２．１－４－ｄ－１」参照。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

２．２．２．機械翻訳の機能 

 機械翻訳の機能では、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ、ＯＰＤ、ＡＩＰＮ、中韓文献翻訳・検索シ

ステムそれぞれについて、以下に示す調査項目ごとの調査結果を述べる。 

 

＜調査項目＞ 

（１） 機能概要 

（２） バッチ処理における開発方式 

（３） バッチ処理におけるアプリケーションと翻訳エンジンの連携方式 

（４） オンライン処理における開発方式 

（５） オンライン処理におけるアプリケーションと翻訳エンジンの連携方式 

（６） 使用している翻訳エンジンの特徴 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

 

（１）Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ 

（ａ）機能概要 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの機械翻訳に係る機能の概要を表２．２．２－１－ａ－

１に示す。 

 

表２．２．２－１－ａ－１ 機能概要 

＃ 業務名 区分 機能名 機能概要 

１ リアルタイム

翻訳 

オンライン 機械翻訳処理 画面からの文献照会要求に

対し、該当の日本語文献を

リアルタイムで翻訳する

（翻訳のための前処理を機

械翻訳前に実施） 

 

（ｂ）バッチ処理における開発方式 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの機械翻訳に係る機能については、バッチ処理は無い。 

 

（ｃ）バッチ処理におけるアプリケーションと翻訳エンジンの連携方式 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの機械翻訳に係る機能については、バッチ処理は無い。 

 

（ｄ）オンライン処理における開発方式 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムにおける、オンライン処理の開発方式を表２．２．２－

１－ｄ－１に示す。 

 

表２．２．２－１－ｄ－１ オンライン処理における開発方式 

＃ 項目 内容 備考 

１ 開発言語 Ｊａｖａ - 

２ 使用フレームワーク Ｓｔｒｕｔｓ２ - 

３ データ処理方式 文献単位 翻訳エンジンへの要求単位は文献単

位となる 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

（ｅ）オンライン処理におけるアプリケーションと翻訳エンジンの連携方式 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムにおける、オンライン処理におけるアプリケーションと

翻訳エンジンの連携方式についての概要を以下に示す。 

 

【情報提供サービス（英語版）】 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムにおいて、産業財産権情報を英語に翻訳して提供する情報

提供サービス（英語版）のソフトウェア全体配置イメージを図２．２．２－１－ｅ－１に

示す。 

 

図２．２．２－１－ｅ－１ 情報提供サービス（英語版）ソフトウェア配置イメージ 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

【アプリケーションと翻訳エンジンの連携】 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムでは、アプリケーションにて取得・編集した日本語公報文

献を翻訳エンジンに引き継ぎ、翻訳を行っている。アプリケーションと翻訳エンジンの連

携を図２．２．２－１－ｅ－２、表２．２．２－１－ｅ－１に示す。 

 

図２．２．２－１－ｅ－２ Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの機械翻訳における 

アプリケーションと翻訳エンジンの連携 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

表２．２．２－１－ｅ－１ Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの機械翻訳における 

アプリケーションと翻訳エンジンの連携の処理フロー 

＃ 処理フロー 処理内容 

１ 詳細画面表示要求 ブラウザからサーバへの文献の詳細画面表

示要求 

２ 画面情報作成 文献のテキストを取得して、詳細表示画面を

作成する 

３ ＨＴＭＬファイル出力 サーブレットフィルタでＨＴＴＰレスポン

スから画面情報を取得し、ＨＴＭＬファイル

を出力する 

４ ＨＴＴＰレスポンス 翻訳エンジンを呼び出すリダイレクトに書

き換える 

５ リダイレクト要求 リダイレクトで翻訳エンジンへリクエスト

を行う 

６ ＨＴＭＬファイル取得要求 ＧＥＴパラメータのＵＲＬでＨＴＭＬファ

イルへのリクエストを行う 

７ 翻訳結果応答 翻訳エンジンが取得したＨＴＭＬファイル

を翻訳して翻訳結果を応答する 

 

【翻訳前処理】 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムにて実施している翻訳前処理の内容と目的を表２．２．２

－１－ｅ－２に示す。 

 

表２．２．２－１－ｅ－２ 機能概要 

＃ 処理内容 実施理由 

１ 文献整形処理 改行コード統一処理 翻訳エンジンの特性に合わせて、改行コード

等の統一を行う 

２ 公報翻訳前整形処理 ・翻訳エンジンの辞書登録での訳出が困難な

場合があるため、固定の文字列マッチングで

訳出置き換えを行う 

・翻訳後の表示を整えるために整形を行う

（タグの置き換え、削除、挿入等） 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

① 改行コード統一処理 

翻訳エンジンの特性に合わせて、行っている改行コード等の統一処理を表２．２．２

－１－ｅ－３に示す。 

1. 本文内の改行タグ（<BR>,<BR/>,<br>,<br/>）を除去する。 

（翻訳エンジンの特性として<BR>タグまでを１文とすることから文途中の<BR>タ

グによる誤訳対策のため） 

2. 本文内のＳＧＭＬタグをＨＴＭＬタグに変換する。 

 

表２．２．２－１－ｅ－３ ＨＴＭＬタグの変換一覧 

＃ 変換前 変換後 

１ <SUP-SCRIPT> <SUP> 

２ <SUB-SCRIPT> <SUB> 

３ <SP> <SUP> 

４ <SB> <SUB> 

５ <UNDER-LINE> <U> 

６ <BAIKAKU> <FONT SIZE=+2> 

７ <BAI> <FONT SIZE=+2> 

８ <HAN> <FONT SIZE=-2> 

９ 本文内の改行タグ

（\r\n,\n,<BR>,<br>） 
<br/> 

 

② 公報翻訳前整形処理 

公報の翻訳前処理を表２．２．２－１－ｅ－４に示す。 

 

表２．２．２－１－ｅ－４ ＨＴＭＬタグの変換一覧 

＃ 変換前 変換後 

１ 【訂正明細書】有 [Revised specification] Presence 

２ タグ中のスペースを取り除いて 

“【結論】”になる文言 

例）【結論】、【結△論】、【△結△論△】 

[Conclusion] 

３ タグ中のスペースを取り除いて 

“【理由】”になる文言 

例）【理由】、【理△由】、【△理△由△】 

[Reason] 

４ 【管理番号】 <br/><br/>【管理番号】 
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２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

【翻訳エラー処理】 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムにて実施しているエラー処理の内容と目的を表２．２．２

－１－ｅ－５に示す。 

 

表２．２．２－１－ｅ－５ ＨＴＭＬタグの変換一覧 

＃ エラー項目 処理内容 実施理由 

１ タイムアウトエラー 以下のタイムアウトに従

い翻訳処理の打ち切りを

行う 

・文献単位の翻訳タイムア

ウト値 

翻訳資源の占有開放のた

め 

２ 未知語エラー 翻訳の訳出に置換文字を

出力する。（「＊＊＊＊

＊」：アスタリスクに置換） 

未知語ログに未知語及び

対象の文を出力する 

訳質向上業務にて訳付け

等に使用するため 

  



 

43 
 

２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

（ｆ）使用している翻訳エンジンの特徴 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムにて使用している翻訳エンジンの特徴を表２．２．２－

１－ｆ－１に示す。 

 

表２．２．２－１－ｆ－１ 翻訳エンジンの特徴 

＃ 項目 内容 

１ 名称 Ｔｈｅ翻訳エンタープライズＶ１６ 及び 特許辞書

パッケージ 

東芝ソリューション（株）社製 

２ 翻訳方法 ＲＢＭＴ（ルールベース） 

３ 処理方法 プロセス（サービス起動） 

４ アプリケーション連携 ＨＴＴＰプロトコル 

 

 翻訳エンジンの翻訳辞書については、「別紙２．２．２－１－ｆ－１」参照。 

 

【翻訳エンジンの機能】 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムにて利用している翻訳エンジンの機能を表２．２．２－１

－ｆ－２に示す。 

 

表２．２．２－１－ｆ－２ 翻訳エンジンの機能 

＃ 機能 内容 

１ 特許文書前処理（特許用自

動前編集機能） 
原文を解析して翻訳しやすい単位に分割し、特許文

書独特の表現をしている文の翻訳精度を向上する 

・特許文書中のタイトル文の処理 

日本語（英語）特許文書中に現れるタイトル文（墨

付カッコで括られた見出し等）を英語（日本語）特

許文書で用いられる表現で翻訳する 

・ 長文処理 

特許文書に特有の長い文に対し、特許文書の構造を

基にして自動的に文の分割を行う また、わかりや

すい形式になるように文の構造を変換する 

２ ＨＴＭＬ分割翻訳 １つのＨＴＭＬファイル（原文）を、指定した条件

で複数に分割し、各原文ファイルを並行して翻訳する

機能 

原文を分割することで並行に翻訳が行われるため、

短時間で翻訳結果を得られる 
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２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

３ 翻訳範囲限定 任意に設定する特定のタグを翻訳対象原文に入れる

ことによって、特定のタグで囲まれた部分のみが翻訳

され、それ以外の部分は原文のまま出力されるように

する機能 

Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムではアプリケーション

の翻訳前処理で、あらかじめ設定する英文やＨＴＭＬ

ヘッダ部等を除き、本文のみを範囲とすることで翻訳

時に余分な処理を行わないようにしている 

４ ＨＴＭＬタグの翻訳時設

定 
文内タグ、文外タグ、翻訳結果に残さないタグの設定

に従ってタグを含めた翻訳を行う機能 

（例：原文の文字修飾（SUP タグ、SUB タグ等の文内タ

グ）を翻訳後の結果に反映する） 

※文内タグ：文の一部に使用されるタグ 

文外タグ：文内タグ以外のタグ 

※Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの設定については、「別

紙２．２．２－１－ｆ－２」を参照 

５ 辞書優先順設定 専門用語辞書、ユーザ辞書、メモリ辞書の使用優先度

を設定に従って利用する 

 

【翻訳エンジンの環境設定】 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの機械翻訳にて設定している翻訳エンジンの設定を表２．

２．２－１－ｆ－３に示す。 

 

表２．２．２－１－ｆ－３ Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムにおける翻訳エンジンの設定 

＃ 項目 設定値（※） 

１ プロセス数 60 プロセス（1サーバ）× 3サーバ 

２ 分割翻訳の分割個数 100 個 

３ 分割翻訳の分割用キーワ

ード 
<BR><BR/><br><br/> 

４ 翻訳範囲限定タグ <HONYAKU>と</HONYAKU> 

５ 翻訳タイムアウト 900 秒 

※ ２０１６年４月３０日時点の設定値 
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２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

（２）ＯＰＤ 

（ａ）機能概要 

 ＯＰＤシステムの機械翻訳に係る機能の概要を表２．２．２－２－ａ－１に示す。 

 

表２．２．２－２－ａ－１ 機能概要 

＃ 業務名 区分 機能名 機能概要 

１ リアルタイム

翻訳 

オンライン 機械翻訳処理 画面からの包袋書類取得要

求に対し、該当の日本語書

類をリアルタイムで翻訳す

る（翻訳のための前処理を

機械翻訳前に実施） 

 

（ｂ）バッチ処理における開発方式 

 ＯＰＤシステムの機械翻訳に係る機能については、バッチ処理は無い。 

 

（ｃ）バッチ処理におけるアプリケーションと翻訳エンジンの連携方式 

 ＯＰＤシステムの機械翻訳に係る機能については、バッチ処理は無い。 

 

（ｄ）オンライン処理における開発方式 

 ＯＰＤシステムの機械翻訳における、オンライン処理の開発方式は、Ｊ－ＰｌａｔＰ

ａｔシステム（「２．２．２（１）Ｊ－ＰｌａｔＰａｔの（ｄ）」）と同様。 
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２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

（ｅ）オンライン処理におけるアプリケーションと翻訳エンジンの連携方式 

 ＯＰＤシステムにおける、オンライン処理のアプリケーションと翻訳エンジンの連携

方式についての概要を以下に示す。 

 

【ＯＰＤ向けサービス】 

 ＯＰＤシステムにおいて、日本の包袋情報を英語に翻訳して提供するサービスのソフト

ウェア全体配置イメージを図２．２．２－２－ｅ－１に示す。 

 

図２．２．２－２－ｅ－１ ＯＰＤ向けサービスソフトウェア配置イメージ 

  

海外翻訳サーバ 文献管理サーバ 

OPD 向けサービス 

DB アクセスライブラリ 

 (C 言語) 

翻訳ソフト 

（The 翻訳） 

包袋情報取得サーバ 

頁単位 PDF 作成 

DB サーバ 特許庁照会システム 

ONC/RPC 

ONC/RPC 

Open/TP1 

SFTP 
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２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

【アプリケーションと翻訳エンジンの連携】 

 ＯＰＤシステムの機械翻訳において、アプリケーションで取得・編集した包袋書類を翻

訳エンジンに引き継ぎ、翻訳を行っている。アプリケーションと翻訳エンジンの連携を図

２．２．２－２－ｅ－２、表２．２．２－２－ｅ－１に示す。 

図２．２．２－２－ｅ－２ ＯＰＤシステムの機械翻訳におけるアプリケーションと 

翻訳エンジンの連携方式 
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③ＨＴＴＰレスポンス 

HTML 

ファイル 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

 

表２．２．２－２－ｅ－１ ＯＰＤシステムの機械翻訳におけるアプリケーションと翻訳

エンジンの連携の処理フロー 

＃ 処理フロー 処理内容 

１ 包袋情報取得要求 ＯＰＤシステムから包袋の書類一覧及び書類実

体の機械翻訳データ取得に先立ち、ＵＲＬ情報

の取得要求が行われる 

２ 画面情報作成 取得要求に該当する国内の包袋を特許庁内シス

テムから取得し、取得したＨＴＭＬファイルを

キャッシュに格納する 

３ ＨＴＴＰレスポンス 翻訳エンジンのＵＲＬとＨＴＭＬファイルパス

を設定したＨＴＭＬファイルを応答する 

４ 書類一覧情報・書類実体情報取得要求 上記３に埋め込まれた書類一覧又は書類パスの

ＵＲＬにて、翻訳エンジンへリクエストを行う 

５ ＨＴＭＬファイル取得要求 上記４に該当するＨＴＭＬファイルを取得し、

翻訳前処理にて文言の置換を行う 

６ 翻訳結果応答 翻訳エンジンが取得したＨＴＭＬファイルを翻

訳して翻訳結果を応答する 

 

【翻訳前処理】 

 ＯＰＤシステムの機械翻訳にて実施している翻訳前処理の内容を表２．２．２－２－ｅ

－２に示す。 

 

表２．２．２－２－ｅ－２ 機能概要 

＃ 処理内容 実施理由 

１ 文献整形処理 改行コード統一処理 翻訳エンジンの特性に合わせて、改行コード

等の統一を行う 

２ 包袋翻訳前整形処理 ・翻訳エンジンの辞書登録での訳出が困難な

場合があるため、固定の文字列マッチングで

訳出置き換えを行う 

・翻訳後の表示を整えるために整形を行う

（タグの置き換え、削除、挿入等） 
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２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

① 改行コード統一処理 

翻訳エンジンの特性に合わせて、行っている改行コード等の統一処理を表２．２．２

－２－ｅ－３に示す。 

1. 本文内の改行タグ（<BR>,<BR/>,<br>,<br/>）を除去する。 

（翻訳エンジンの特性として<BR>タグまでを１文とすることから文途中の<BR>タ

グによる誤訳対策のため） 

2. 本文内のＳＧＭＬタグをＨＴＭＬタグに変換する。 

 

表２．２．２－２－ｅ－３ ＨＴＭＬタグの変換一覧 

＃ 変換前 変換後 

１ <SUP-SCRIPT> <SUP> 

２ <SUB-SCRIPT> <SUB> 

３ <SP> <SUP> 

４ <SB> <SUB> 

５ <UNDER-LINE> <U> 

６ <BAIKAKU> <FONT SIZE=+2> 

７ <BAI> <FONT SIZE=+2> 

８ <HAN> <FONT SIZE=-2> 

９ 本文内の改行タグ

（\r\n,\n,<BR>,<br>） 
<br/> 

 

② 包袋翻訳前整形処理 

包袋の翻訳前処理については、「別紙２．２．２－２－ｅ－１」参照。 

 

【翻訳エラー処理】 

 ＯＰＤシステムの機械翻訳における翻訳エンジンは、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムと共

用であるため、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの記載（「２．２．２（１）Ｊ－ＰｌａｔＰａ

ｔの（ｅ）」）参照。 
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２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

（ｆ）使用している翻訳エンジンの特徴 

 ＯＰＤシステムの機械翻訳における翻訳エンジンは、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムと

共用であるため、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの記載（「２．２．２（１）Ｊ－Ｐｌａｔ

Ｐａｔの（ｆ）」）参照。 

 

 翻訳エンジンの翻訳辞書については、「別紙２．２．２－２－ｆ－１」参照。 

 

 翻訳エンジンの機能におけるＨＴＭＬタグの翻訳時設定については、「別紙２．２．２

－２－ｆ－２」参照。 

 

【翻訳エンジンの環境設定】 

 ＯＰＤシステムの機械翻訳にて設定している翻訳エンジンの設定を表２．２．２－２

－ｆ－１に示す。 

 

表２．２．２－２－ｆ－１ ＯＰＤシステムの機械翻訳における翻訳エンジンの設定 

＃ 項目 設定値（※） 

１ プロセス数 12 プロセス（1サーバ）× 1サーバ 

２ 分割翻訳の分割個数 100 個 

３ 分割翻訳の分割用キーワ

ード 
<BR><BR/><br><br/> 

４ 翻訳範囲限定タグ <HONYAKU>と</HONYAKU> 

５ 翻訳タイムアウト 900 秒 

※ ２０１６年４月３０日時点の設定値 
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２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

（３）ＡＩＰＮ 

（ａ）機能概要 

 ＡＩＰＮシステムの機械翻訳に係る機能の概要を表２．２．２－３－ａ－１に示す。 

 

表２．２．２－３－ａ－１ 機能概要 

＃ 業務名 区分 機能名 機能概要 

１ リアルタイム

翻訳 

オンライン 機械翻訳処理 画面からの文献照会要求に対し、該

当の日本語文献をリアルタイムで翻

訳する（翻訳のための前処理を機械

翻訳前に実施） 

翻訳辞書選択

機能 

翻訳エンジンで選択可能な専門用語

辞書を優先順に３個までの選択が行

える 

２ 訳質向上業務 オンライン 

 

フィードバッ

ク辞書収集 

ＡＩＰＮサービス利用者からの訳出

改善に対する指摘・要望を収集する 

未知語収集 翻訳エンジンの機能による未知語の

ログ出力にて未知語を収集する 

 

（ｂ）バッチ処理における開発方式 

 ＡＩＰＮシステムの機械翻訳に係る機能については、バッチ処理は無い。 

 

（ｃ）バッチ処理におけるアプリケーションと翻訳エンジンの連携方式 

 ＡＩＰＮシステムの機械翻訳に係る機能については、バッチ処理は無い。 

 

（ｄ）オンライン処理における開発方式 

 ＡＩＰＮシステムにおける、オンライン処理の開発方式は、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシス

テム（「２．２．２（１）Ｊ－ＰｌａｔＰａｔの（ｄ）」）と同様。 

 

（ｅ）オンライン処理におけるアプリケーションと翻訳エンジンの連携方式 

 ＡＩＰＮシステムにおける、オンライン処理のアプリケーションと翻訳エンジンの連

携方式についての概要を図２．２．２－３－ｅ－１に示す。 
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２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

【ＡＩＰＮ向け翻訳サービス】 

 海外特許庁の三極特許庁（日本、米国、ＥＰ以外）以外向けに日本の公報を英語に翻訳

して提供するサービスのソフトウェア全体配置イメージを図２．２．２－３－ｅ－１に示

す。 

 

図２．２．２－３－ｅ－１ ＡＩＰＮ向け翻訳サービスソフトウェア配置イメージ 
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２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

【ＡＩＰＮ向け包袋情報翻訳サービス】 

 海外特許庁の三極特許庁（日本、米国、ＥＰ以外）以外向けに日本の包袋情報を英語に

翻訳して提供するサービスのソフトウェア全体配置イメージを図２．２．２－３－ｅ－２

に示す。 

 

図２．２．２－３－ｅ－２ ＡＩＰＮ向け包袋情報翻訳サービスソフトウェア配置イメージ 
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２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

【三極向け翻訳サービス】 

 海外特許庁の三極特許庁向けに文献番号で照会した日本の公報を英語に翻訳して提供す

るサービスのソフトウェア全体配置イメージを図２．２．２－３－ｅ－３に示す。 

 

図２．２．２－３－ｅ－３ 三極向け翻訳サービスソフトウェア配置イメージ 
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２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

【三極向け包袋情報翻訳サービス】 

 海外特許庁の三極特許庁向けに日本の包袋情報を英語に翻訳して提供するサービスのソ

フトウェア全体配置イメージを図２．２．２－３－ｅ－４に示す。 

図２．２．２－３－ｅ－４ 三極向け包袋情報翻訳サービスソフトウェア配置イメージ 
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２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

【三極向けテキスト／ＵＲＬ翻訳サービス】 

 海外特許庁の三極特許庁向けに指定したテキスト又は指定ＵＲＬを英語に翻訳するサー

ビスのソフトウェア全体配置イメージを図２．２．２－３－ｅ－５に示す。 

 

図２．２．２－３－ｅ－５ 三極向けテキスト翻訳サービスソフトウェア配置イメージ 

 

 ユーザから指定されたテキストやＵＲＬ指定のホームページを翻訳して、結果をユーザ

に返却するサービスであり、翻訳エンジンの機能でテキスト内容を日本語→英語、又は英

語→日本語に翻訳して結果を応答する。 

  

海外翻訳サーバ 

Apache Web Server 翻訳ソフト 

（The 翻訳） 

Tomcat 

サービス毎
Application(Java) 



 

57 
 

２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

【アプリケーションと翻訳エンジンの連携】 

 ＡＩＰＮシステムにおいて、翻訳対象によりアプリケーションと翻訳エンジンとの連携

方式が異なる。 

 以下に文献翻訳と包袋翻訳の各連携方式について記載する。 

 

 ＡＩＰＮシステムの公報翻訳（ＡＩＰＮ向け翻訳サービス、三極向け翻訳サービス）で

は、アプリケーションにて取得・編集した日本語公報文献を翻訳エンジンに引き継ぎ、翻

訳を行っている。アプリケーションと翻訳エンジンの連携を図２．２．２－３－ｅ－６、

表２．２．２－３－ｅ－１に示す。 

 

 
図２．２．２－３－ｅ－６ ＡＩＰＮシステムの公報翻訳におけるアプリケーションと 

翻訳エンジンの連携 
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２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

表２．２．２－３－ｅ－１ ＡＩＰＮシステムの公報翻訳におけるアプリケーションと 

翻訳エンジンの連携の処理フロー 

＃ 処理フロー 処理内容 

１ 詳細画面表示要求 ブラウザからサーバへの文献の詳細画面表

示要求 

２ 画面情報作成 文献のテキストを取得して、詳細表示画面を

作成する 

３ ＨＴＭＬファイル出力 サーブレットフィルタでＨＴＴＰレスポン

スから画面情報を取得し、ＨＴＭＬファイル

を出力する 

４ ＨＴＴＰレスポンス 翻訳エンジンを呼び出すリダイレクトに書

き換える 

５ リダイレクト要求 リダイレクトで翻訳エンジンへリクエスト

を行う 

６ ＨＴＭＬファイル取得要求 上記３のＨＴＭＬファイルを取得するリク

エストを行う 

７ 翻訳結果応答 翻訳エンジンが取得したＨＴＭＬファイル

を翻訳して翻訳結果を応答する 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

 ＡＩＰＮシステムの包袋情報翻訳（ＡＩＰＮ向け包袋情報翻訳サービス、三極向け包袋

情報翻訳サービス）では、アプリケーションにて取得・編集した日本語包袋書類を翻訳エ

ンジンに引き継ぎ、翻訳を行っている。アプリケーションと翻訳エンジンの連携を図２．

２．２－３－ｅ－７、表２．２．２－３－ｅ－２に示す。 

 

 

図２．２．２－３－ｅ－７ ＡＩＰＮシステムの包袋翻訳におけるアプリケーションと 

翻訳エンジンの連携 

  

ＡＩＰＮシステム（海外翻訳サーバ） 

ブ

ラ
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①詳細画面表示要求 

②画面情報作成 

④リダイレクト要求 
⑤ＨＴＭＬファイル

取得要求 

⑥翻訳結果応答 

サーブレット 

フィルタ処理 

ファイル

アクセス

用アクシ

ョン処理 

③ＨＴＴＰレスポンス 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

 

表２．２．２－３－ｅ－２ ＡＩＰＮシステムの包袋翻訳におけるアプリケーションと 

翻訳エンジンの連携の処理フロー 

＃ 処理フロー 処理内容 

１ 詳細画面表示要求 ブラウザからサーバへの書類の詳細画面表示

要求 

２ 画面情報作成 取得要求に該当する国内の包袋を特許庁内シ

ステムから取得し、取得したＨＴＭＬファイル

をキャッシュに格納する 

３ ＨＴＴＰレスポンス 翻訳エンジンのＵＲＬとＨＴＭＬファイルパ

スを設定したＨＴＭＬファイルを応答する 

４ リダイレクト要求 上記３に埋め込まれたパスのＵＲＬにて、翻訳

エンジンへリクエストを行う 

５ ＨＴＭＬファイル取得要求 上記４に該当するＨＴＭＬファイルを取得し、

翻訳前処理にて文言の置換を行う 

６ 翻訳結果応答 翻訳エンジンが取得したＨＴＭＬファイルを

翻訳して翻訳結果を応答する 

 

【翻訳前処理】 

 ＡＩＰＮシステムにて実施している翻訳前処理の内容と目的を表２．２．２－３－ｅ－

３に示す。 

 

表２．２．２－３－ｅ－３ 機能概要 

＃ 処理内容 実施理由 

１ 文献整形処理 改行コード統一処理 翻訳エンジンの特性に合わせて、改行コード

等の統一を行う 

２ 公報翻訳前整形処理 ・翻訳エンジンの辞書登録での訳出が困難な

場合があるため、固定の文字列マッチングで

訳出置き換えを行う 

・翻訳後の表示を整えるために整形を行う

（タグの置き換え、削除、挿入等） 

包袋翻訳前整形処理 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

① 改行コード統一処理 

翻訳エンジンの特性に合わせて、行っている改行コード等の統一処理を表２．２．２

－３－ｅ－４に示す。 

1. 本文内の改行タグ（<BR>,<BR/>,<br>,<br/>）を除去する。 

（翻訳エンジンの特性として<BR>タグまでを１文とすることから文途中の<BR>タ

グによる誤訳対策のため） 

2. 本文内のＳＧＭＬタグをＨＴＭＬタグに変換する。 

 

表２．２．２－３－ｅ－４ ＨＴＭＬタグの変換一覧 

＃ 変換前 変換後 

１ <SUP-SCRIPT> <SUP> 

２ <SUB-SCRIPT> <SUB> 

３ <SP> <SUP> 

４ <SB> <SUB> 

５ <UNDER-LINE> <U> 

６ <BAIKAKU> <FONT SIZE=+2> 

７ <BAI> <FONT SIZE=+2> 

８ <HAN> <FONT SIZE=-2> 

９ 本文内の改行タグ

（\r\n,\n,<BR>,<br>） 
<br/> 

 

② 公報翻訳前整形処理 

公報の翻訳前処理を表２．２．２－３－ｅ－５に示す。 

 

表２．２．２－３－ｅ－５ ＨＴＭＬタグの変換一覧 

＃ 変換前 変換後 

１ 【訂正明細書】有 [Revised specification] Presence 

２ タグ中のスペースを取り除いて 

“【結論】”になる文言 

例）【結論】、【結△論】、【△結△論△】 

[Conclusion] 

３ タグ中のスペースを取り除いて 

“【理由】”になる文言 

例）【理由】、【理△由】、【△理△由△】 

[Reason] 

４ 【管理番号】 <br/><br/>【管理番号】 

  



 

62 
 

２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

③ 包袋翻訳前整形処理 

包袋の翻訳前処理については、「別紙２．２．２－２－ｅ－１」参照。 

 

【翻訳エラー処理】 

 ＡＩＰＮシステムの翻訳エンジンは、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムと共用であるため、

Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの記載（「２．２．２（１）Ｊ－ＰｌａｔＰａｔの（ｅ）」）参

照。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

（ｆ）使用している翻訳エンジンの特徴 

 ＡＩＰＮシステムの翻訳エンジンは、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムと共用であるため、

Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムの記載（「２．２．２（１）Ｊ－ＰｌａｔＰａｔの（ｆ）」）

参照。 

 

 翻訳エンジンの翻訳辞書については、「別紙２．２．２－３－ｆ－１」参照。 

 

 翻訳エンジンの機能におけるＨＴＭＬタグの翻訳時設定については、「別紙２．２．

２－３－ｆ－２」参照。 

 

 ＡＩＰＮシステムでは翻訳時に使用する専門用語辞書を選択することで参照順序の変

更が可能である。詳細については、「別紙２．２．２－３－ｆ－３」参照。 

 

【翻訳エンジンの環境設定】 

 ＡＩＰＮシステムの機械翻訳にて設定している翻訳エンジンの設定を表２．２．２－

３－ｆ－１に示す。 

 

表２．２．２－３－ｆ－１ ＡＩＰＮシステムの機械翻訳における翻訳エンジンの設定 

＃ 項目 設定値（※） 

１ プロセス数 ＡＩＰＮ向け翻訳サービス：12 プロセス（1サーバ） 

× 2 サーバ 

AIPN 向け包袋情報翻訳サービス：30 プロセス（1サーバ）

× 2サーバ 

三極向け翻訳サービス：16 プロセス（1サーバ） 

× 2 サーバ 

三極向け包袋情報翻訳サービス：10 プロセス（1サーバ） 

× 2 サーバ 

三極向けテキスト／ＵＲＬ翻訳サービス： 

4 プロセス（1サーバ） 

× 2 サーバ 

２ 分割翻訳の分割個数 100 個 

３ 分割翻訳の分割用 

キーワード 
<BR><BR/><br><br/> 

４ 翻訳範囲限定タグ <HONYAKU>と</HONYAKU> 

５ 翻訳タイムアウト 900 秒 

※ ２０１６年４月３０日時点の設定値 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

 

（４）中韓文献翻訳・検索システム 

（ａ）機能概要 

 中韓文献翻訳・検索システムの機械翻訳に係る機能の概要を表２．２．２－４－ａ－

１に示す。 

 

表２．２．２－４－ａ－１ 機能概要 

＃ 業務名 区分 機能名 機能概要 

１ 文献借用業務 バッチ 媒体様式チェック処理 受領した媒体のディレクト

リ・ファイル名のチェック

を行う 

ロット転送 媒体における文献をロット

単位にアーカイブし転送を

行う 

２ 機械翻訳業務 文献様式チェック処理 ロット転送後のアーカイブ

に対し文献単位でスキーマ

チェックを実施 

３ 機械翻訳処理 文献単位で機械翻訳を実施 

（翻訳のための前処理を機

械翻訳前に実施） 

４ 文献成型業務 文献成型処理 原文及び翻訳文について、

タグ変換等の文献成型を実

施 

５ 文献提供業務 外部提供処理 中韓検索サブシステムにて

検索・照会可能となった文

献に対し、翻訳文をアーカ

イブ化し、納品を行う 

６ 訳質向上業務 未知語集計 機械翻訳にて出力された未

知語のログを集計する 

７ 誤訳集計 誤訳報告画面にて報告され

た誤訳報告を集計する 

８ リアルタイム

翻訳 

オンライン リアルタイム翻訳処理 画面からの対象の文をリア

ルタイムで翻訳する 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

（ｂ）バッチ処理における開発方式 

 中韓文献翻訳・検索システムにおける、バッチ処理の開発方式を表２．２．２－４－

ｂ－１に示す。 

 

表２．２．２－４－ｂ－１ バッチ処理における開発方式 

＃ 項目 内容 備考 

１ 開発言語 Ｊａｖａ - 

２ 使用フレームワーク Ｓｐｒｉｎｇ - 

３ データ処理方式 ロット 文献借用については、受領したデータを

公報種別毎でロット管理する 

文献による分散

並列処理 

機械翻訳・文献成型・文献提供について

は、文献単位で分散、並列処理を行う 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

（ｃ）バッチ処理におけるアプリケーションと翻訳エンジンの連携方式 

 中韓文献翻訳・検索システムにおける、バッチ処理におけるアプリケーションと翻訳

エンジンの連携方式についての概要を図２．２．２－４－ｃ－１に示す。 

 

図２．２．２－４－ｃ－１ バッチ処理におけるアプリケーション・翻訳エンジンの連携

方式 

 

 バッチ処理サーバのバッチ処理プログラムを起動し、バッチ管理サーバのプログラムへ

ｈｔｔｐにて機械翻訳処理対象や文献成型処理対象の問合せを行うと、バッチ管理サーバ

が文献単位での応答を行う。機械翻訳の場合は、その後、文献による前処理を行ったＸＭ

ＬとＩＰＣによる辞書の特定（４分野）を行い、その情報を翻訳ラッパに渡す。翻訳ラッ

パは、翻訳サーバへｈｔｔｐ通信を行い、機械翻訳結果を取得する。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

【翻訳前編集】 

 中韓文献翻訳・検索システムにて実施している翻訳前編集の内容と目的を表２．２．２

－４－ｃ－１に示す。 

 

表２．２．２－４－ｃ－１ 翻訳前編集内容 

＃ 処理内容 実施理由 

１ 原文の文献様式のパースチェック 原文ファイルの様式が違う場合、翻訳を

実施できないため 

２ 改ページタグの削除 改ページタグを削除することで、ページ

前後に切れた文書の形態素解析の誤り

による翻訳品質の劣化を防止するため 

３ 段落要素、請求項タグ内の全ての改行タ

グを除去し、行頭・行末の連続した半角

スペース、タブを除去して行を連結する

改行タグ以外のタグはそのまま残す 

改行タグを削除し、連続した文とするこ

とで、改行タグ前後に切れた文書の形態

素解析の誤りによる翻訳品質の劣化を

防止するため 

４ 別紙に示す項目を翻訳除外に設定する 

「別紙２．２．２－４－ｃ－１」 

誤訳による伝達漏れを防止するため 

５ 実体ファイルの無いイメージリンクタ

グのダミー属性付与 

画面表示時のリンクエラー防止のため 

 

【翻訳後編集】 

 中韓文献翻訳・検索システムにて実施している翻訳後編集の内容と目的を表２．２．２

－４－ｃ－２に示す。 

 

表２．２．２－４－ｃ－２ 翻訳後編集内容 

＃ 処理内容 実施理由 

１ 原文のタグ名（ＳＧＭＬ又はＸＭＬのタ

グ）をＨＴＭＬ５のタグに変換 

画面表示性能向上のため 

２ 重複項目について特許庁指定のタグに

非表示属性を付与 

重複する内容を表示することによる表

示量増加防止のため 

  



 

68 
 

２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

【翻訳エラー処理】 

 中韓文献翻訳・検索システムにて実施しているエラー処理の内容と目的を表２．２．２

－４－ｃ－３に示す。 

 

表２．２．２－４－ｃ－３ 翻訳エラー処理 

＃ エラー項目 処理内容 実施理由 

１ タイムアウトエラー 以下タイムアウトに従い翻訳処

理の打ち切りを行う 

・文タイムアウト値 

・文書タイムアウト値 

翻訳時間の長大化に

よる週次蓄積の遅れ

を防止するため 

２ 未知語エラー 翻訳結果を原語のままとして、未

知語ログに未知語及び対象の文

を出力する 

※韓国については、ハングルを音

に変換してカタカナ出力するた

め、未知語出力は発生しない 

訳質向上業務にて訳

付け等に使用するた

め 

 

（ｄ）オンライン処理における開発方式 

 中韓文献翻訳・検索システムにおける、オンライン処理の開発方式を表２．２．２－

４－ｄ－１に示す。 

 

表２．２．２－４－ｄ－１ オンライン処理における開発方式 

＃ 項目 内容 備考 

１ 開発言語 Ｊａｖａ - 

２ 使用フレームワーク Ｓｐｒｉｎｇ - 

３ データ処理方式 文単位 リアルタイム翻訳における翻訳エン

ジンへの翻訳対象は文単位となる 

 

（ｅ）オンライン処理におけるアプリケーションと翻訳エンジンの連携方式 

 中韓文献翻訳・検索システムにおける、オンライン処理におけるアプリケーションと

翻訳エンジンの連携方式についての概要を図２．２．２－４－ｅ－１に示す。 



 

69 
 

２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

 

図２．２．２－４－ｅ－１ オンライン処理におけるアプリケーション・翻訳エンジンの

連携方式 

 

（ｆ）使用している翻訳エンジンの特徴 

 中韓文献翻訳・検索システムにて使用している翻訳エンジンの特徴を表２．２．２－

４－ｆ－１に示す。 

 

表２．２．２－４－ｆ－１ 翻訳エンジンの特徴 

＃ 項目 内容※ 

１ 名称 ＷＥＢ－Ｔｒａｎｓｅｒ＠ＳＤＫ 

（株）クロスランゲージ社製 

２ 翻訳方式 ＲＢＭＴ（ルールベース） 

３ 処理方式 プロセス（サービス起動） 

４ アプリケーション 

連携 

ｈｔｔｐプロトコル（ＳＯＡＰ） 

ＸＭＬ文書翻訳 

５ 辞書数（中国） システム辞書 

 基本語辞書 ：478,960 語 

 化学専門語辞書 ：46,508 語 

 コンピュータ専門語辞書 ：49,914 語 

 電気電子専門語辞書 ：74,023 語 

 機械工学専門語辞書 ：20,553 語 

 医療医学専門語辞書 ：45,666 語 

ユーザ辞書 

 
ＡＰサーバ 

オンライン処理 

プログラム 
翻訳ラッパ(jar) 

WSDL 

Java 

リアルタイム翻訳サーバ 

http 

(soap) 

翻訳エンジン 

t
o
mc
at 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．２．機械翻訳の機能 

 基本語辞書 ：4,547 語 

 専門語辞書(化学) ：1,802,494 語 

 専門語辞書(電気) ：1,802,003 語 

 専門語辞書(機械) ：1,800,642 語 

 専門語辞書(物理) ：1,799,733 語 

 専門語辞書(その他分野) ：1,806,880 語 

６ 翻訳メモリ数（中国） システム翻訳メモリ 

 特許基本 ：27,752 文 

ユーザ翻訳メモリ 

 完全一致 ：15,869 文 

 文型一致 ：8,606 文 

 部分完全一致 ：34文 

 部分文型一致 ：3,255 文 

７ 辞書数（韓国） システム辞書 

 基本語辞書 ：266,263 語 

 化学専門語辞書 ：73,241 語 

 コンピュータ専門語辞書 ：61,257 語 

 電気電子専門語辞書 ：54,502 語 

 機械工学専門語辞書 ：54,577 語 

 医療医学専門語辞書 ：72,973 語 

ユーザ辞書 

 専門語辞書(化学) ：14,349 語 

 専門語辞書(電気) ：14,349 語 

 専門語辞書(機械) ：14,349 語 

 専門語辞書(物理) ：14,349 語 

 専門語辞書(その他分野) ：14,349 語 

８ 翻訳メモリ数（韓国） ユーザ翻訳メモリ 

 完全一致 ：1,155 文 

※各辞書の収録数は、２０１６年４月３０日時点の収録数である 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

２．２．３．性能 

 性能では、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ、ＯＰＤ、ＡＩＰＮ、中韓文献翻訳・検索システムそれ

ぞれについて、以下に示す調査項目ごとの調査結果を述べる。 

 

＜調査項目＞ 

（１） 性能取得対象 

（２） 性能取得モデル 

（３） 測定結果 

（４） 性能拡張方法 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

（１）Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ 

（ａ）性能取得対象 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムにて機械翻訳に係る機能及び性能取得対象の有無を表２．

２．３－１－ａ－１に示す。 

 

表２．２．３－１－ａ－１ 性能取得対象選定 

＃ 区分 機能名 
性能取得 

対象 
備考 

１ オンライン リアルタイム 

翻訳処理 ○ 

翻訳要求から翻訳終了までの時間を

測定（文献データを取得する時間は含

まない） 

 

（ｂ）性能取得モデル 

 性能取得モデルを表２．２．３－１－ｂ－１に示す。 

 

表２．２．３－１－ｂ－１ 性能取得モデル 

＃ 区分 対象機能 項目 値 

１ オンライン 

 

リアルタイム翻訳

処理（※１） 

平均翻訳サイズ

（byte）（※２） 
35,366 

２ １文献あたりの 

平均文数 
207 

３ １文あたりの 

平均文字数 
69.1 

４ 翻訳プロセス数 60 

５ １文献あたりの 

平均分割数（※３） 
18 

６ サーバスペック ２．２．１（１）（ｂ）

ハードウェア構成参照 

※１：対象文献は特実、意匠、審判を含む。（「２．２．１（１）Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ」の

（ｄ）表２．２．１－１－ｄ－１参照） 

※２：翻訳対象はＨＴＭＬ形式であり、翻訳対象外となる箇所（ｈｅａｄタグ等）を含ん

だサイズ。 

※３：１文献の翻訳に係る分割数の平均。機械翻訳では、文献の分割単位で翻訳プロセス

を割り当てて翻訳を行う（「２．２．２（１）（ｆ） 使用している翻訳エンジンの

特徴」参照）。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

 上記モデルに対して、一定期間を対象に測定する項目を表２．２．３－１－ｂ－２に示

す。 

 

表２．２．３－１－ｂ－２ 性能取得項目 

＃ 性能取得項目 説明 

１ トランザクション

数 

「１トランザクション＝１文献の翻訳要求」と定義し、1時間

あたりの平均トランザクション数、並びに、１秒あたりの最

大トランザクション数を測定。 

２ 平均処理時間 トランザクション処理時間の平均値を測定。 

３ 平均同時要求数 トランザクションの同時実行数の平均値を測定。（※１） 

４ 要求時の利用率

（※２） 

翻訳要求に対してプロセスがどの程度利用されているかを、

以下の式に従い算出。 

・１文献あたりの平均分割数 × 平均同時要求数 

÷ 翻訳プロセス数 

※１：各トランザクション実行時における、自身を含めた実行中のトランザクションの数

を計測する。例として、下図のようなトランザクションの流れを想定した場合、平均

同時要求数は、（１＋２＋１＋２＋３）÷５＝１．８となる。 

 

 平均同時要求数が１に近ければ、各トランザクションは単独で実行されている状態

に近くなる。 

※２：本項目は起動している翻訳プロセスの稼動状況を示しており、翻訳要求数に対する

翻訳プロセス数の妥当性を示している。 

翻訳プロセスの利用率が１以下であれば、現在の要求量に対して翻訳プロセス数が充

足していることになる。この翻訳プロセス数が充足している状態にて、翻訳処理時間

の向上を検討する際には、文献の分割処理にて１文献あたりの分割数を増やすことに

よって割り当てられる翻訳プロセス数を上げる、ないしは、ＣＰＵ性能を上げる対策

が考えられる。 

時刻

トランザクションA

トランザクションB

トランザクションC

トランザクションD

トランザクションE

同時要求数→ 1 2 1 2 3
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

利用率が１より大きい場合、翻訳プロセスの空き待ちが発生している状態であるため、

翻訳プロセスの起動数を増やすことで翻訳処理時間の向上が期待できる。 

 

（ｃ）測定結果 

 ２０１６年３月１日～２０１６年４月３０日における平日を測定期間として、取得し

た測定結果を表２．２．３－１－ｃ－１に示す。 

 

表２．２．３－１－ｃ－１ 測定結果 

時間帯 
トランザクション数 平均処理時間 

[秒] 

平均同時 

要求数 

要求時の

利用率 Tr/h の平均 Tr/s の最大 

0 時 185.0 4 7.894 1.258 0.368 

1 時 165.7 3 8.261 1.224 0.358 

2 時 161.6 3 8.162 1.207 0.353 

3 時 156.7 3 8.531 1.210 0.354 

4 時 154.1 4 8.494 1.209 0.354 

5 時 149.3 3 8.655 1.200 0.351 

6 時 136.3 4 9.189 1.178 0.345 

7 時 136.4 4 9.122 1.182 0.346 

8 時 138.8 3 8.878 1.188 0.348 

9 時 178.6 3 7.474 1.244 0.364 

10 時 224.3 4 7.029 1.324 0.388 

11 時 236.2 3 7.147 1.354 0.396 

12 時 186.7 3 7.737 1.281 0.375 

13 時 233.8 3 7.393 1.367 0.400 

14 時 275.5 5 6.957 1.428 0.418 

15 時 303.9 3 6.606 1.451 0.425 

16 時 300.8 3 6.612 1.458 0.427 

17 時 296.4 4 6.615 1.448 0.424 

18 時 255.4 3 7.116 1.395 0.409 

19 時 220.3 4 7.397 1.331 0.390 

20 時 199.2 3 7.536 1.279 0.374 

21 時 190.2 3 7.638 1.259 0.369 

22 時 192.0 3 7.524 1.259 0.369 

23 時 191.0 3 7.343 1.246 0.365 

 トランザクション数は１０時～１９時で高い傾向にあり、平均同時要求数で見てもそ
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

の時間帯が高い傾向にある。 

 利用率が１未満であるため、翻訳処理時間の向上には、１文献あたりの分割数を増や

す、ないしは、ＣＰＵ性能を上げる対策が有効であると考えられる。 

 

（ｄ）性能拡張方法 

 トランザクション量、翻訳サイズ、及び、処理時間に関する観点から、性能拡張方法

を表２．２．３－１－ｄ－１に示す。 

 

表２．２．３－１－ｄ－１ 性能拡張方法 

＃ 観点 性能拡張方法 

１ トランザクション量

増大に対する対応 

増大によって利用率が１を超える場合、翻訳プロセス数の設定

値を上げ、起動する翻訳プロセス数を増やす。 

２ 翻訳サイズ増大に対

する対応 

増大によって利用率が１を超える場合、翻訳プロセス数の設定

値を上げ、起動する翻訳プロセス数を増やす。 

３ 処理時間向上に対す

る対応 

 １文献あたりの分割数を増やすことにより、１文献あたりの

翻訳処理に割り当てられる翻訳プロセス数を増やす。 

 ＣＰＵ性能を上げる。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

（２）ＯＰＤ 

（ａ）性能取得対象 

 ＯＰＤシステムにて機械翻訳に係る機能及び性能取得対象の有無を表２．２．３－２

－ａ－１に示す。 

 

表２．２．３－２－ａ－１ 性能取得対象選定 

＃ 区分 機能名 
性能取得 

対象 
備考 

１ オンライン リアルタイム 

翻訳処理 ○ 

翻訳要求から翻訳終了までの時間を

測定（文献データを取得する時間は含

まない） 

 

（ｂ）性能取得モデル 

 性能取得モデルを表２．２．３－２－ｂ－１に示す。 

 

表２．２．３－２－ｂ－１ 性能取得モデル 

＃ 区分 対象機能 項目 値 

１ オンライン 

 

リアルタイム

翻訳処理 

平均翻訳サイズ

（byte） 

（※１） 

書類一覧 8,566 

基本項目 5,885 

書類実体 12,022 

全体 7,837 

２ １文献あたりの 

平均文数 

書類一覧 16.4 

基本項目 37.5 

書類実体 69.0 

３ １文あたりの 

平均文字数 

書類一覧 16.9 

基本項目 11.3 

書類実体 66.4 

４ 翻訳プロセス数 12 

５ １文献あたりの 

平均分割数（※２） 

8 

６ サーバスペック ２．２．１（２）（ｂ）

ハードウェア構成参

照 

※１：翻訳対象はＨＴＭＬであるため、実際には翻訳されない箇所（ｈｅａｄタグ等）も

含まれる。 

   基本項目は、ＸＭＬ書類管理サーバから取得する包袋情報に含まれ、書類実体と同
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

様に書類一覧上にリンクされるものである。ＯＰＤシステムの機械翻訳に係る性能

を取得する上では、基本項目も書類一覧と同様のトランザクションが発生するため、

書類実体と区別して評価対象とする。 

※２：１文献の翻訳に係る分割数の平均。機械翻訳では、文献の分割単位で翻訳プロセス

を割り当てて翻訳を行う（「２．２．２（１）（ｆ） 使用している翻訳エンジンの

特徴」参照）。 

 

 上記モデルに対して、一定期間を対象に性能を取得する。測定項目は、Ｊ－ＰｌａｔＰ

ａｔシステムと同様である（「表２．２．３－１－ｂ－２」参照）。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

（ｃ）測定結果 

 ２０１６年３月１日～２０１６年４月３０日における平日を測定期間として、取得し

た測定結果を表２．２．３－２－ｃ－１に示す。 

 

表２．２．３－２－ｃ－１ 測定結果（全体） 

時間帯 
トランザクション数 平均処理時間 

[秒] 

平均同時 

要求数 

要求時の

利用率 Tr/h の平均 Tr/s の最大 

0 時 365.2 6 1.439 1.239 0.809 

1 時 343.6 7 1.476 1.219 0.795 

2 時 303.4 5 1.512 1.218 0.795 

3 時 296.5 6 1.420 1.252 0.817 

4 時 231.7 6 1.421 1.230 0.803 

5 時 243.7 5 1.318 1.215 0.793 

6 時 234.7 5 1.258 1.198 0.782 

7 時 212.8 5 1.312 1.187 0.775 

8 時 256.4 5 1.149 1.150 0.751 

9 時 581.7 6 1.176 1.239 0.809 

10 時 886.1 7 1.310 1.346 0.879 

11 時 808.7 6 1.436 1.342 0.876 

12 時 535.9 6 1.368 1.254 0.819 

13 時 583.2 6 1.215 1.231 0.803 

14 時 623.9 6 1.260 1.265 0.826 

15 時 780.1 6 1.390 1.344 0.878 

16 時 832.5 7 1.392 1.359 0.887 

17 時 818.9 6 1.445 1.353 0.883 

18 時 609.0 6 1.486 1.299 0.848 

19 時 468.1 7 1.456 1.231 0.803 

20 時 434.8 6 1.519 1.211 0.790 

21 時 438.5 6 1.456 1.213 0.792 

22 時 462.8 6 1.465 1.243 0.811 

23 時 442.6 6 1.411 1.263 0.825 

 トランザクション数は９時～１８時で高い傾向にあり、平均同時要求数で見てもその

時間帯が高い傾向にある。 

 利用率が１未満であるため、処理時間を向上するためには、文献に対する分割を細か

くする、ないしは、ＣＰＵ性能を上げる対応が有効であると考えられる。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

 

 以下では、翻訳要求の種類毎の測定結果を表２．２．３－２－ｃ－２、表２．２．３－

２－ｃ－３、表２．２．３－２－ｃ－４に示す。翻訳要求の種類は、書類一覧、基本項目、

書類実体の３種類である。（要求時の利用率については、翻訳要求の種類毎に算出するのは

困難であるため省略する） 

 

表２．２．３－２－ｃ－２ 測定結果（書類一覧） 

時間帯 
トランザクション数 平均処理時間 

[秒] 

平均同時 

要求数 Tr/h の平均 Tr/s の最大 

0 時 157.4 4 0.742 1.091 

1 時 148.5 3 0.861 1.082 

2 時 133.7 3 0.916 1.097 

3 時 132.2 3 0.893 1.112 

4 時 105.9 3 0.924 1.103 

5 時 112.4 3 0.798 1.108 

6 時 109.3 3 0.770 1.093 

7 時 101.1 3 0.878 1.081 

8 時 120.5 3 0.690 1.064 

9 時 266.3 4 0.618 1.077 

10 時 388.2 4 0.602 1.089 

11 時 346.2 4 0.644 1.084 

12 時 235.9 3 0.691 1.073 

13 時 261.3 4 0.672 1.078 

14 時 280.1 4 0.633 1.080 

15 時 336.2 4 0.627 1.090 

16 時 358.2 4 0.611 1.087 

17 時 346.2 4 0.613 1.081 

18 時 255.4 4 0.671 1.076 

19 時 195.9 4 0.731 1.064 

20 時 185.6 4 0.756 1.063 

21 時 187.5 4 0.763 1.060 

22 時 196.0 3 0.726 1.069 

23 時 190.7 3 0.736 1.086 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

 

表２．２．３－２－ｃ－３ 測定結果（基本項目） 

時間帯 
トランザクション数 平均処理時間 

[秒] 

平均同時 

要求数 Tr/h の平均 Tr/s の最大 

0 時 157.4 5 1.337 1.142 

1 時 148.5 4 1.334 1.135 

2 時 133.7 3 1.389 1.141 

3 時 132.2 3 1.404 1.167 

4 時 105.9 3 1.458 1.158 

5 時 112.4 3 1.430 1.162 

6 時 109.3 3 1.399 1.136 

7 時 101.1 3 1.467 1.130 

8 時 120.6 3 1.312 1.102 

9 時 266.2 4 1.205 1.135 

10 時 388.0 4 1.185 1.168 

11 時 346.2 4 1.211 1.157 

12 時 235.9 3 1.215 1.129 

13 時 261.2 3 1.159 1.135 

14 時 280.2 4 1.196 1.138 

15 時 336.1 4 1.238 1.165 

16 時 358.2 4 1.227 1.165 

17 時 346.1 4 1.206 1.150 

18 時 255.5 3 1.235 1.135 

19 時 195.9 4 1.237 1.111 

20 時 185.6 3 1.251 1.105 

21 時 187.4 4 1.273 1.111 

22 時 196.0 3 1.281 1.121 

23 時 190.7 3 1.321 1.143 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

表２．２．３－２－ｃ－４ 測定結果（書類実体） 

時間帯 
トランザクション数 平均処理時間 

[秒] 

平均同時 

要求数 Tr/h の平均 Tr/s の最大 

0 時 50.4 3 3.935 1.125 

1 時 46.5 3 3.895 1.118 

2 時 35.9 3 4.192 1.089 

3 時 32.1 3 3.655 1.108 

4 時 20.0 2 3.854 1.104 

5 時 18.9 3 3.744 1.090 

6 時 16.1 3 3.621 1.147 

7 時 10.5 2 3.989 1.083 

8 時 15.3 2 3.484 1.047 

9 時 49.3 3 4.039 1.096 

10 時 110.0 4 4.246 1.138 

11 時 116.3 4 4.461 1.154 

12 時 64.0 3 4.428 1.115 

13 時 60.8 3 3.789 1.068 

14 時 63.5 3 4.313 1.111 

15 時 107.8 3 4.244 1.157 

16 時 116.1 3 4.313 1.161 

17 時 126.6 3 4.371 1.173 

18 時 98.1 3 4.259 1.162 

19 時 76.3 3 3.883 1.124 

20 時 63.7 3 4.529 1.126 

21 時 63.7 3 4.037 1.136 

22 時 70.8 3 4.016 1.144 

23 時 61.1 3 3.794 1.146 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

 

（ｄ）性能拡張方法 

 トランザクション量、翻訳サイズ、及び、処理時間に関する観点から、性能拡張方法を

表２．２．３－２－ｄ－１に示す。 

 

表２．２．３－２－ｄ－１ 性能拡張方法 

＃ 観点 性能拡張方法 

１ トランザクション量

増大に対する対応 

増大によって利用率が１を超える場合、翻訳プロセス数の設定

値を上げ、起動する翻訳プロセス数を増やす 

２ 翻訳サイズ増大に対

する対応 

増大によって利用率が１を超える場合、翻訳プロセス数の設定

値を上げ、起動する翻訳プロセス数を増やす 

３ 処理時間向上に対す

る対応 

 １文献に割り当てるプロセス数を増やすため、文献に対する

分割を細かくする 

 ＣＰＵ性能を上げる 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

（３）ＡＩＰＮ 

（ａ）性能取得対象 

 ＡＩＰＮシステムにて機械翻訳に係る機能及び性能取得対象の有無を表２．２．３－

３－ａ－１に示す。 

 

表２．２．３－３－ａ－１ 性能取得対象選定 

＃ 区分 機能名 
性能取得 

対象 
備考 

１ オンライン リアルタイム 

翻訳処理 ○ 

翻訳要求から翻訳終了までの時間を

測定（文献データを取得する時間は含

まない） 

 

（ｂ）性能取得モデル 

 性能取得モデルを表２．２．３－３－ｂ－１に示す。 

表２．２．３－３－ｂ－１ 性能取得モデル 

＃ 区分 対象機能 項目 値 

１ 三極向け翻

訳サービス 

リアルタイム

翻訳処理 

平均翻訳サイズ 

（byte）（※１） 
99,972 

２ １文献あたりの平均文数 940 

３ １文あたりの平均文字数 61.3 

４ 翻訳プロセス数 16 

５ １文献あたりの 

平均分割数（※２） 
24 

６ サーバスペック ２．２．１（３）（ｂ）

ハードウェア構成

参照 

７ 三極向け包

袋情報翻訳

サービス 

リアルタイム

翻訳処理 

平均翻訳サイズ 

（byte）（※１) 
14,429 

８ １文献あたりの平均文数 64.5 

９ １文あたりの平均文字数 87.1 

10 翻訳プロセス数 10 

11 １文献あたりの 

平均分割数（※２） 
20 

12 サーバスペック ２．２．１（３）（ｂ）

ハードウェア構成

参照 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

13 三極向けテ

キスト／Ｕ

ＲＬ翻訳 

リアルタイム

翻訳処理 

平均翻訳サイズ 

（byte）（※１) 
1,995 

14 翻訳プロセス数 4 

15 １要求あたりの 

平均分割数（※２） 
1 

16 サーバスペック ２．２．１（３）（ｂ）

ハードウェア構成

参照 

17 ＡＩＰＮ向

け翻訳サー

ビス 

リアルタイム

翻訳処理 

 

平均翻訳サイズ 

（byte）（※１） 
93,037 

18 １文献あたりの平均文数 536 

19 １文あたりの平均文字数 74.9 

20 翻訳プロセス数 12 

21 １文献あたりの 

平均分割数（※２) 
22 

22 サーバスペック ２．２．１（３）（ｂ）

ハードウェア構成

参照 

23 ＡＩＰＮ向

け包袋情報

翻訳サービ

ス 

リアルタイム

翻訳処理 

平均翻訳サイズ 

（byte）（※１） 
11,274 

24 １文献あたりの平均文数 67.5 

25 １文あたりの平均文字数 70 

26 翻訳プロセス数 30 

27 １文献あたりの 

平均分割数（※２) 
12 

28 サーバスペック ２．２．１（３）（ｂ）

ハードウェア構成

参照 

※１：翻訳対象はＨＴＭＬ形式であり、翻訳対象外となる箇所（ｈｅａｄタグ等）を含ん

だサイズ。 

※２：１文献の翻訳に係る分割数の平均。機械翻訳では、文献の分割単位で翻訳プロセス

を割り当てて翻訳を行う（「２．２．２（３）（ｆ） 使用している翻訳エンジンの

特徴」参照）。 

 

 上記モデルに対して、一定期間を対象に性能を取得する。測定項目は、Ｊ－ＰｌａｔＰ

ａｔシステムと同様である（「表２．２．３－１－ｂ－２」参照）。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

 

（ｃ）測定結果 

 ２０１６年３月１日～２０１６年４月３０日における平日を測定期間として、取得し

た測定結果を表２．２．３－３－ｃ－１、表２．２．３－３－ｃ－２、表２．２．３－

３－ｃ－３、表２．２．３－３－ｃ－４、表２．２．３－３－ｃ－５に示す。 

 

表２．２．３－３－ｃ－１ 測定結果（三極向け翻訳サービス） 

時間帯 
トランザクション数 平均処理時間 

[秒] 

平均同時 

要求数 

要求時の

利用率 Tr/h の平均 Tr/s の最大 

0 時 6.3 2 12.446 1.010 1.528 

1 時 6.5 2 13.304 1.016 1.537 

2 時 6.3 1 12.207 1.009 1.526 

3 時 6.0 2 12.347 1.012 1.530 

4 時 7.1 1 13.056 1.014 1.533 

5 時 6.1 2 11.838 1.022 1.545 

6 時 3.7 1 12.023 1.010 1.528 

7 時 3.4 1 10.735 1.005 1.520 

8 時 2.3 1 11.683 1.000 1.513 

9 時 2.4 1 12.759 1.009 1.527 

10 時 1.6 1 9.795 1.000 1.513 

11 時 1.1 1 10.487 1.000 1.513 

12 時 1.2 1 13.821 1.003 1.517 

13 時 0.8 1 16.075 1.000 1.513 

14 時 0.8 1 16.671 1.000 1.513 

15 時 0.6 1 15.315 1.000 1.513 

16 時 0.5 1 15.773 1.011 1.530 

17 時 0.3 1 11.582 1.000 1.513 

18 時 0.5 1 13.141 1.000 1.513 

19 時 0.4 1 11.974 1.000 1.513 

20 時 1.3 1 11.133 1.002 1.516 

21 時 3.2 1 13.353 1.009 1.526 

22 時 5.1 1 12.819 1.006 1.522 

23 時 6.2 2 12.616 1.016 1.537 

 トランザクション数や同時要求数を見ると、同時要求はほぼ起こっておらず、各トラ

ンザクションは単独で実行されている状態である。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

 利用率が１を超えているのは、平均分割数がプロセス数を上回っているためである。

翻訳処理時間の向上には、翻訳プロセス数を増やす対策が有効であると考えられる。 

 

表２．２．３－３－ｃ－２ 測定結果（三極向け包袋情報翻訳サービス） 

時間帯 
トランザクション数 平均処理時間 

[秒] 

平均同時 

要求数 

要求時の

利用率 Tr/h の平均 Tr/s の最大 

0 時 3.0 2 3.714 1.002 2.004 

1 時 2.4 1 3.822 1.000 2.000 

2 時 2.3 1 3.339 1.000 2.000 

3 時 2.3 1 3.651 1.005 2.011 

4 時 2.3 1 3.683 1.000 2.000 

5 時 2.0 1 3.337 1.000 2.000 

6 時 1.5 1 2.831 1.000 2.000 

7 時 1.4 1 2.681 1.000 2.000 

8 時 1.2 1 5.343 1.000 2.000 

9 時 2.9 2 2.250 1.002 2.004 

10 時 2.8 1 2.106 1.000 2.000 

11 時 2.0 1 2.507 1.000 2.000 

12 時 0.6 1 2.741 1.000 2.000 

13 時 2.1 1 3.760 1.002 2.004 

14 時 1.4 2 4.834 1.006 2.012 

15 時 2.0 1 3.732 1.000 2.000 

16 時 1.5 1 4.115 1.000 2.000 

17 時 1.5 1 3.268 1.004 2.008 

18 時 0.5 1 4.127 1.000 2.000 

19 時 0.5 1 12.201 1.000 2.000 

20 時 0.6 1 3.580 1.000 2.000 

21 時 0.7 1 3.647 1.000 2.000 

22 時 1.7 1 3.768 1.000 2.000 

23 時 1.5 1 2.797 1.000 2.000 

 トランザクション数や同時要求数を見ると、同時要求はほぼ起こっておらず、各トラ

ンザクションは単独で実行されている状態である。 

 利用率が１を超えているのは、平均分割数がプロセス数を上回っているためである。

翻訳処理時間の向上には、翻訳プロセス数を増やす対策が有効であると考えられる。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

 

表２．２．３－３－ｃ－３ 測定結果（三極向けテキスト／ＵＲＬ翻訳サービス） 

時間帯 
トランザクション数 平均処理時間 

[秒] 

平均同時 

要求数 

要求時の

利用率 Tr/h の平均 Tr/s の最大 

0 時 0.1 1 5.388 1.000 0.250 

1 時 0.2 1 5.768 1.000 0.250 

2 時 0.0 1 2.840 1.000 0.250 

3 時 0.1 1 5.172 1.000 0.250 

4 時 0.2 1 5.111 1.000 0.250 

5 時 0.1 1 5.960 1.000 0.250 

6 時 0.2 1 2.994 1.000 0.250 

7 時 0.2 1 0.604 1.000 0.250 

8 時 0.4 1 0.541 1.000 0.250 

9 時 3.9 1 1.260 1.000 0.250 

10 時 2.4 1 1.058 1.000 0.250 

11 時 2.1 2 1.787 1.000 0.250 

12 時 0.4 1 0.731 1.000 0.250 

13 時 2.2 1 1.137 1.000 0.250 

14 時 1.4 1 0.780 1.000 0.250 

15 時 1.6 1 1.067 1.000 0.250 

16 時 1.3 1 0.997 1.000 0.250 

17 時 1.0 1 1.688 1.004 0.251 

18 時 1.2 1 1.635 1.000 0.250 

19 時 1.4 1 1.713 1.000 0.250 

20 時 1.0 1 1.473 1.000 0.250 

21 時 0.4 1 2.413 1.000 0.250 

22 時 0.1 1 1.700 1.000 0.250 

23 時 0.1 1 4.205 1.000 0.250 

 トランザクション数や同時要求数を見ると、同時要求はほぼ起こっておらず、各トラ

ンザクションは単独で実行されている状態である。 

 利用率が１未満であるため、翻訳処理時間の向上には、１翻訳要求あたりの分割数を

増やす、ないしは、ＣＰＵ性能を上げる対策が有効であると考えられる。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

 

表２．２．３－３－ｃ－４ 測定結果（ＡＩＰＮ向け翻訳サービス） 

時間帯 
トランザクション数 平均処理時間 

[秒] 

平均同時 

要求数 

要求時の

利用率 Tr/h の平均 Tr/s の最大 

0 時 6.0 1 12.332 1.025 1.842 

1 時 3.0 1 11.358 1.008 1.812 

2 時 1.6 1 13.802 1.000 1.798 

3 時 0.8 1 14.570 1.000 1.798 

4 時 0.5 1 18.069 1.000 1.798 

5 時 0.3 1 16.857 1.000 1.798 

6 時 0.2 1 14.416 1.000 1.798 

7 時 0.2 1 17.628 1.000 1.798 

8 時 0.6 1 20.177 1.012 1.819 

9 時 3.1 2 13.976 1.007 1.810 

10 時 9.0 2 13.112 1.023 1.840 

11 時 13.0 2 13.495 1.040 1.870 

12 時 6.6 2 14.434 1.016 1.827 

13 時 3.0 1 11.889 1.002 1.801 

14 時 4.5 1 12.073 1.015 1.824 

15 時 17.0 2 13.864 1.052 1.892 

16 時 18.7 2 13.096 1.056 1.899 

17 時 22.7 2 12.851 1.054 1.895 

18 時 17.0 2 12.730 1.044 1.878 

19 時 11.7 1 11.796 1.011 1.818 

20 時 10.8 2 10.999 1.016 1.826 

21 時 12.2 2 11.966 1.024 1.840 

22 時 11.3 1 11.527 1.027 1.845 

23 時 10.3 2 10.724 1.018 1.830 

 トランザクション数や同時要求数を見ると、同時要求はほぼ起こっておらず、各トラ

ンザクションは単独で実行されている状態である。 

 利用率が１を超えているのは、平均分割数がプロセス数を上回っているためである。

翻訳処理時間の向上には、翻訳プロセス数を増やす対策が有効であると考えられる。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

 

表２．２．３－３－ｃ－５ 測定結果（ＡＩＰＮ向け包袋情報翻訳サービス） 

時間帯 
トランザクション数 平均処理時間 

[秒] 

平均同時 

要求数 

要求時の

利用率 Tr/h の平均 Tr/s の最大 

0 時 7.2 1 2.973 1.002 0.384 

1 時 4.8 1 3.307 1.000 0.383 

2 時 4.1 1 3.138 1.003 0.384 

3 時 3.8 1 2.963 1.000 0.383 

4 時 4.1 1 3.174 1.002 0.384 

5 時 2.2 1 3.309 1.000 0.383 

6 時 2.3 1 2.767 1.000 0.383 

7 時 1.6 1 2.935 1.004 0.385 

8 時 2.6 1 3.576 1.002 0.384 

9 時 11.0 1 2.037 1.003 0.385 

10 時 29.1 2 2.055 1.014 0.389 

11 時 32.0 2 2.160 1.009 0.387 

12 時 20.5 2 2.420 1.007 0.386 

13 時 8.0 1 2.475 1.001 0.384 

14 時 14.3 1 2.433 1.004 0.385 

15 時 32.3 2 2.528 1.016 0.390 

16 時 32.8 2 2.463 1.012 0.388 

17 時 35.2 2 2.402 1.016 0.390 

18 時 21.9 2 2.546 1.011 0.388 

19 時 12.8 2 2.758 1.008 0.386 

20 時 10.5 2 3.062 1.005 0.385 

21 時 11.7 2 3.360 1.006 0.386 

22 時 9.1 2 2.992 1.013 0.388 

23 時 7.1 1 3.087 1.002 0.384 

 トランザクション数や同時要求数を見ると、同時要求はほぼ起こっておらず、各トラ

ンザクションは単独で実行されている状態である。 

 利用率が１未満であるため、翻訳処理時間の向上には、１翻訳要求あたりの分割数を

増やす、ないしは、ＣＰＵ性能を上げる対策が有効であると考えられる。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

（ｄ）性能拡張方法 

 トランザクション量、翻訳サイズ、及び、処理時間に関する観点から、性能拡張方法

を表２．２．３－３－ｄ－１に示す。 

 

表２．２．３－３－ｄ－１ 性能拡張方法 

＃ 観点 性能拡張方法 

１ トランザクション量

増大に対する対応 

増大によって利用率が１を超える場合、翻訳プロセス数の設定

値を上げ、起動する翻訳プロセス数を増やす 

２ 翻訳サイズ増大に対

する対応 

増大によって利用率が１を超える場合、翻訳プロセス数の設定

値を上げ、起動する翻訳プロセス数を増やす 

３ 処理時間向上に対す

る対応 

◇利用率が１以上の機能の場合 

（三極向け翻訳、三極向け包袋情報翻訳、ＡＩＰＮ向け翻訳） 

 翻訳プロセス数の設定値を上げ、起動する翻訳プロセス数を増

やす 

 

◇利用率が１未満の機能の場合 

（三極向けテキスト／ＵＲＬ翻訳、ＡＩＰＮ向け包袋情報翻訳） 

 １翻訳要求あたりの分割数を増やすことにより、１文献あたり

の翻訳処理に割り当てられる翻訳プロセス数を増やす 

 ＣＰＵ性能を上げる 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

（４）中韓文献翻訳・検索システム 

（ａ）性能取得対象 

 中韓文献翻訳・検索システムにて機械翻訳に係る機能及び性能取得対象の有無を表２．

２．３－４－ａ－１に示す。 

 

表２．２．３－４－ａ－１ 性能取得対象選定 

＃ 区分 機能名 
性能取得 

対象 
備考 

１ バッチ 媒体様式 

チェック処理 
○ 

対象文献群投入開始から 

全件処理完了までの時間を測定 

２ 文献様式 

チェック処理 
○ 

３ 機械翻訳処理 ○ 

４ 文献成型処理 ○ 

５ 外部提供処理 
－ 

月末バッチであり処理時間の調整が

可能なため対象外 

６ 未知語集計 
－ 

週末バッチであり処理時間の調整が

可能なため対象外 

７ 誤訳集計 
－ 

週末バッチであり処理時間の調整が

可能なため対象外 

８ オンライン リアルタイム 

翻訳処理 
○ 

画面要求から 

画面応答までの時間を測定 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

（ｂ）性能取得モデル 

 性能取得モデルを表２．２．３－４－ｂ－１に示す。 

 バッチ処理については、１ファイルに対して「媒体様式チェック処理」、「文献様式チ

ェック処理」、「機械翻訳処理」、「文献成型処理」の順に流れ、前工程の処理にてエラー

となった場合、後工程では処理を行わない。このため、入力のファイル数よりも文献成

型の処理件数が少なくなる場合がある。 

表２．２．３－４－ｂ－１ 性能取得モデル 

＃ 区分 対象機能 項目 値 

１ バッチ中国 

（共通） 

－ 文献数（1週発行

分） 

47,770[ファイル] 

２ － 平均容量 99,191[byte] 

３ － 平均文数 137[文] 

４ － マシンスペック システム構成参照 

５ バッチ韓国 

（共通） 

－ 文献数(1ヶ月発

行分) 

14,581[ファイル] 

６ － 平均容量 84,061[byte] 

７ － 平均文数 62[文] 

８ － マシンスペック システム構成参照 

９ バッチ中国 媒体様式チェック処理 並列化無し － 

10 文献様式チェック処理 並列処理 2 並列 

11 機械翻訳処理 並列処理 32 並列 

12 文献成型処理 並列処理 2 並列 

13 バッチ韓国 媒体様式チェック処理 並列化無し － 

14 文献様式チェック処理 並列化無し － 

15 機械翻訳処理 並列化無し － 

16 文献成型処理 並列化無し － 

17 オンライン 

中国 

リアルタイム翻訳処理

※ 

平均文字数 101[文字] 

18 多重度 1[多重] 

19 平均文数 1[文] 

20 サーバスペック システム構成参照 

21 オンライン 

韓国 

リアルタイム翻訳処理

※ 

平均文字数 124[文字] 

22 多重度 1[多重] 

23 平均文数 1[文] 

24 サーバスペック システム構成参照 

※画面上から、各種別任意の文字列１０文をそれぞれ実行し、平均レスポンスを取得 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

 リアルタイム翻訳の使用頻度（トランザクション）について２０１６年４月１日～２０

１６年４月２８日の平均について以下に測定結果を表２．２．３－４－ｂ－２に示す。 

 

表２．２．３－４－ｂ－２ リアルタイム翻訳の使用頻度 

時間帯 トランザクション数 

(Tr/時間) 

トランザクション数 

(Tr/s の最大) 

8 時 0 0 

9 時 0 0 

10 時 0 0 

11 時 0 0 

12 時 0 0 

13 時 0 0 

14 時 1 0.000278 

15 時 0 0 

16 時 0 0 

17 時 0 0 

18 時 0 0 

19 時 0 0 

20 時 0 0 

21 時 2 0.000556 

22 時 0 0 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．３．性能 

（ｃ）測定結果 

 性能測定の結果を表２．２．３－４－ｃ－１に示す。 

 

表２．２．３－４－ｃ－１ 測定結果 

＃ 分類 機能名 処理件数 

[ファイル] 

処理時間[秒] 

１ バッチ中国 媒体様式チェック処理 47,770 4,985 

２ 文献様式チェック処理 47,770 60,278 

３ 機械翻訳処理 47,770 117,196 

４ 文献成型処理 47,770 116,390 

５ バッチ韓国 媒体様式チェック処理 14,581 16,569 

６ 文献様式チェック処理 14,581 35,557 

７ 機械翻訳処理 14,581 32,357 

８ 文献成型処理 14,494 26,164 

９ オンライン中国 リアルタイム翻訳 - 7.243 

10 オンライン韓国 リアルタイム翻訳 - 1.020 

 

（ｄ）性能拡張方法 

 中韓文献翻訳・検索システムにおける性能拡張方法はスケールアウトを採用している。 

 スケールアウトでは、サーバ台数又はコア数の増加と連動して実行プロセス数を増や

すことで並列実行数を引き上げ、処理時間の短縮を実現する。機能ごとの性能拡張方法

を表２．２．３－４－ｄ－１に示す。 

 

表２．２．３－４－ｄ－１ 性能拡張方法 

＃ 分類 機能名 性能拡張方法 

１ バッチ 媒体様式チェック処理 端末数＝プロセス数として 

スケールアウトを実現する 

２ 文献様式チェック処理 サーバ数＝プロセス数として 

スケールアウトを実現する 

３ 機械翻訳処理 コア数＝プロセス数として 

スケールアウトを実現する 

４ 文献成型処理 サーバ数＝プロセス数として 

スケールアウトを実現する 

５ オンライン リアルタイム翻訳 コア数＝プロセス数として 

スケールアウトを実現する 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．４．データ構造 

２．２．４．データ構造 

 データ構造では、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ、ＯＰＤ、ＡＩＰＮ、中韓文献翻訳・検索システ

ムそれぞれについて、以下に示す調査項目ごとの調査結果を述べる。 

 

＜調査項目＞ 

（１） 翻訳対象データの種別 

（２） 翻訳対象データフォーマット 

（３） 翻訳前編集 

（４） 翻訳後編集 

 

（１）Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ 

（ａ）翻訳対象データの種別 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔの機械翻訳対象データを「別紙２．２．４－１－ａ－１」に示す。 

 

（ｂ）翻訳対象データフォーマット 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔの機械翻訳対象データフォーマットを表２．２．４－１－ｂ－１

に示す。 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔは文献情報をＳＧＭＬ形式（※）でデータ取得したものをＨＴＭ

Ｌ変換した後に機械翻訳している。（※ ＳＧＭＬ形式：ＩＳＯ８８７９で規定されてい

る文書記述言語のフォーマット） 

 特許公報及び実用新案公報の文献情報は、特許庁共通特実検索システム（照会部分）

からデータ取得するが、ＸＭＬ公報データも共通特実検索システム内でＳＧＭＬ形式に

変換されてＪ－ＰｌａｔＰａｔシステムに応答される。 

 ＳＧＭＬ形式で取得する文献情報には、図面のみをイメージデータとして保持してい

る文献情報と、公報全体をイメージデータとして保持している文献情報とがある。前者

については公報のテキストデータに対しＨＴＭＬ変換後に機械翻訳をしている。後者は

イメージデータのみであるため翻訳は行わない。 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔで機械翻訳対象とする文献情報の文字コードはＥＵＣである。Ｓ

ＧＭＬ形式で取得した文献情報をＨＴＭＬ形式に変換する際に、文字コードについても

ＥＵＣからＵＴＦ－８に変換を行ってから機械翻訳処理を行っている。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．４．データ構造 

表２．２．４－１－ｂ－１ Ｊ－ＰｌａｔＰａｔの機械翻訳対象データフォーマット 

＃ 種類 

翻訳時 翻訳後出力時 

データフォーマット 文字コード データフォーマット 文字コード 

１ 公報情報 文書記述言語ＳＧＭＬ 

（ＩＳＯ８８７９） 

ＥＵＣ ＨＴＭＬ ＵＴＦ－８ 

 

（２）ＯＰＤ 

（ａ）翻訳対象データの種別 

 ＯＰＤの機械翻訳対象データを表２．２．４－２－ａ－１に示す。 

 翻訳対象の書類名の一覧を「別紙２．２．４－２－ａ－１」に示す。 

 

表２．２．４－２－ａ－１ 翻訳対象 

＃ 翻訳対象 要求範囲（出願日） 

１ 書類一覧 1990/12/01 以降 

２ 書類実体 1990/12/01 以降 

 

（ｂ）翻訳対象データフォーマット 

 ＯＰＤの機械翻訳対象のデータフォーマットを表２．２．４－２－ｂ－１に示す。 

 

表２．２．４－２－ｂ－１ ＯＰＤの機械翻訳対象データフォーマット 

＃ 翻訳対象 

翻訳時 翻訳後出力時 

データフォーマット 文字コード データフォーマット 文字コード 

１ 書類一覧情報 ＨＴＭＬ ＳＪＩＳ ＨＴＭＬ ＵＴＦ－８ 

２ 書類実体情報 ＨＴＭＬ ＳＪＩＳ ＨＴＭＬ ＵＴＦ－８ 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．４．データ構造 

（３）ＡＩＰＮ 

（ａ）翻訳対象データの種別 

 ＡＩＰＮは公報情報と包袋情報で機械翻訳を利用する。 

 公報情報についてはＪ－ＰｌａｔＰａｔと同様（「２．２．４．（１）Ｊ－ＰｌａｔＰ

ａｔの（ａ）」参照）。 

 包袋情報の翻訳対象データはＯＰＤと同様（「２．２．４．（２）ＯＰＤの（ａ）」参照）。 

 翻訳対象の書類名の一覧を「別紙２．２．４－３－ａ－１」に示す。 

 

（ｂ）翻訳対象データフォーマット 

 ＡＩＰＮの機械翻訳対象のデータフォーマットを表２．２．４－３－ｂ－１に示す。 

 

表２．２．４－３－ｂ－１ ＡＩＰＮの機械翻訳対象データフォーマット 

＃ 種類 

翻訳時 翻訳後出力時 

データフォーマット 文字コード データフォーマット 文字コード 

１ 公報情報 文書記述言語ＳＧＭＬ 

（ＩＳＯ８８７９） 

ＥＵＣ ＨＴＭＬ ＵＴＦ－８ 

２ 包袋情報 ＨＴＭＬ ＳＪＩＳ ＨＴＭＬ ＵＴＦ－８ 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．４．データ構造 

（４）中韓文献翻訳・検索システム 

（ａ）翻訳対象データの種別 

 中韓文献翻訳・検索システムの機械翻訳対象のデータを表２．２．４－４－ａ－１に

示す。 

 

表２．２．４－４－ａ－１ 翻訳対象（2016/04/25 現在） 

＃ 翻訳対象 
蓄積範囲 

蓄積頻度 
発行日 蓄積件数 

１ 中国特許公開公報 2003/01/01 以降 5,029,875 件 週次蓄積 

２ 中国特許公報 2003/01/01 以降 1,876,539 件 

３ 中国実用新案公報 2003/01/01 以降 4,564,517 件 

４ 韓国特許公開公報 2003/01/03 以降 1,716,645 件 月次蓄積 

５ 韓国特許公報 2003/01/06 以降 1,201,503 件 

６ 韓国実用公開公報 2003/03/10 以降 75,012 件 

７ 韓国実用登録公報 2003/01/03 以降 178,116 件 

 

（ｂ）翻訳対象データフォーマット 

 中韓文献翻訳・検索システムの翻訳対象のデータフォーマットを表２．２．４－４－

ｂ－１に示す。 

 

表２．２．４－４－ｂ－１ 翻訳対象のデータフォーマット 

＃ 区分 
原文データ 蓄積時 

ファイル形式 フォーマット 文字コード ファイル形式 文字コード 

１ 中国 ＸＭＬ ＤＴＤ ＵＴＦ－８ ＨＴＭＬ５ ＵＴＦ－８ 

２ 

ＸＭＬ ＸＳＤ 

（２０１６年４月

版-新様式） 

ＵＴＦ－８ ＨＴＭＬ５ ＵＴＦ－８ 

３ 韓国 ＳＧＭＬ ＤＴＤ ＥＵＣ－ＫＲ ＨＴＭＬ５ ＵＴＦ－８ 

４ ＸＭＬ ＸＳＤ（ＳＴ３６） ＥＵＣ－ＫＲ ＨＴＭＬ５ ＵＴＦ－８ 

５ ＸＭＬ ＸＳＤ（ＳＴ９６） ＵＴＦ－８ ＨＴＭＬ５ ＵＴＦ－８ 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．５．テータ利用の流れ 

２．２．５．テータ利用の流れ 

 データ利用の流れでは、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ、ＯＰＤ、ＡＩＰＮ、中韓文献翻訳・検索

システムそれぞれについて、以下に示す調査項目ごとの調査結果を述べる。 

 

＜調査項目＞ 

（１） データ利用フロー 

（２） 利用データの説明 

 

（１）Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ 

（ａ）データ利用フロー 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔの機械翻訳に係る機能と情報の流れを「別紙２．２．５－１－ａ

－１」に示す。 

 

（ｂ）利用データの説明 

 データ利用フローにて記載したデータの概要を表２．２．５－１－ｂ－１に示す。 

 

表２．２．５－１－ｂ－１ データ概要 

＃ 利用データ 説明 

１ 
特許情報 共通特実検索システム（照会部分）へ蓄積する特許

データ 

２ 
文献情報 共通特実検索システム（照会部分）から取得した、

Ｊ－ＰｌａｔＰａｔで利用する文献データ 

３ 審決情報 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔに蓄積されている審決情報 

４ 意匠情報 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔに蓄積されている意匠情報 

５ 
公報情報（ＳＧＭＬ） Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ内のＤＢから取得したＳＧＭＬ

形式の公報情報 

６ 公報情報（ＨＴＭＬ） ＳＧＭＬ形式をＨＴＭＬ形式へ変換した公報情報 

７ 

公報情報 

（整形済ＨＴＭＬ） 

機械翻訳前に整形処理をした公報情報（機械翻訳前

整形処理については、「２．２．２．（１）（ｃ） 

オンライン処理におけるアプリケーションと翻訳エ

ンジンの連携方式」を参照） 

８ 

辞書情報 翻訳に使用する辞書情報（辞書情報については「２．

２．２．（１）（ｄ） 使用している翻訳エンジンの

特徴」を参照） 

９ 
日→英翻訳済 

公報情報（ＨＴＭＬ） 
日→英へ機械翻訳した公報データ 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．５．テータ利用の流れ 

 

（２）ＯＰＤ 

（ａ）データ利用フロー 

 ＯＰＤの機械翻訳に係る機能と情報の流れを「別紙２．２．５－２－ａ－１」に示す。 

 

（ｂ）利用データの説明 

 データ利用フローにて記載したデータの概要を表２．２．５－２－ｂ－１に示す。 

 

表２．２．５－２－ｂ－１ データ概要 

＃ 利用データ 説明 

１ ＸＭＬ書類情報 ＸＭＬ書類管理システムへ蓄積するＸＭＬ書類情

報。 

２ 記録原本情報 記録原本管理システムへ蓄積する記録原本情報。 

３ 包袋情報（ＨＴＭＬ） ＸＭＬ書類管理サーバから取得したＡＩＰＮで利用

する包袋データ。 

４ 包袋情報 

（整形済ＨＴＭＬ） 

機械翻訳前整形処理をした包袋データ（機械翻訳前

整形処理については、「２．２．２．（１）（ｃ） オ

ンライン処理におけるアプリケーションと翻訳エン

ジンの連携方式」を参照）。 

５ 辞書情報 翻訳に使用する辞書情報（辞書情報については「２．

２．２．（１）（ｄ） 使用している翻訳エンジンの

特徴」を参照）。 

６ 日→英翻訳済 

包袋情報（ＨＴＭＬ） 

日→英へ機械翻訳した包袋データ。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．５．テータ利用の流れ 

（３）ＡＩＰＮ 

（ａ）データ利用フロー 

 ＡＩＰＮの機械翻訳に係る機能と情報の流れを「別紙２．２．５－３－ａ－１」に示

す。 

 

（ｂ）利用データの説明 

 データ利用フローにて記載したデータの概要を表２．２．５－３－ｂ－１に示す。 

 

表２．２．５－３－ｂ－１ データ概要 

＃ 利用データ 説明 

１ ＸＭＬ書類情報 ＸＭＬ書類管理システムへ蓄積するＸＭＬ書類情報 

２ 記録原本情報 記録原本管理システムへ蓄積する記録原本情報 

３ 
特許情報 共通特実検索システム（照会部分）へ蓄積する特許

データ 

４ 
文献情報 共通特実検索システム（照会部分）から取得した、

Ｊ－ＰｌａｔＰａｔで利用する文献データ 

５ 
公報情報（ＳＧＭＬ） Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ内のＤＢから取得したＳＧＭＬ

形式の公報情報 

６ 公報情報（ＨＴＭＬ） ＳＧＭＬ形式をＨＴＭＬ形式へ変換した公報情報 

７ 

公報情報 

（整形済ＨＴＭＬ） 

機械翻訳前に整形処理をした公報情報（機械翻訳前

整形処理については、「２．２．２．（１）（ｃ） オ

ンライン処理におけるアプリケーションと翻訳エン

ジンの連携方式」を参照） 

８ 
包袋情報（ＨＴＭＬ） ＸＭＬ書類管理サーバから取得したＡＩＰＮで利用

する包袋情報 

９ 

包袋情報 

（整形済ＨＴＭＬ） 

機械翻訳前整形処理をした包袋データ（機械翻訳前

整形処理については、「２．２．２．（１）（ｃ） オ

ンライン処理におけるアプリケーションと翻訳エン

ジンの連携方式」を参照） 

10 

辞書情報 翻訳に使用する辞書情報（辞書情報については「２．

２．２．（１）（ｄ） 使用している翻訳エンジンの

特徴」を参照） 

11 
日→英翻訳済 

公報情報（ＨＴＭＬ） 
日→英へ機械翻訳した公報情報 

12 
日→英翻訳済 

包袋情報（ＨＴＭＬ） 
日→英へ機械翻訳した包袋情報 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．５．テータ利用の流れ 

  

（４）中韓文献翻訳・検索システム 

（ａ）データ利用フロー 

 中韓文献翻訳・検索システムの機械翻訳に係る機能と情報の流れを「別紙２．２．５

－４－ａ－１」に示す。 

 

（ｂ）利用データの説明 

 データ利用フローにて記載したデータの概要を表２．２．５－４－ｂ－１に示す。 

 

表２．２．５－４－ｂ－１ 利用データ説明 

＃ 利用データ 概要 

１ 貸与データ 中国特許庁・韓国特許庁からの公報データを特許庁にてダ

ウンロードしたデータ 

２ ロット（ＺＩＰアー

カイブ） 

貸与データを媒体様式チェックし、ＺＩＰアーカイブにま

とめたデータ 

３ 文献データ（原文ｘ

ｍｌ等） 

ロットを展開したファイル 

原文ｘｍｌ、参照ファイルｘｍｌ、図面イメージファイル 

４ 文献データ 機械翻訳にて作成したデータであり、以下を指す 

翻訳文ｘｍｌ、成型後翻訳文ｘｍｌ、原文ｘｍｌ、成型後

原文ｘｍｌ、参照ファイルｘｍｌ、図面イメージファイル、

成型後図面イメージファイル 

５ 索引用翻訳文ｘｍｌ 検索のための索引（検索用文献情報）用の入力ファイル 

６ 納品データ 成型後翻訳文ｘｍｌをＺＩＰアーカイブしたファイル 

  



 

103 
 

２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．６．機械翻訳システムの利用方法 

２．２．６．機械翻訳システムの利用方法 

 機械翻訳システムの利用方法では、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ、ＯＰＤ、ＡＩＰＮ、中韓文献

翻訳・検索システムそれぞれについて、以下に示す調査項目ごとの調査結果を述べる。 

 

＜調査項目＞ 

（１） 利用方法 

 

（１）Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ 

（ａ）Ｊ－ＰｌａｔＰａｔの利用方法 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔは一般ユーザが使用可能なシステムである。提供しているサービ

スには日本語版と英語版があり、英語版においては公報を対象に機械翻訳を利用してい

る。 

 英語版サービスの概要を表２．２．６－１－ａ－１に示し、翻訳データについては表

２．２．６－１－ａ－２に示す。 

 他システムとの利用環境の比較についての詳細は「別紙２．２．６－１－ａ－１」を

参照。 

 

表２．２．６－１－ａ－１ 英語版サービス概要 

サービス 特許・実用新案（ＰＡＪ、ＰＭＧＳを除く） 

意匠（Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｄｅｓｉｇｎ Ｃｌａｓｓｉｆｉｃ

ａｔｉｏｎ Ｌｉｓｔを除く） 

商標 

審判 

利用者 一般ユーザ 

海外ユーザ 

海外知財庁 

利用時間 ２４時間３６５日 

利用環境 Ｗｉｎｄｏｗｓ ＰＣ  

ブラウザ 

回線 インターネット 

受付サーバ Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ文献翻訳サーバ（３台） 

データ 公報情報 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．６．機械翻訳システムの利用方法 

表２．２．６－１－ａ－２ 英語版サービスの翻訳データ 

＃ サービス データソース 翻訳 

１ 
特許・実用新案 

（ＰＡＪ、ＰＭＧＳを除く） 

共通特実検索システム

（照会部分） 

リアルタイム 

２ 

意匠 

（Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｄｅ

ｓｉｇｎ Ｃｌａｓｓｉｆ

ｉｃａｔｉｏｎ Ｌｉｓｔ

を除く） 

Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ リアルタイム 

３ 

商標 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ 翻訳対象外 

（Ｔａｂｌｅ ｏｆ ｔｈｅ 

Ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ 

ｏｆ Ｆｉｇｕｒａｔｉｖｅ 

ｏｒ Ｏｔｈｅｒ Ｅｌｅｍｅ

ｎｔｓ ｏｆ Ｍａｒｋｓのみ

英訳済データ） 

４ 審判 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ リアルタイム 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．６．機械翻訳システムの利用方法 

（２）ＯＰＤ 

（ａ）ＯＰＤの利用方法 

 ＯＰＤを利用可能なユーザは、特許庁審査官、海外知財庁の職員、海外知財庁が提供

する一般公衆向けサイトのユーザである。 

 日本案件の書類一覧情報、書類実体情報、分類・引用情報を閲覧可能であり、ユーザ

（海外知財庁職員、一般公衆）ごとの使用可能業務に差異はない。 

 ＯＰＤサービスの概要を表２．２．６－２－ａ－１に示し、翻訳データについては表

２．２．６－２－ａ－２に示す。 

 他システムとの利用環境の比較についての詳細は「別紙２．２．６－１－ａ－１」を

参照。 

 

表２．２．６－２－ａ－１ ＯＰＤサービス概要 

サービス ワンポータル照会 

ワンポータル提供 

利用者 海外知財庁（職員、公衆サイト経由の一般ユーザ） 

特許庁 

利用時間 月曜８：００ ～ 土曜７：００ 

利用環境 （ＨＴＴＰＳプロトコル） 

回線 ・インターネット（海外知財庁-ＯＰＤ間） 

・専用線（ＯＰＤ業務処理－ＯＰＤ機械翻訳処理） 

受付サーバ Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ海外翻訳サーバ ２号機（１台） 

データ 包袋情報 

 

表２．２．６－２－ａ－２ ＯＰＤサービスの翻訳データ 

＃ サービス データソース 翻訳 

１ 
ワンポータル提供 

サービス 

特許・実用新案 包袋情報 リアルタイム 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．６．機械翻訳システムの利用方法 

（３）ＡＩＰＮ 

（ａ）ＡＩＰＮの利用方法 

 ＡＩＰＮは三極向けの審査官が利用可能なサービスと、三極以外向けの審査官が利用

可能なサービスがある。特実公報、特実包袋書類、テキスト／ＵＲＬ翻訳（三極向けの

み）を対象に機械翻訳機能を提供している。 

 ＡＩＰＮサービスの一覧を表２．２．６－３－ａ－１に示し、ＡＩＰＮサービスの概

要を表２．２．６－３－ａ－２に示す。翻訳データについては表２．２．６－３－ａ－

３に示す。 

 他システムとの利用環境の比較についての詳細は「別紙２．２．６－１－ａ－１」を

参照。 

 

表２．２．６－３－ａ－１ ＡＩＰＮサービス一覧 

＃ 対象 サービス 

１ 三極向け 三極向け翻訳サービス 

２ 三極向け包袋情報翻訳サービス 

３ 三極向けテキスト／ＵＲＬ翻訳サービス 

４ 三極以外向け 

（ＡＩＰＮ） 

ＡＩＰＮ向け翻訳サービス 

５ ＡＩＰＮ向け包袋情報翻訳サービス 

 

表２．２．６－３－ａ－２ ＡＩＰＮサービス概要 

サービス 表２．２．６－３－ａ－１「サービス」を参照 

利用者 表２．２．６－３－ａ－１「対象」を参照 

利用時間 月曜８：００～ 土曜７：００ 

利用環境 Ｗｉｎｄｏｗｓ ＰＣ 

回線 インターネット 

受付サーバ Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ海外翻訳サーバ（２台） 

データ 公報情報 

書類一覧情報 

書類実体情報 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．６．機械翻訳システムの利用方法 

表２．２．６－３－ａ－３ ＡＩＰＮサービスの翻訳データ 

＃ サービス データソース 翻訳 

１ 三極向け翻訳サービス 共通特実検索システム（照会部分） リアルタイム 

２ 三極向け包袋情報翻訳

サービス 

ＸＭＬ書類管理サーバ リアルタイム 

３ 三極向けテキスト／Ｕ

ＲＬ翻訳サービス 

ユーザ入力 リアルタイム 

４ ＡＩＰＮ向け翻訳サー

ビス 

共通特実検索システム（照会部分） リアルタイム 

５ ＡＩＰＮ向け包袋情報

翻訳サービス 

ＸＭＬ書類管理サーバ リアルタイム 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．６．機械翻訳システムの利用方法 

（４）中韓文献翻訳・検索システム 

（ａ）中韓文献翻訳・検索システムの利用方法 

 中韓文献翻訳・検索システムを使用可能なユーザは、特許庁職員及び特許庁審査官・

審判官等や一般ユーザである。各機能には、特許庁職員及び特許庁審査官・審判官等が

使用可能な業務向け機能と、一般ユーザが使用可能な一般向け機能がある。それぞれの

機能は画面と紐付いており、各画面にて表示可能なデータは業務向けと一般向けで差異

がある。 

 中韓文献翻訳・検索システムの画面ごとの使用目的及び使用可能データ、使用可能ユ

ーザを「別紙２．２．６－４－ａ－１」に示す。 

 また、中韓文献翻訳・検索システムで翻訳した中韓文献の翻訳文データは、特許庁に

て翻訳文のダウンロードサービスを行っており一般ユーザでも翻訳文を入手可能な状態

となっている。 

 

（ｂ）中韓文献翻訳・検索システムの利用時間帯 

 中韓文献翻訳・検索システムの利用時間帯は開庁日８：００～２２：００までである。 

 

（ｃ）中韓文献翻訳・検索システムに対する問合せ 

 中韓文献翻訳・検索システムに対する問合せ件数について、２０１６年４月４日～２

０１６年４月２９日における問合せ件数を表２．２．６－４－ｃ－１に示す。 

 

表２．２．６－４－ｃ－１ 問合せ件数 

＃ 期間 件数 

１ 2016/4/4～4/8 5 

２ 2016/4/11～4/15 1 

３ 2016/4/18～4/22 3 

４ 2016/4/25～4/29 5 

 14 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 

２．２．７．翻訳精度 

 翻訳精度では、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ、ＯＰＤ、ＡＩＰＮ、中韓文献翻訳・検索システム

それぞれについて、以下に示す調査項目ごとの調査結果を述べる。 

 

＜調査項目＞ 

（１） 評価方法 

（２） 評価結果 

（３） 翻訳精度向上の運用概要 

（４） 翻訳精度向上の運用スケジュール 

 

（１）Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ 

（ａ）評価方法 

 本章では、日本語の公開特許公報や、審査書類等の日英機械翻訳文に対し、文献の種

類や技術分野毎に、翻訳精度の人手による評価と自動評価をそれぞれ行い、日英機械翻

訳の精度を評価する。 

日英機械翻訳の翻訳精度の評価概要を図２．２．７－１－ａ－１に示す。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 

図２．２．７－１－ａ－１ 日英機械翻訳の翻訳精度の評価概要図 

 

① 日本語原文、基準翻訳文、及び評価対象の機械翻訳文の準備は、技術分野毎に公開公

報と拒絶理由通知書から評価対象とする日本語原文を抽出し、抽出した日本語原文を

英語に翻訳して基準翻訳文を作成する。また、日本語原文に対応する機械翻訳文を抽

出し評価対象文を作成する。 

② 人手による評価は、①で作成した基準翻訳文を参考情報として「特許文献機械翻訳の

品質評価手順」（平成２６年６月 特許庁発行）に従って、評価対象文の評価を人手に

より行う。 

③ 自動評価は、基準翻訳文を使い機械的に評価対象文の評価を行う。 

④ ②、③で得た翻訳精度の評価結果についての分析を行う。 

 

 ＜評価対象日本語原文抽出＞ 

 評価対象となる日本語原文を合計７００文抽出した。日本語原文選定方法を表２．２．

７－１－ａ－１に示す。 

①

② ③

④
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 

表２．２．７－１－ａ－１ 日本語原文選定方法 

＃ 文献の種類 評価対象文数 評価対象文の選定方法 

１ 公開特許公報 ６３０文 ＷＩＰＯが作成した「Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 

Ｃｏｎｃｏｒｄａｎｃｅ Ｔａｂｌｅ」に基づ

いた３５技術分野ごとに、公開特許公報を６文

献ずつ選択し、それらの要約、特許請求の範囲、

及び発明の詳細な説明の中からそれぞれ１文ず

つ、すなわち１文献につき計３文ずつ日本語の

文を抽出した。また、６文献のうち半数以上は

パテントファミリーの無い文献を選定した。 

２ 拒絶理由通知書 ７０文 上で選定した公開特許公報の中から、対応する

出願の審査において拒絶理由通知書が作成され

ている１０～２０文献を選定し、それぞれの拒

絶理由通知書の中から３～７文ずつ日本語の文

を抽出した。文の抽出には、Ｊ－ＰｌａｔＰａ

ｔの「審査書類情報照会」を用いた。また技術

分野や拒絶理由の条文がなるべく偏らないよう

選定を行った。 

 

 本調査では日本語原文選定方法の基準に文長による選定方法を追加した。具体的には、

２０１４年１月の公開公報と公表公報を合わせた２０，５６６文献の特許明細書を母集団

として文長を分析した結果に基づいて決めた。分析は要約文、特許請求の範囲及び、発明

の詳細な説明毎に文長を集計し短文、中文、長文に分類した。分類は、母集団の文を文の

長さ順に並べて文長が短い方から３３％を短文、文長が長い方から３３％を長文、残りを

中文として、１文の文字数範囲を取得した。文長による選定方法を表２．２．７－１－ａ

－２に示す。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

表２．２．７－１－ａ－２ 文長による選定方法 

＃ 記事 短文 中分 長文 

１ 要約文 1～55字 56～96字 97字以上 

２ 特許請求の範囲 1～77字 78～145字 146字以上 

３ 発明の詳細な説明 1～51字 52～83字 84字以上 

 

＜拒絶理由通知書の選定方法＞ 

 拒絶理由通知書の選択では、１９件の拒絶理由通知書を選択し、各拒絶理由通知書から

３文から４文の文を選択し、合計７０文選択した。機械翻訳評価では文の種類や技術分野

ごとの機械翻訳精度の差を明らかにするため、技術分野や拒絶理由の条文がなるべく偏ら

ないよう選定を行った。選定した拒絶理由通知書の分野を表２．２．７－１－ａ－３に示

す。 

 

表２．２．７－１－ａ－３ 選定した拒絶理由通知書の分野 

出願番号 文数 分野 出願番号 文数 分野 

2013124145  3 3 2014185095  4 15 

2013223968  3 5 2014186552  4 2 

2014118211  4 28 2014190200  4 12 

2014128037  4 22 2014191752  4 18 

2014170754  4 6 2014196289  4 16 

2014172351  3 21 2014203509  4 8 

2014172698  3 9 2014203524  3 31 

2014172990  3 35 2014203811  3 4 

2014173280  4 24 2014204888  4 17 

2014184858  5 29 合計  70 19 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 また、条文別では特許法条文９種類の拒絶理由通知書を選択した。選定した拒絶理由の

条文を表２．２．７－１－ａ－４に示す。 

 

表２．２．７－１－ａ－４ 選定した拒絶理由の条文（特許法） 

条文 文数 

第２９条第１項第３号 18 

第２９条第２項 34 

第２９条第１項柱書 1 

第２９条の２ 2 

第３６条第４項第１号 3 

第３６条第６項第１号 8 

第３６条第６項第２号 9 

第３９条第２項 2 

第１７条の２第３項 4 

 

 拒絶理由通知書は比較的定型的な文が多い部分とそれ以外の部分から構成される。定型

的な文については、「平成１５年度の特許審査関連情報（ドシエ情報）の機械翻訳精度向上

のための調査」にて分析が行われており、その分析結果は機械翻訳システムの翻訳メモリ

及び辞書に反映済と考えられる。そのため、これら定型的な文を再度本調査の評価対象文

とするのは適切で無いと考えられる。そこで、本調査では拒絶理由通知書のうち定型的な

文でない部分、具体的には拒絶理由通知書の「記」以下の「備考」欄の記載を中心に文を

選定した。 

 

 拒絶理由通知書の「記」以下の記載について、記述内容にはいくつかの種類がある。例

えば２９条１項３号「引用発明の認定」、「本願発明と引用発明の対比」、「その他の判断」

を表す文がある。「記」以下記述内容の種類と選定分数を表２．２．７－１－ａ－５に示す。 

 

表２．２．７－１－ａ－５ 「記」以下記述内容の種類と選定分数 

条文 文数 

引用発明認定 11 

対比 9 

判断 18 
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＜基準翻訳文作成＞ 

 機械翻訳文の評価を行うにあたり、正解とみなせる基準翻訳文が必要となる。基準翻訳

文作成では、前記＜評価対象日本語原文抽出＞で抽出した７００文の日本語の文を人手に

より英語に翻訳して基準翻訳文を作成した。基準翻訳文を効率的に行うため、ＰＡＪやパ

テントファミリーの英語文献を参考にした。 

 

＜機械翻訳文作成＞ 

 機械翻訳文作成では、前記＜評価対象日本語原文抽出＞で抽出した７００文の日本語の

文に対応する機械翻訳文をＪ－ＰｌａｔＰａｔ、Ｇｏｏｇｌｅ翻訳及び、みんなの翻訳を

用いて３セットの機械翻訳文を作成した。 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔデータは、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔサービスから取得できる部分はＪ－

ＰｌａｔＰａｔサービスの英語版で表示されたデータを使用し、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔサー

ビスから直接取得できないデータ(要約及び拒絶理由通知書)は特許庁から貸与されたデー

タを使用した。 

 Ｇｏｏｇｌｅ翻訳のデータは、ｅｓｐａｃｅｎｅｔから取得できる部分はｅｓｐａｃｅ

ｎｅｔから、取得できない要約全件と機械翻訳文が表示されなかった公開特許公報（９文

献）の請求項と明細書はＧｏｏｇｌｅの翻訳サイトで機械翻訳したデータを使用した。 

 みんなの翻訳は、ＮＩＣＴの機械翻訳サービス「みんなの自動翻訳＠ＴｅｘＴｒａⓇ」

を利用した。みんなの翻訳は翻訳オプションが選べるので、要約と明細書については「Ｊ

ＰＯ＋ＮＩＣＴ特許」、請求項については「ＪＰＯ＋ＮＩＣＴ請求項」を用いて機械翻訳

した。 

 調査対象データ毎に利用した機械翻訳を表２．２．７－１－ａ－６に示す。 

 

表２．２．７－１－ａ－６ 評価対象サービス 

調査対象データ Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ Ｇｏｏｇｌｅ

翻訳 

みんなの翻訳 

公開特許公報 要約 特許庁から貸与 ｇｏｏｇｌｅ

翻訳 

みんなの自動翻訳

@ＴｅｘＴｒａⓇ 

 請求項 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ ｅｓｐａｃｅ

ｎｅｔ 

明細書 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ ｅｓｐａｃｅ

ｎｅｔ 

拒絶理由通知書 特許庁から貸与 Ｇｏｏｇｌｅ

翻訳 
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 ＜人手による評価基準＞ 

 前記＜機械翻訳文作成＞で作成した３セットの機械翻訳文について、人手により「内容

の伝達レベルの評価」及び「重要技術用語の翻訳精度の評価」の観点での「相対評価」を

行った。基準翻訳文を作成した者でない評価者２名以上により評価を行い、平均値を評価

結果とした。「重要技術用語の翻訳精度」の評価対象となる技術用語は、３５技術分野ごと

に抽出した公開特許公報６文献の中から、各技術分野１０語ずつを選択し、それらについ

て評価をした。評価者は英語の技術用語に精通した１０名で実施した。 

 

 「内容伝達レベルの評価」 

 内容の伝達レベルの評価は評価対象文に対し、５段階評価を行った。内容の伝達レベル

の評価基準を表２．２．７－１－ａ－７に示す。 

 

表２．２．７－１－ａ－７ 内容の伝達レベルの評価基準 

評価 内容 範囲 

5 すべての重要情報が正確に伝達されている。 100％ 

4 ほとんどの重要情報は正確に伝達されている。 80％～ 

3 半分以上の重要情報は正確に伝達されている。 50％～ 

2 いくつかの重要情報は正確に伝達されている。 20％～ 

1 
文意がわからない、若しくは正確に伝達されている重要情報は

ほとんどない。 
～20％ 

 

 結果を数値で比較する場合、特許庁評価手順ｐ１３においてスコア化することが求めら

れている。ここでは本調査におけるスコア化を説明する。 

 本調査では文長別平均点の単純な平均点を「内容伝達レベルの評価」の評価値とする。

その理由は本調査で定めた短中長の定義が公開特許公報から得られる文数の分布を基に短

文３３％：中文３４％：長文３３％となるように短中長文の文長を決めたためである（＜

評価対象日本語原文抽出＞を参照のこと）。したがって文長による補正は不要である。 

 今回の内容の伝達レベルの評価のスコアは評価値５と４の文数の割合とする。この理由

は評価値３の場合、半分程度の重要情報が失われているため、読みにくく技術の理解に耐

えないと見なした。 
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 「重要技術用語の翻訳精度の評価」 

 重要技術用語の翻訳精度評価は、各技術分野１０語ずつ重要技術用語を選択し、選択し

た用語の翻訳品質評価を行った。重要技術用語の評価基準を表２．２．７－１－ａ－８に

示す。 

 

表２．２．７－１－ａ－８ 重要技術用語の評価基準 

評価 内容 

A（適訳語） 人手翻訳に照らし、技術的に同義かつ一般的に用いられる訳語である。 

B（可訳語） 技術用語として一般的に用いられる訳語でないが、意味はおおむね正しい。 

C（誤訳語） 誤訳である。 

D（不訳語） 未知語、訳漏れである。 

 

 評価対象の重要技術用語の総数をカウントした後に各重要技術用語の評価結果ＡからＤ

を集計し、総数を母数として以下の数値を算出する。 

 ・適訳率＝評価Ａ（適訳）の語数÷「重要技術用語」総数 

 ・可訳率＝評価Ｂ（可訳）の語数÷「重要技術用語」の語数÷総数 

 ・誤訳率＝評価Ｃ（誤訳）の語数÷「重要技術用語」の語数÷総数 

 ・不訳率＝評価Ｄ（不訳）の語数÷「重要技術用語」の語数÷総数 

 上記４つの率を用いて重要技術用語の翻訳精度を算出し、５点満点の評価値に換算する。 

 

 上記の定義では、重要技術用語のスコア化に具体的な計算式を示していないが、これは、

スコア換算の際は、有用性を評価する用途に応じて、各評価値に対して異なる重み付けを

適宜行う必要があるためである。 

 今回のスコア定義では日本語から円滑に連想できる用語を高得点にするため、適訳語Ａ

を満点の５点、可訳語Ｂを４点、誤訳語Ｃと不訳語Ｄは共に０点とした。なお、大部分の

分野と機械翻訳結果において評価ＣとＤの頻度は合わせて２０％以下であった。また、本

調査の評価値はＡが８０％、Ｂが１０％以上であった。したがって、重要技術用語のスコ

アはおおよそ５×８０％  ＋ ４×１０％ ＋０×１０％  ＝ ４．４程度である。 

 

 ＜自動評価＞ 

 評価対象となる機械翻訳文について、３種類の自動評価手法「ＢＬＥＵ」、「ＮＩＳＴ」、

「ＲＩＢＥＳ」を用いて自動評価した。これら３種類の自動評価手法は基準翻訳文と機械

翻訳結果の文の用語を比較してスコア化する。 
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（ｂ）評価結果 

 ＜人手による評価結果＞ 

 「公開公報と拒絶理由」 

 本調査の評価対象文は公開特許公報から取得した文と拒絶理由通知書から取得した文

から成る。図２．２．７－１－ｂ－１にそれぞれの「内容の伝達レベル」の評価結果を

示す。下記のグラフは評価５の文数、評価４の文数、評価３の文数、評価２の文数、評

価１の文数を下から積み上げて全体で１００％とした。 

 

図２．２．７－１－ｂ－１ 内容の伝達レベル（公報と拒絶理由） 

出典：「平成27年度 特許審査関連情報の日英機械翻訳文の品質評価に関する調査報告書」 

 

 上記グラフは左からＪ－ＰｌａｔＰａｔ、Ｇｏｏｇｌｅ翻訳、みんなの翻訳を示し、機

械翻訳毎に公開特許公報から取得した評価文、拒絶理由通知書から取得した評価文の評価

結果となる。グラフの各帯は「内容の伝達レベル」の評価値５を一番下にして順に積み重

ねている。例えば、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔの公開公報の「内容の伝達レベル」５は評価文全

体のおよそ２０％である。 

評価値４以上（ほとんど重要情報は正確に伝達されている～すべての重要情報が正確に伝

達されている）を見ると、公開公報の評価文において、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔは５０％弱、

Ｇｏｏｇｌｅ翻訳は３０％強、みんなの翻訳では４０％強となった。拒絶理由通知書では

評価値４以上の文がＪ－ＰｌａｔＰａｔは２０％強、Ｇｏｏｇｌｅ翻訳、みんなの翻訳と

もに１０％未満となった。 

 以上の結果から、拒絶理由通知書の翻訳精度が公開公報の翻訳精度に比べて低いことが

分かった。 
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 「項目（要約、請求項、詳細な説明、拒絶理由）別」 

 本調査の評価対象文は、公開特許公報の「要約」、「請求項」、「詳細な説明」から取得し

たものと、拒絶理由通知書から取得したものから構成されている。これら項目別に評価結

果を集計したものを図２．２．７－１－ｂ－２に示す。 

 

図２．２．７－１－ｂ－２ 内容の伝達レベル（項目別） 

出典：「平成27年度 特許審査関連情報の日英機械翻訳文の品質評価に関する調査報告書」 

 

 項目別に各機械翻訳の翻訳精度を評価値４以上の割合で比較すると、要約はＪ－Ｐｌａ

ｔＰａｔの精度が５０％強で他の機械翻訳の３０％強に比べ精度が高い。請求項はＧｏｏ

ｇｌｅ翻訳が他の機械翻訳に比べ翻訳精度が低い。詳細な説明は、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔの

翻訳精度が高いが僅差である。拒絶理由は３つ全ての機械翻訳とも他の項目と比べて明ら

かに翻訳精度が低い。 

 これをルールベース翻訳と統計ベース翻訳の違いをあてはめて考えると、ルールベース

翻訳は辞書と文法に基づいて学習していない文に対応できるが、統計ベース翻訳は学習し

ていないタイプの文は翻訳精度が悪くなっていると考えられる。なお、統計ベース翻訳が

学習するコーパスの量は詳細な説明＞要約≧請求項＞拒絶理由と考えられる。この根拠は

拒絶理由の対訳コーパスが作成されていないこと、要約と請求項は国ごとに記述の傾向が

異なるため、パテントファミリーから正しい対訳が採用し辛いためである。 

  



 

119 
 

２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 「分野別」 

 次に技術分野別の重要技術用語の翻訳精度を表２．２．７－１－ｂ－１に示す。 

 参考までに技術分野とセクターの対応は表２．２．７－１－ｂ－２に示す。 

 

表２．２．７－１－ｂ－１ 重要技術用語（分野別） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
J-PlatPat 4.5 4.7 4.4 4.9 4.3 4.6 4.5 4.3 4.7 4.6 4.8 3.8 4.6
Espace 4.7 4.3 4.6 5.0 4.4 4.7 4.7 3.9 4.5 4.9 4.8 4.1 4.6
NICT 4.6 4.7 4.8 4.4 4.4 5.0 4.9 4.5 4.6 4.7 4.6 4.5 4.1

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
J-PlatPat 4.1 4.5 4.5 5.0 4.8 5.0 4.8 4.9 4.5 4.6 4.6
Espace 4.9 4.5 4.5 5.0 4.4 5.0 5.0 5.0 4.9 4.9 5.0
NICT 4.8 4.8 5.0 5.0 4.3 5.0 4.9 4.9 4.9 4.6 4.8

25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35
J-PlatPat 4.3 5.0 5.0 4.9 4.6 4.9 4.6 4.8 4.5 5.0 4.8
Espace 4.4 4.9 4.4 4.6 4.9 4.9 4.4 3.2 5.0 4.0 4.6
NICT 4.3 4.6 4.9 4.4 5.0 4.9 4.9 5.0 4.9 4.0 4.3  

 

出典：「平成27年度 特許審査関連情報の日英機械翻訳文の品質評価に関する調査報告書」 

 

表２．２．７－１－ｂ－２ 技術分野とセクター 

＃ セクター名 35分類との対応 

１ Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ

（電気工学） 
1～8 

２ Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ（機器） 9～13 

３ Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ（化学） 14～24 

４ Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ

（機械工学） 
25～32 

５ Ｏｔｈｅｒ ｆｉｅｌｄｓ（その他） 33～35 

 

出典：「平成27年度 特許審査関連情報の日英機械翻訳文の品質評価に関する調査報告書」 

 

 表２．２．７－１－ｂ－１は１から３５分野を横にならべ、機械翻訳の種類を縦にした

表である。横に長いのでセクター単位が分かるように改行している。色付けしたセルは各

機械翻訳のスコア下位１０％を示す。 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔは分野１２、１４、２５のスコアが低いことを示すが、最低スコア

は分野１２の３．８である。Ｇｏｏｇｌｅ翻訳は分野８、３２、３４のスコアが低く最低

スコアは分野３２の３．２である。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 分野３２(Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ)」の評価結果を見ると、Ｇｏｏｇｌｅ翻訳以外の重要技

術用語のスコアは４．８と５．０なので、分野３２(Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ)の技術用語の翻

訳に問題があるのはＧｏｏｇｌｅ翻訳だけである。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 ＜自動評価結果の分析＞ 

 「公開公報と拒絶理由」 

 評価対象の公開公報、拒絶理由通知書について、自動評価を行った結果を下記図２．２．

７－１－ｂ－３、図２．２．７－１－ｂ－４、図２．２．７－１－ｂ－５、図２．２．７

－１－ｂ－６に示す。 

 

図２．２．７－１－ｂ－３ 内容の伝達レベル（公開公報、拒絶理由通知書） 

出典：「平成27年度 特許審査関連情報の日英機械翻訳文の品質評価に関する調査報告書」 

 

 

図２．２．７－１－ｂ－４ 自動評価（公開公報、拒絶理由通知書）（ＢＬＥＵ） 

出典：「平成27年度 特許審査関連情報の日英機械翻訳文の品質評価に関する調査報告書」 

 



 

122 
 

２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 

図２．２．７－１－ｂ－５ 自動評価（公開公報、拒絶理由通知書）（ＮＩＳＴ） 

出典：「平成27年度 特許審査関連情報の日英機械翻訳文の品質評価に関する調査報告書」 

 

  

図２．２．７－１－ｂ－６ 自動評価（公開公報、拒絶理由通知書）（ＲＩＢＥＳ） 

出典：「平成27年度 特許審査関連情報の日英機械翻訳文の品質評価に関する調査報告書」 

 

 各グラフは縦軸に自動評価値、横軸に各機械翻訳システムを取った。自動評価手法のＢ

ＬＥＵとＲＩＢＥＳの評価値は０．０から１．０までの値となり１．０に近づくほど評価

値が良いことを意味する。ＮＩＳＴは０．０以上の実数で１．０を越えて大きくなり、評

価値の値が大きいほど評価値が良いことを意味する。 

 公開公報では自動評価手法による若干の差は見られるが、全体として各翻訳精度の大き

な差や傾向は見られなかった。 

 拒絶理由通知書ではどの評価手法をとってもＪ－ＰｌａｔＰａｔの翻訳精度が高くなっ

ている。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 「項目（要約、請求項、詳細な説明、拒絶理由通知）別」 

 自動評価結果を項目別に集計した結果を図２．２．７－１－ｂ－７、図２．２．７－１

－ｂ－８、図２．２．７－１－ｂ－９、図２．２．７－１－ｂ－１０に示す。 

 

図２．２．７－１－ｂ－７ 内容の伝達レベル（項目別） 

出典：「平成27年度 特許審査関連情報の日英機械翻訳文の品質評価に関する調査報告書」 

 

 

図２．２．７－１－ｂ－８ 自動評価（項目別）（ＢＬＥＵ） 

出典：「平成27年度 特許審査関連情報の日英機械翻訳文の品質評価に関する調査報告書」 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 

 

図２．２．７－１－ｂ－９ 自動評価（項目別）（ＮＩＳＴ） 

出典：「平成27年度 特許審査関連情報の日英機械翻訳文の品質評価に関する調査報告書」 

 

 

 

図２．２．７－１－ｂ－１０ 自動評価（項目別）（ＲＩＢＥＳ） 

出典：「平成27年度 特許審査関連情報の日英機械翻訳文の品質評価に関する調査報告書」 

 

 ＢＬＥＵ、ＮＩＳＴでは前記人手による評価の結果と同様に詳細な説明の翻訳精度が高

く、要約の翻訳精度が低い傾向が見られた。ＲＩＢＥＳではＧｏｏｇｌｅ翻訳の請求項の

翻訳精度が他に比べ翻訳精度が低い傾向が見られた。拒絶理由は全ての自動評価値でＪ－

ＰｌａｔＰａｔが優れている。これは拒絶理由が他の項目と違う傾向の文であることを示

している。 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

（ｃ）翻訳精度向上の運用概要 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔの機械翻訳における翻訳精度向上に関する翻訳エンジンの辞書登

録ツールの運用形態を図２．２．７－１－ｃ－１に示す。 

 

 

図２．２．７－１－ｃ－１ 翻訳エンジンの辞書登録ツールの運用形態 

 

  

フィードバック収集 
フィードバック内容の

確認・訳質改善検討 

＜内容＞ 

・人手による内容の確認 

・訳質検討 

辞書登録内容一覧作成 ＜内容＞ 

・フィードバック辞書登

録一覧の作成 

・訳質検討 

＜内容＞ 

・AIPN フィードバック

辞書登録一覧のエント

リを辞書登録ツールに

入力 

・辞書登録ツールの訳出

表示を確認 

フィードバック辞書

登録一覧（Excel） 

辞書登録ツールによる

辞書登録 

稼動確認機での確認 ＜内容＞ 

・更新したフィードバッ

ク辞書を稼動確認機に

登録 

・フィードバック指摘の

文献による訳出確認 

（内容） 
・原文見出し（日本語） 
・対訳英語 
・品詞 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

（ｄ）翻訳精度向上の運用スケジュール 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔの機械翻訳における翻訳精度向上に関する運用スケジュールを表

２．２．７－１－ｄ－１に示す。 

 

表２．２．７－１－ｄ－１ 翻訳精度向上に関する運用スケジュール 

業務 4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 

フィードバック辞書更新             

未知語辞書登録 ▼      ▼      

 

（２）ＯＰＤ 

 ＯＰＤでは、機械翻訳機能を保持しておらず、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔにて機械翻訳を実施

しているため、翻訳精度については、２．２．７（１）Ｊ－ＰｌａｔＰａｔにおける翻訳

精度に準ずる。 

 

（３）ＡＩＰＮ 

 ＡＩＰＮでは、機械翻訳機能を保持しておらず、Ｊ－ＰｌａｔＰａｔにて機械翻訳を実

施しているため、翻訳精度については、２．２．７（１）Ｊ－ＰｌａｔＰａｔにおける翻

訳精度に準ずる。 

  

収集 

修正 
/適用

収集 
1 回目

収集

修正 
/適用 

収集

修正 
/適用 

収集 

修正 
/適用

収集 

修正 
/適用

収集 

修正 
/適用

収集 

修正 
/適用

収集

修正 
/適用

収集 

修正 
/適用

収集 

修正 
/適用

収集 

修正 
/適用

収集 

修正 
適用 

変更内容

確認 

収集結果確認、検討・修正 収集 
2 回目
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

（４）中韓文献翻訳・検索システム 

（ａ）評価方法 

 中国文献、韓国文献における機械翻訳精度の評価における運用及び翻訳精度に関する

評価方法を表２．２．７－４－ａ－１に示す。 

 

表２．２．７－４－ａ－１ 運用及び翻訳精度に関する評価方法 

＃ 対象 翻訳精度の評価運用 評価方法 

１ 中国語→日本語 訳質向上業務 人手による評価用例文８００

文及び分析開発用例文６００

文による以下の評価 

・未知語発生数／発生率 

・誤訳発生数／発生率 

・伝達度 

・技術用語誤り数（※） 

２ 中国語→日本語 辞書作成事業 

※中韓文献翻訳・検索システムとは

別事業であり、平成２７年度は以

下。 

「中国特許文献の機械翻訳品質評

価及び辞書整備に関する調査」 

人手による評価用例文７００

文の以下の評価 

・内容の伝達レベル 

・重要技術用語の翻訳精度 

自動による評価用例文７００

文の以下の評価 

・ＢＬＥＵ値 

・ＲＩＢＥＳ値 

※分野はＷＩＰＯが作成した

「Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｃ

ｏｎｃｏｒｄａｎｃｅ Ｔａ

ｂｌｅ」に基づいた３５技術

分野（１技術分野２文ずつ） 

３ 韓国語→日本語 訳質向上業務 人手による評価用例文８００

文及び分析開発用例文６００

文による以下の評価 

・未知語発生数／発生率 

・誤訳発生数／発生率 

・伝達度 

・技術用語誤り数（※） 

※分野は以下４分野から選定 

 化学、電気、機械、物理 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 

（ｂ）評価結果 

①中国語→日本語訳質向上業務（最新は２０１５年１２月報告分） 

評価結果を表２．２．７－４－ｂ－１、表２．２．７－４－ｂ－２に示す。 

 

表２．２．７－４－ｂ－１ 中国語→日本語訳質向上業務の評価結果（分析開発用例文） 

項目 
未知語 誤訳 

伝達度 
発生数 発生率 発生数 発生率 

2015 年 

4-9 月 

369 語/600 文 33.3% 2130 個/600 文 98.7% 32.2% 

(200 文/600 文) (592/600 文) 

2015 年 

12 月 

0 語/600 文 0.0% 318 個/600 文 39.3% 83.7% 

(0 文/600 文) (236/600 文) 

 

表２．２．７－４－ｂ－２ 中国語→日本語訳質向上業務の評価結果（評価専用例文） 

項目 
未知語 誤訳 

伝達度 
技術用語 

誤り数 発生数 発生率 発生数 発生率 

2013 年 

5 月 

2 語 

/150 文 

 

1.3% 432 個 

/150 文 

 

94.0% 47.5% 

 

202 語 

/400 語 

 

(2 文 

/150 文) 

(141 文 

/150 文) 

目標 92 語以下

/800 文 

--- --- 68.6%以下 53.2% 

以上 

134 語以下 

/400 語 

2014 年 

12 月 

27 語 

/800 文 

3.1% 764 語 

/800 文 

62.0% 68.4% 80 語 

/400 語 (25 文 

/800 文) 

(496 文 

/800 文) 

2015 年 

6 月 

27 語 

/800 文 

3.1% 758 語 

/800 文 

62.0% 68.5% 77 語 

/400 語 (25 文 

/800 文) 

(496 文 

/800 文) 

2015 年 

12 月 

26 語 

/800 文 

 

3.1% 755 語 

/800 文 

 

61.5% 68.9% 

 

77 語 

/400 語 

 

(25 文 

/800 文) 

(492 文 

/800 文) 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 評価項目について表２．２．７－４－ｂ－３に示す。 

 

表２．２．７－４－ｂ－３ 評価項目 

＃ 評価項目 説明 

１ 未知語発生数／発生率 機械翻訳を実施した際に、未知語として検出した語の数（延べ

数）／評価対象文における未知語を１語以上含む文の割合 

２ 誤訳発生数／発生率 評価対象文おける誤訳の数（延べ数）／評価対象文において、

誤訳を含む文の割合 

３ 伝達度 人が読んだ際にどの程度内容を理解できるか（1～5 全てを計

算に使用） 

４ 技術用語誤り数 評価対象文において、正しく翻訳できていない技術用語の数 

  



 

130 
 

２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

②国語→日本語辞書作成事業 

 平成２７年度については、本システムの翻訳文と国立研究法人情報通信研究機構が

ｗｅｂにて提供している「みんなの自動翻訳＠ＴｅｘＴｒａⓇ」（統計翻訳エンジン）

による比較を行っている。評価結果を表２．２．７－４－ｂ－４、表２．２．７－４

－ｂ－５に示す。 

 

表２．２．７－４－ｂ－４ 中国語→日本語辞書作成事業の評価結果（人手評価） 

項目 内容の伝達レベル（平均） 
重要技術用語の翻訳精

度 

本システムの機械翻訳文 3.15 適訳語：69.8% 

加訳語：10.1% 

誤訳語：16.5% 

不訳語：3.6% 

みんなの自動翻訳＠ＴｅｘＴｒａⓇ 3.87 適訳語：82.7% 

加訳語：6.0% 

誤訳語：7.6% 

不訳語：3.8% 

 

表２．２．７－４－ｂ－５ 中国語→日本語辞書作成事業の評価結果（自動評価） 

項目 ＢＬＥＵ ＲＩＢＥＳ 

本システムの機械翻訳文 0.2020 0.7724 

みんなの自動翻訳＠ＴｅｘＴｒａⓇ 0.2593 0.8022 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 評価項目について表２．２．７－４－ｂ－６に示す。 

 

表２．２．７－４－ｂ－６ 評価項目 

＃ 評価項目 説明 

１ 内容の伝達レベル 5…すべての重要情報が正確に伝達されている。（100%） 

4…ほとんどの重要情報は正確に伝達されている。（80%～） 

3…半分以上の重要情報は正確に伝達されている。（50%～） 

2…いくつかの重要情報は正確に伝達されている。（20％～） 

1…文意がわからない、若しくは正確に伝達されている重要情

報はほとんどない。（～20%） 

２ 重要技術用語の翻訳精

度 

A（適訳語）…人手翻訳に照らし、技術的に同義かつ一般的に

用いられる訳語である。 

B（可訳語）…技術用語として一般的に用いられる訳語ではな

いが、意味はおおむね正しい。 

C（誤訳語）…誤訳である。 

D（不訳語）…未知語、訳漏れである。 

３ ＢＬＥＵ 

 

 

p(n)は翻訳結果の形態素１～４個の連続した並びがどのくら

い参照訳に一致するかという適合率の相乗平均 

 

BP は再現率を考慮しないで生じる問題を回避するためのペナ

ルティ 

４ ＲＩＢＥＳ 原言語若しくは目的言語が日本語となる翻訳において、従来の

機械評価よりも人手評価と高い相関性を示すことが知られて

おり、ＮＴＣＩＲ９の自動翻訳タスクで自動評価基準として採

用されている 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 

③ 韓国語→日本語訳質向上業務（最新は２０１６年３月報告分） 

 評価結果を表２．２．７－４－ｂ－７、表２．２．７－４－ｂ－８に示す。 

 

表２．２．７－４－ｂ－７ 韓国語→日本語訳質向上業務の評価結果（分析開発用例文） 

項目 
未知語 誤訳 

伝達度 
発生数 発生率 発生数 発生率 

2015 年 

7-12 月 

1240語/600文 76.0% 1090 個/600 文 61.8% 68.6% 

(456 文/600 文) (371 文/600 文) 

2016 年 

3 月 

23 語/600 文 3.7% 390 個/600 文 39.2% 90.1% 

(22 文/600 文) (235 文/600 文) 

 

表２．２．７－４－ｂ－８ 韓国語→日本語訳質向上業務の評価結果（評価専用例文） 

項目 
未知語 誤訳 

伝達度 
技術用語 

誤り数 発生数 発生率 発生数 発生率 

2013 年 

5 月 

73 語 

/150 文 

26.7% 230 個 

/150 文 

64.7% 75.5% 151 語 

/400 語 (40 文 

/150 文) 

(97 文 

/150 文) 

目標 325 語以下 

/800 文 

23.3%以下 --- 56.0%以下 77.8%以

上 

150 語以下 

/400 語 

2014 年 

8 月 

22 語 

/800 文 

2.1% 300 個 

/800 文 

25.5% 89.0% 68 語 

/400 語 (17 文 

/800 文) 

(204 文 

/800 文) 

2015 年 

9 月 

18 語 

/800 文 

1.8% 288 語 

/800 文 

24.1% 89.3% 66 語 

/400 語 (14 文 

/800 文) 

(193 文 

/800 文) 

2016 年 

3 月 

17 語 

/800 文 

1.6% 279 語 

/800 文 

23.3% 89.5% 66 語 

/400 語 (13 文 

/800 文) 

(186 文 

/800 文) 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 評価項目について表２．２．７－４－ｂ－９に示す。 

 

表２．２．７－４－ｂ－９ 評価項目 

＃ 評価項目 説明 

１ 未知語発生数／発生率 機械翻訳を実施した際に、未知語として検出した語の数（延べ

数）／評価対象文における未知語を１語以上含む文の割合 

２ 誤訳発生数／発生率 評価対象文おける誤訳の数（延べ数）／評価対象文において、

誤訳を含む文の割合 

３ 伝達度 人が読んだ際にどの程度内容を理解できるか（1～5 全てを計

算に使用） 

４ 技術用語誤り数 評価対象文において、正しく翻訳できていない技術用語の数 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

（ｃ）翻訳精度向上の運用概要 

 中韓文献翻訳・検索システムで実施している翻訳精度向上の運用の概要を表２．２．

７－４－ｃ－１に示す。 

 

表２．２．７－４－ｃ－１ 翻訳精度向上の運用の概要 

＃ 業務名 作業内容 概要 

１ 訳質向上業務 誤訳パトロール ユーザによる誤訳報告及び機械翻訳

における未知語ログから誤訳の分析

を実施 

２ 未知語訳付け 誤訳パトロールの結果及び貸与辞書

の評価結果から未知語の訳付けを実

施 

３ 辞書取込 貸与辞書について翻訳エンジンへの

取り込みを実施 

４ 翻訳エンジン調整 未知語訳付け・辞書取込後に誤訳の分

析を行い、訳付け等のチューニングを

行い、翻訳エンジンの更新版のインス

トールを行う 

５ 再翻訳業務 再翻訳作業 ２０１６年度においては、過去分全件

の再翻訳を実施する 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

（ｄ）翻訳精度向上の運用スケジュール 

 中韓文献翻訳・検索システムで実施している翻訳精度向上の運用の実施スケジュール

について、２０１５年度の実績を図２．２．７－４－ｄ－１、図２．２．７－４－ｄ－

２、図２．２．７－４－ｄ－３に示す。 

 

図２．２．７－４－ｄ－１ 中国語→日本語訳質向上業務 

＃ 項目 ４月 ７月 １０月 １月 

１ イベント  

 

 

   

２ 辞書取込     

３ 翻訳エンジン調整     

４ 精度評価     

５ 誤訳パトロール     

６ 未知語訳付け     

 

▲辞書貸与 ▲報告会 ▲報告会 

▲辞書・翻訳エンジン 
インストール 

次年度へ 

▲辞書・翻訳エンジン 
インストール 
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２．現行システムの機械翻訳に係る調査結果 

２．２．調査結果 

２．２．７．翻訳精度 

 

図２．２．７－４－ｄ－２ 中国語→日本語辞書作成事業 

 

 

図２．２．７－４－ｄ－３ 韓国→日本語訳質向上業務 

 

＃ 項目 ４月 ７月 １０月 １月 

１ 中国語原文、基準翻

訳文及び評価対象の

機械翻訳文の作成 

    

２ 人手評価と自動評

価、評価の分析、品

質評価手順 

    

３ 作業用ツールの整備     

４ 対訳コーパス作成     

５ 対訳コーパスから対

訳辞書データの作成 

    

６ 未知語訳付けによる

対訳辞書データの作

成 

    

７ 統合した対訳辞書デ

ータの作成 

    

８ 対訳辞書データの分

析 

    

９ 作業報告書     

 

＃ 項目 ４月 ７月 １０月 １月 

１ イベント  

 

 

   

２ 翻訳エンジン調整     

３ 精度評価     

４ 誤訳パトロール     

５ 未知語訳付け     

 

報告会▲ ▲報告会 

▲辞書・翻訳エンジン 
インストール 

▲辞書・翻訳エンジン 
インストール 
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３．現行システムにおける翻訳システムの課題や問題点の分析 

 

 

３．現行システムにおける翻訳システムの課題や問題点の分析 

 現行システムにおける翻訳システムの課題・問題点の分析は各システムの現状問題視し

ている事象（ＡｓＩｓ）とその理由、本来あるべき姿（ＴｏＢｅ）を整理し、ＡｓＩｓと

ＴｏＢｅのギャップを埋めるためのシステム対応案とシステム対応案を実施するために課

題となる事項について整理する。ＡｓＩｓ・ＴｏＢｅの概念を図３に示す。 

 

 

図３ ＡｓＩｓ・ＴｏＢｅ概念  

 

 

 

 
問題解決の過程で 

発生する課題 

時間 

業務効率性 
迅速性 

ＴｏＢｅ（あるべき姿）

ＡｓＩｓ（現在の状態、問題視している事項）
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３．現行システムにおける翻訳システムの課題や問題点の分析 

 

 

３．１．Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ 

 Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムにおける各業務の課題・問題点の分析結果を「別紙３．１

－１ 課題分析表」に示す。 

 

３．２．ＯＰＤ 

 ＯＰＤシステムにおける各業務の課題・問題点の分析結果を「別紙３．２－１ 課題分

析表」に示す。 

 

３．３．ＡＩＰＮ 

 ＡＩＰＮシステムにおける各業務の課題・問題点の分析結果を「別紙３．３－１ 課題

分析表」に示す。 

 

３．４．中韓文献翻訳・検索システム 

 中韓文献翻訳・検索システムにおける各業務の課題・問題点の分析結果を「別紙３．４

－１」に示す。 

 

 



別紙　２．２．１－１－ｃ－１　Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムのソフトウェア構成一覧

＃ 区分 ソフトウェア名 バージョン OSS/商用 ライセンス数
ライセンス

体系
使用用途

1 OS Oracle Solaris 11.1 商用 3 サーバライセンス ソフトウェアを稼働させるためにコンピュータを管理するOS

2 WEB Apache 2.4.9 OSS - -(OSS)
Apache HTTP Serverを指し、インターネットでサービスを提供するため
にhttpで情報送信機能を持ったMW

3 WEB Tomcat 7.0.53 OSS - -(OSS)
Apache Tomcatを指し、ユーザからの要求を受け付けて、データベースな
どの業務システムの処理に橋渡しする機能を持ったアプリケーション
サーバ

4 イメージ変換 イメージプロセッサライブラリ／Ｓ 3.1 商用 3 サーバライセンス イメージ（画像）を拡大、回転、縮小等を行うためのMW

5 OLTP uCosminexus TP1/Client/W V7 商用 3 サーバライセンス
オープンシステム上でオンライントランザクション処理（OLTP）を実行
する為のMW

6 障害監視 JP1/Base V10 商用 3 プロセッサライセンス
JP1/Baseを指し、サーバの障害や稼働を監視するために、JP1製品の基盤
となる機能を提供するMW

7 改ざん検知 Tripwire Enterprise Universal版 8.2 商用 3 サーバライセンス
外部からの改ざんを検知するためのMW
（別途、サーバ機能用ライセンス１式が必要）

8 翻訳 The翻訳エンタープライズ 16 商用 12 プロセッサライセンス
The翻訳エンタープライズ V16 特許パック 英日/日英
日本語←→英語への翻訳を行うためのMW
（別途、特許パック、APIライセンス3式が必要）



別紙　２．２．１－１－ｄ－１　J-PlatPatシステムのＷＦＡ

別紙　２．２．１－１－ｄ－１　J-PlatPatシステムのＷＦＡ（１）

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

（
英
語
版

）
　
番
号
照
会

業
務
名

一般ユーザ 特許庁 J-PlatPatサービス

（海外） 共通特実検索システム（照会部分） J-PlatPatサービス事業者 J-PlatPatシステム

文献取得処理

文献照会結果

文献照会要求
文献照会

詳細表示要求

詳細表示結果

照会処理

文献データ

（特許、実用）

照会結果編集処理

照会処理

詳細画面編集処理

日英翻訳処理

翻訳辞書データ

文献データ

（意匠）

番号索引データ

（特許、実用）

（意匠）

文献データ

（審決）

未知語ログ

手作業 コンピュータ処理 コンピュータ画面 データ 業務の流れ データの流れ

※別紙 ２．２．１－１－ｄ－１

Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムのＷＦＡ（３）

『訳出改善（未知語登録）』へ

照会結果

詳細表示

A

番号一覧データ

（審決）



別紙　２．２．１－１－ｄ－１　J-PlatPatシステムのＷＦＡ

別紙　２．２．１－１－ｄ－１　J-PlatPatシステムのＷＦＡ（２）

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

（
英
語
版

）
　
分
類
検
索

業
務
名

一般ユーザ 特許庁 J-PlatPatサービス

（海外） 共通特実検索システム（照会部分） J-PlatPatサービス事業者 J-PlatPatシステム

文献取得処理

検索結果

分類検索要求
分類検索

詳細表示要求

詳細表示確認

検索処理

文献データ

（特許、実用）

検索結果編集処理

照会処理

詳細画面編集処理

日英翻訳処理

翻訳辞書データ

検索キーデータ

（特許、実用）

未知語ログ

手作業 コンピュータ処理 コンピュータ画面 データ 業務の流れ データの流れ

※別紙 ２．２．１－１－ｄ－１

Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステムのＷＦＡ（３）

『訳出改善（未知語登録）』へ

検索結果

詳細表示

A



別紙　２．２．１－１－ｄ－１　J-PlatPatシステムのＷＦＡ

別紙　２．２．１－１－ｄ－１　J-PlatPatシステムのＷＦＡ（３）

訳
出
改
善

（
未
知
語
登
録

）

業
務
名

海外知財庁 特許庁 J-PlatPatサービス

審査官 情報技術統括室特許情報利用推進班 J-PlatPatサービス事業者 J-PlatPatシステム

未知語データ収集

未知語登録内容検討

辞書データ作成

未知語ログ

翻訳辞書データ

（未知語含む）

未知語翻訳辞書

データ

（拡張UPF形式）

翻訳辞書データ

（未知語含む）

※年２回抽出

※年２回の抽出結果から

5000語を辞書登録する。

※年１回納品

※年１回更新

未知語辞書納品

未知語辞書適用

手作業 コンピュータ処理 コンピュータ画面 データ 業務の流れ データの流れ

翻訳辞書データ

A



別紙　２．２．１－２－ｃ－１　ＯＰＤシステム<機械翻訳機能>のソフトウェア構成一覧

＃ 区分 ソフトウェア名 バージョン OSS/商用 ライセンス数
ライセンス

体系
使用用途

1 OS Oracle Solaris 11.1 商用 1 サーバライセンス ソフトウェアを稼働させるためにコンピュータを管理するOS

2 WEB Apache 2.4.9 OSS - -(OSS)
Apache HTTP Serverを指し、インターネットでサービスを提供するため
にhttpで情報送信機能を持ったMW

3 WEB Tomcat 7.0.53 OSS - -(OSS)
Apache Tomcatを指し、ユーザからの要求を受け付けて、データベースな
どの業務システムの処理に橋渡しする機能を持ったアプリケーション
サーバ

4 イメージ変換 イメージプロセッサライブラリ／Ｓ 3.1 商用 1 サーバライセンス イメージ（画像）を拡大、回転、縮小等を行うためのMW

5 OLTP uCosminexus TP1/Client/W V7 商用 1 サーバライセンス
オープンシステム上でオンライントランザクション処理（OLTP）を実行
する為のMW

6 障害監視 JP1/Base V10 商用 1 プロセッサライセンス
JP1/Baseを指し、サーバの障害や稼働を監視するために、JP1製品の基盤
となる機能を提供するMW

7 改ざん検知 Tripwire Enterprise Universal版 8.2 商用 1 サーバライセンス
外部からの改ざんを検知するためのMW
（別途、サーバ機能用ライセンス１式が必要）

8 翻訳 The翻訳エンタープライズ 16 商用 4 プロセッサライセンス
The翻訳エンタープライズ V16 特許パック 英日/日英日本語←→英語へ
の翻訳を行うためのMW
（別途、特許パック、APIライセンス1式が必要）



別紙　２．２．１－２－ｄ－１ ＯＰＤシステム＜機械翻訳機能＞のＷＦＡ

別紙　２．２．１－２－ｄ－１　ＯＰＤシステム<機械翻訳機能>のＷＦＡ（１）

海外知財庁／JPO公衆 特許庁 J-PlatPatサービス

審査官／一般ユーザ ＯＰＤシステム<オンライン機能> XML書類管理サーバ J-PlatPatサービス事業者 J-PlatPatシステム（ＯＰＤシステム<機械翻訳機能>）

業
務
名

Ｏ
Ｐ
Ｄ
シ
ス
テ
ム

<

機
械
翻
訳
機
能

>

　
書
類
一
覧

照会処理

包袋情報データ

（一覧情報）

包袋情報取得処理

日英翻訳処理

翻訳辞書データ

未知語ログ

包袋情報データ

（書類実体）

書類一覧編集処理

翻訳前処理

包袋情報データ

（書類実体）

包袋情報データ

（書類実体）

包袋情報データ

（書類実体）

手作業 コンピュータ処理 コンピュータ画面 データ 業務の流れ データの流れ

※別紙 ２．２．１－２－ｄ－１ ＯＰＤシステム

＜機械翻訳機能＞のＷＦＡ（３）

『訳出改善（未知語登録）』へ

書類一覧取得要求

※キャッシュ無し時のみ

書類一覧応答

A

※tarアーカイブ＋gzip圧縮で一括取得

※gzip解凍+tarアーカイブ展開して

キャッシュ化



別紙　２．２．１－２－ｄ－１ ＯＰＤシステム＜機械翻訳機能＞のＷＦＡ

別紙　２．２．１－２－ｄ－１　ＯＰＤシステム<機械翻訳機能>のＷＦＡ（２）

海外知財庁／JPO公衆 特許庁 J-PlatPatサービス

審査官／一般ユーザ ＯＰＤシステム<オンライン機能> XML書類管理サーバ J-PlatPatサービス事業者 J-PlatPatシステム（ＯＰＤシステム<機械翻訳機能>）

Ｏ
Ｐ
Ｄ
シ
ス
テ
ム

<

機
械
翻
訳
機
能

>

　
書
類
実
体

業
務
名

照会処理

包袋情報取得処理

日英翻訳処理

翻訳辞書データ

未知語ログ

書類編集処理

翻訳前処理

包袋情報データ

（書類実体）

包袋情報データ

（書類実体）

包袋情報データ

（書類実体）

手作業 コンピュータ処理 コンピュータ画面 データ 業務の流れ データの流れ

※別紙 ２．２．１－２－ｄ－１ ＯＰＤシステム

＜機械翻訳機能＞のＷＦＡ（３）

『訳出改善（未知語登録）』へ

書類実体取得要求

※キャッシュ化

書類実体応答

A



別紙　２．２．１－２－ｄ－１ ＯＰＤシステム＜機械翻訳機能＞のＷＦＡ

別紙　２．２．１－２－ｄ－１　J-PlatPatシステムのＷＦＡ（３）

業
務
名

J-PlatPatサービス

審査官 情報技術統括室特許情報利用推進班 J-PlatPatサービス事業者 J-PlatPatシステム

Ｏ
Ｐ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
　
訳
出
改
善

（
未
知
語
登
録

）

海外知財庁 特許庁

未知語翻訳辞書

データ

（拡張UPF形式）

未知語データ収集

未知語登録内容検討

辞書データ作成

未知語ログ

翻訳辞書データ

（未知語含む）

翻訳辞書データ

（未知語含む）

※年２回抽出

※年２回の抽出結果から

5000語を辞書登録する。

※年１回納品

※年１回更新

未知語辞書納品

未知語辞書適用

手作業 コンピュータ処理 コンピュータ画面 データ 業務の流れ データの流れ

翻訳辞書データ

A



別紙　２．２．１－３－ｃ－１　ＡＩＰＮシステムのソフトウェア構成一覧

＃ 区分 ソフトウェア名 バージョン OSS/商用 ライセンス数
ライセンス

体系
使用用途

1 OS Oracle Solaris 11.1 商用 2 サーバライセンス ソフトウェアを稼働させるためにコンピュータを管理するOS

2 WEB Apache 2.4.9 OSS - -(OSS)
Apache HTTP Serverを指し、インターネットでサービスを提
供するためにhttpで情報送信機能を持ったMW

3 WEB Tomcat 7.0.53 OSS - -(OSS)
Apache Tomcatを指し、ユーザからの要求を受け付けて、デー
タベースなどの業務システムの処理に橋渡しする機能を持っ
たアプリケーションサーバ

4 イメージ変換 イメージプロセッサライブラリ／Ｓ 3.1 商用 2 サーバライセンス イメージ（画像）を拡大、回転、縮小等を行うためのMW

5 OLTP uCosminexus TP1/Client/W V7 商用 2 サーバライセンス
オープンシステム上でオンライントランザクション処理
（OLTP）を実行する為のMW

6 障害監視 JP1/Base V10 商用 2 プロセッサライセンス
JP1/Baseを指し、サーバの障害や稼働を監視するために、JP1
製品の基盤となる機能を提供するMW

7 改ざん検知 Tripwire Enterprise Universal版 8.2 商用 2 サーバライセンス
外部からの改ざんを検知するためのMW
（別途、サーバ機能用ライセンス１式が必要）

8 翻訳 The翻訳エンタープライズ 16 商用 8 プロセッサライセンス
The翻訳エンタープライズ V16 特許パック 英日/日英日本語
←→英語への翻訳を行うためのMW
（別途、特許パック、APIライセンス2式が必要）



別紙　２．２．１－３－ｄ－１　ＡＩＰＮシステムのＷＦＡ

別紙　２．２．１－３－ｄ－１　ＡＩＰＮシステムのＷＦＡ（１）

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｎ
文
献
翻
訳
サ
ー
ビ
ス

業
務
名

一般ユーザ 特許庁 J-PlatPatサービス

（海外） 共通特実検索システム（照会部分） J-PlatPatサービス事業者 J-PlatPatシステム

文献取得処理

文献照会要求
文献照会

詳細表示結果

照会処理

文献データ

（特許、実用）

照会結果判定処理

詳細画面編集処理

日英翻訳処理

翻訳辞書データ

番号索引データ

（特許、実用）

未知語ログ

手作業 コンピュータ処理 コンピュータ画面 データ 業務の流れ データの流れ

※別紙 ２．２．１－３－ｄ－１ ＡＩＰＮシステムの

ＷＦＡ（３） 『訳出改善（未知語登録）』へ

詳細表示

A誤訳報告

誤訳フィードバック

処理
参考訳データ

（フィードバック

情報）

誤訳報告

B※別紙 ２．２．１－３－ｄ－１ ＡＩＰＮシステムの

ＷＦＡ（４） 『訳出改善（フィードバック登録）』へ



別紙　２．２．１－３－ｄ－１　ＡＩＰＮシステムのＷＦＡ

別紙　２．２．１－３－ｄ－１　ＡＩＰＮシステムのＷＦＡ（２）

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｎ
包
袋
翻
訳
サ
ー
ビ
ス

業
務
名

海外知財庁 特許庁 J-PlatPatサービス

審査官 XML書類管理サーバ J-PlatPatサービス事業者 J-PlatPatシステム（ＡＩＰＮ）

包袋照会要求
包袋照会

選択書類表示要求

書類一覧表

照会処理

包袋情報データ

（一覧情報）

包袋情報取得処理

書類一覧編集処理

日英翻訳処理

翻訳辞書データ

未知語ログ

包袋情報データ

（書類実体）

書類編集処理

翻訳前処理

包袋情報データ

（書類実体）

包袋情報データ

（書類実体）

包袋情報データ

（書類実体）

選択書類

誤訳報告

誤訳フィードバック

処理
参考訳データ

（フィードバック

情報）

誤訳報告

手作業 コンピュータ処理 コンピュータ画面 データ 業務の流れ データの流れ

※キャッシュ無し時のみ

A

B

※別紙 ２．２．１－３－ｄ－１ ＡＩＰＮシステムの

ＷＦＡ（３） 『訳出改善（未知語登録）』へ

※別紙 ２．２．１－３－ｄ－１ ＡＩＰＮシステムの

ＷＦＡ（４） 『訳出改善（フィードバック登録）』へ

※tarアーカイブ＋gzip圧縮で一括取得

※gzip解凍+tarアーカイブ展開して

キャッシュ化



別紙　２．２．１－３－ｄ－１　ＡＩＰＮシステムのＷＦＡ

別紙　２．２．１－３－ｄ－１　AIPNシステムのＷＦＡ（３）

A
I
P
N
　
訳
出
改
善

（
未
知
語
登
録

）

業
務
名

海外知財庁 特許庁 J-PlatPatサービス

審査官 情報技術統括室特許情報利用推進班 J-PlatPatサービス事業者 J-PlatPatシステム

未知語翻訳辞書

データ

（拡張UPF形式）

未知語データ収集

未知語登録内容検討

辞書データ作成

未知語ログ

翻訳辞書データ

（未知語含む）

翻訳辞書データ

（未知語含む）

※年２回抽出

※年２回の抽出結果から

5000語を辞書登録する。

※年１回納品

※年１回更新

未知語辞書納品

未知語辞書適用

手作業 コンピュータ処理 コンピュータ画面 データ 業務の流れ データの流れ

翻訳辞書データ

A



別紙　２．２．１－３－ｄ－１　ＡＩＰＮシステムのＷＦＡ

別紙　２．２．１－３－ｄ－１　ＡＩＰＮシステムのＷＦＡ（４）

A
I
P
N
　
訳
出
改
善

（
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
登
録

）

業
務
名

海外知財庁 特許庁 J-PlatPatサービス

審査官 情報技術統括室特許情報利用推進班 J-PlatPatサービス事業者 J-PlatPatシステム

フィードバック

辞書データ

参考訳データ収集

フィードバック辞書

作成作業

辞書更新作業

※月１回更新

フィードバック

辞書データ

手作業 コンピュータ処理 コンピュータ画面 データ 業務の流れ データの流れ

※月１回抽出

参考訳データ

辞書登録内容

検討・調整

辞書登録内容

調整・承認

※品詞、活用等の補足

辞書登録用

データ

B



別紙２．２．１－４－ｃ－１　中韓文献翻訳・検索システムのソフトウェア構成一覧

＃ 区分 ソフトウェア名 バージョン OSS/商用 ライセンス数
ライセンス

体系
使用用途

1 OS CentOS
CentOS6.4

(CentOS5.9)
OSS - -(OSS)

Red Hat Enterprise Linuxとの完全互換を目指したフリーのLinuxディストリ
ビューション

2 WEB nginx 1.5.3 OSS - -(OSS)
高速なhttpサーバ　静的コンテンツ・SSLはnginxで実施する
また、バッチサーバから翻訳サーバへのインターフェースとしても使用する

3 PostgreSQL 9.3.4 OSS - -(OSS)
オープンソースのRDBMS　中日機械翻訳ソフト、韓日機械翻訳ソフトの辞書・翻
訳メモリ、文献のステータスの管理に使用する

4 pgpool2 3.3.3 OSS - -(OSS) PostgreSQL専用クラスタリングソフトウェア

5 機械翻訳ソフト WEB-Transer@SDK - OSS 翻訳件数※ ユーザライセンス 中国語、韓国語を日本語へ翻訳するための翻訳エンジン

6 Java 7u10+ OSS - -(OSS) Javaのプログラムの実行環境および開発環境

7 Java Advanced Images 1.1.3 OSS - -(OSS) Java上で画像編集用のAPI

8 Spring 3.2.4 OSS - -(OSS) Javaプラットフォーム向けのオープンソースアプリケーションフレームワーク

9 MyBatis 3.2.2 OSS - -(OSS)
Javaならびに.NET Frameworkで利用可能な、XMLまたはアノテーションを用いて
ストアドプロシージャやSQL文をオブジェクトと紐付ける永続性フレームワーク
である

10 R言語 3.0.2 OSS - -(OSS)
オープンソースで常に最新のソースが実装されるR言語というフリーソフトによ
る多次元データ解析を行う

11 AP Apache Tomcat 8.0.0RC1 OSS - -(OSS) JavaServletコンテナ　サーバプログラムの実行環境

12 Gluster Native Client 3.4.6 OSS - -(OSS)
glusterFSのクライアントソフトウェア　翻訳文インデクスを作成するために照
会サーバからのデータ読み込みを行うために必要

13 GlusterFS 3.4.6 OSS - -(OSS)
TCP/IPインターコネクトなどの各種ストレージを集約し、大規模並列ネット
ワークファイルシステムを構築

14 分散処理基盤 Hadoop 2.1.0 OSS - -(OSS)
巨大なデータセットに対して、複数のリソースで効率的に並列処理させるため
のソフトウェア 集計業務にて使用する

15 ファイル操作 s3cmd 1.5.0a3 OSS - -(OSS) AmazonWebService互換ディス管理用コマンド

16 Amanda Server 2.5.0 OSS - -(OSS)
クライアント/サーバ型のバックアップシステムのクライアント　ユーザデータ
のバックアップに使用する

17 Amanda Agent 2.5.0 OSS - -(OSS) バックアップサーバAmandaのクライアントパッケージ

18 JobScheduler Engin 1.5.3192 OSS - -(OSS) 自動でジョブを実行するオープンソースのジョブ管理機能

19 JobScheduler Agent 1.5.3192 OSS - -(OSS) 自動ジョブ実行サーバJobschedulerEnginnoのクライアントパッケージ

20 zabbix Server 2.0.8 OSS - -(OSS)
様々なネットワークサービス、サーバ 、その他のネットワークハードウェアの
ステータスを監視・追跡するためのソフトウェア

21 zabbix Agent 2.0.8 OSS - -(OSS) 監視ソフトウェアzabbixのクライアントパッケージ

22 ClamAV 0.97.8 OSS - -(OSS) OSSのウィルス検知ソフトウェア

23 Symantec Endpoint protection 12.1.3 OSS - -(OSS) ウィルス検知ソフトウェア

24 Linux-HA Heartbeat 3.0.2 OSS - -(OSS) Linux用のHAクラスタ構成パッケージ

25 Linux-HA Cluster Glue 1.0.3 OSS - -(OSS) Linux用のHAクラスタ構成パッケージ

26 Linux-HA Resource Agents 1.0.2 OSS - -(OSS) Linux用のHAクラスタ構成パッケージ

27 Pacemaker 1.1.9 OSS - -(OSS) Linux用のHAクラスタ構成パッケージ

※翻訳エンジンのライセンスは翻訳件数に応じてライセンス料が変動するユーザライセンス

監視

ウィルス対策

クラスタ

DB

開発言語

分散ファイル
システム

バック
アップ

ジョブ
管理



別紙　２．２．１－４－ｄ－１ 中韓文献翻訳・検索システム　ＷＦＡ

別紙２．２．１－４－ｄ－１　中韓文献翻訳・検索システムのＷＦＡ

中韓文献翻訳・検索サービス

中韓文献翻訳・検索システム中韓文献翻訳・検索サービス事業者

特許庁

特許庁職員特許庁審査官・審判官等

業
務
名

文
献
借
用
業
務

機
械
翻
訳
業
務

文
献
成
型
業
務

文
献
提
供
業
務

媒体様式チェック
媒体様式

チェック実行

媒体貸与

文献ダウンロード

媒体受領

ロット転送
ロット転送

実行

機械翻訳処理

原文テキスト 図面イメージ

時間起動（週次）

翻訳文テキスト

文献成型処理

時間起動（週次）

翻訳文テキスト

（成型後）

原文テキスト

（成型後）

図面イメージ

（成型後）

文献提供処理文献提供

納品データ納品データ

タウンロード

媒体格納納品受領

INPITに借用
(J-PlatPat
バルクダウンロードへ）

月初実行

1 / 4 ページ



別紙　２．２．１－４－ｄ－１ 中韓文献翻訳・検索システム　ＷＦＡ

中韓文献翻訳・検索サービス

中韓文献翻訳・検索システム中韓文献翻訳・検索サービス事業者

特許庁

特許庁職員特許庁審査官・審判官等

業
務
名

訳
質
向
上
業
務

機械翻訳処理

未知語ログ

未知語集計

未知語集計結果

未知語集計結果

ダウンロード

スクリーニング

スクリーニン

グ

翻訳文テキスト

（成型後）

原文テキスト

（成型後）

図面イメージ

（成型後）

文献確認
スクリーニング処理

誤訳報告

誤訳報告 誤訳報告処理

誤訳報告

誤訳集計処理誤訳集計

誤訳集計結果

誤訳集計結果

ダウンロード

2 / 4 ページ



別紙　２．２．１－４－ｄ－１ 中韓文献翻訳・検索システム　ＷＦＡ

中韓文献翻訳・検索サービス

中韓文献翻訳・検索システム中韓文献翻訳・検索サービス事業者

特許庁

特許庁職員特許庁審査官・審判官等

業
務
名

訳
質
向
上
業
務

（
続
き

）

コーパス登録

媒体受領辞書・コーパス貸与

コーパス登録

辞書頻度算出 辞書頻度算出

対訳コーパス

データベース

文献頻度付加

辞書

文献頻度付

加辞書ダウ

ンロード

未知語集計ログ 文献頻度付加辞

書

訳付け

辞書作成

訳質評価・チューニング

誤訳集計結果

訳質評価報告訳質報告会

承認
辞書登録（更新版翻訳エンジンインストール）

辞書登録（更

新版翻訳エ

ンジンインス

トール）

辞書 翻訳エンジン

3 / 4 ページ



別紙　２．２．１－４－ｄ－１ 中韓文献翻訳・検索システム　ＷＦＡ

中韓文献翻訳・検索サービス

中韓文献翻訳・検索システム中韓文献翻訳・検索サービス事業者

特許庁

特許庁職員特許庁審査官・審判官等

業
務
名

リ
ア
ル
タ
イ
ム
翻
訳

スクリーニング

スクリーニン

グ

翻訳文テキスト

（成型後）

原文テキスト

（成型後）

図面イメージ

（成型後）

リアルタイム翻訳

文献確認

リアルタイム

翻訳

辞書（最新）

リアルタイム翻訳結果

スクリーニング処理

スクリーニング処理

4 / 4 ページ



別紙２．２．２－１－ｆ－１　翻訳エンジンの辞書（Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ）

＃ 辞書名 辞書の種類 内容 分野
収録数

（日英）
備考

1 patent 64

2 fixed_51 1,327

3 japio_1 485

4 IPDL 4

5 aipn_feedback 2,114 AIPNからの誤訳報告を反映した辞書

6 five_ipoffices_feedback 1,703 ５庁からの誤訳報告を反映した辞書

7 japio_wrapper 1,567 包袋、書類に関連した辞書

8 IPDL2 141

9 IPDL 101,248 未知語ログを反映した辞書

10 japio_jinmei 87,217 審査官、出願人などの人名

11 インターネット 11,000

12 固有名詞(一般) 146,000

13 情報・通信 189,000

14 化学 143,000

15 機械 179,000

16
特許用辞書 ※1

※1：特許用辞書21万語を搭載
　　特許用例2万例をメモリ辞書で提供

17 建築・土木 144,000

18 運輸・物流 97,000

19 電気・電子 202,000

20 バイオ・生物 83,000

21 数学・物理 110,000

22 自然科学 32,000

23 医学・薬学（第一）

24 医学・薬学（第二）

25 産業技術 21,000

26 原子力 47,000

27 基本用語辞書 システム辞書 標準的な語句を含み、翻訳時に常に使用される辞書 － ※2 ※2：掲載語数情報非開示

　※･･･各辞書は「#」欄に記載の優先順で参照を行う。
　※･･･収録数（日英）は２０１６年５月３１日時点の収録数である。

214,000

ユーザ翻訳メモリ辞書

パターン辞書

ユーザ辞書

専門用語辞書

原文と訳文を対にして丸ごと登録する辞書編集辞書

編集辞書

編集辞書

システム辞書

原文と訳文の翻訳例に可変部分を指定した翻訳パター
ン（穴空き翻訳例文）を登録する辞書

基本用語辞書や専門用語辞書に登録されていない語句
をユーザが登録できる辞書

専門分野の語句が収録され、翻訳対象の文書に応じて
使用を切り替えることができる辞書



別紙２．２．２－１－ｆ－２　翻訳エンジンのＨＴＭＬタグに対する翻訳時設定（Ｊ－ＰｌａｔＰａｔシステム）

＃ 分類 タグ ＃ 分類 タグ
1 文外タグ <APP 72 文内タグ <A
2 <APPLET 73 <ABBR
3 <AREA 74 <ACRONYM
4 <BASE 75 <ADDRESS
5 <BASEFONT 76 <B
6 <BDO 77 <BIG
7 <BGSOUND 78 <BLINK
8 <BODY 79 <BLOCKQUOTE
9 <BR 80 <DFN
10 <BUTTON 81 <DIR
11 <CAPTION 82 <DP
12 <CENTER 83 <EM
13 <CITE 84 <FONT
14 <CODE 85 <GAI
15 <COL 86 <I
16 <COLGROUP 87 <KBD
17 <DD 88 <MARQUEE
18 <DEL 89 <NOBR
19 <DL 90 <Q
20 <DT 91 <RUBY
21 <FIELDSET 92 <S
22 <FORM 93 <SMALL
23 <FRAME 94 <SPAN
24 <FRAMESET 95 <SPASER
25 <H1 96 <STRIKE
26 <H2 97 <STRONG
27 <H3 98 <SUB
28 <H4 99 <SUP
29 <H5 100 <TT
30 <H6 101 <TXF
31 <HEAD 102 <U
32 <HR 103 <VAR
33 <HTML 104 <WBR
34 <IFRAME 105 <XMP
35 <IMG 106 翻訳結果に残さないタグ -
36 <INPUT
37 <INS
38 <ISINDEX
39 <LABEL
40 <LEGEND
41 <LI
42 <LINK
43 <LISTING
44 <MAP
45 <MENU
46 <META
47 <MULTICOL
48 <NOFRAME
49 <NOFRAMES
50 <NOSCRIPT
51 <OBJECT
52 <OL
53 <OPTGROUP
54 <OPTION
55 <P
56 <PARAM
57 <PRE
58 <SAMP
59 <SCRIPT
60 <SELECT
61 <STYLE
62 <TABLE
63 <TBODY
64 <TD
65 <TEXTAREA
66 <TFOOT
67 <TH
68 <THEAD
69 <TITLE
70 <TR
71 <UL



別紙２．２．２－２－ｅ－１ 包袋情報翻訳前処理

■書類一覧(DOCLIST.htm) 英語表示
変換前 変換後 備考

全角スペース 半角スペース×２
.htm .htm:JE
特許: Patent application number
yyyynnnnnnn yyyy-nnnnnnn

実用:
Utility model application
number

yyyynnnnnnn yyyy-nnnnnnn

基本項目
Application data and
Transaction history

なし

<DIV STYLE=\"font-size:9pt;
color:#666666; font-
weight:bold;\">File Wrapper
Document List - Click document
title to display contents.The
dates in the list are shown in
the format of
"dd.mm.yyyy"</DIV>

H1閉じタグの後に文言を追加

■書類一覧(DOCLIST.htm) 日本語表示
変換前 変換後 備考

特許 特許願
yyyynnnnnnn yyyy-nnnnnnnn 文献番号の西暦の後ろに-(ハイフン)を入れる
実用 実用願
yyyynnnnnnn yyyy-nnnnnnnn 文献番号の西暦の後ろに-(ハイフン)を入れる

なし

<DIV STYLE=\"font-size:9pt;
color:#666666; font-
weight:bold;\">以下リストに表
示される日付は「dd.mm.yyyy」の
形式で表示されます。</DIV>

H1閉じタグの後に文言を追加

基本項目 出願マスタ基本項目



別紙２．２．２－２－ｅ－１ 包袋情報翻訳前処理

■基本項目
範囲 変換前 変換後 備考

全角スペース 半角スペース×２
\r n \rのみの改行コードを\nに変換
\n \r\n \nのみの改行コードを\r\nに変換

［基本項目］
<CENTER><P>Application data and Transaction
history</P></CENTER>

<FONT ID=DATA> 全削除
</FONT> 全削除
<PRE> <!-- Document --> 内部切り出し用範囲タグに変換
</PRE> <!-- Document --> 内部切り出し用範囲タグに変換

<HTML> 全削除
OPD専用処理
The翻訳で<HTML>タグを付与されるため

)*** )<BR>***
")"後に続くスペース以外の文字が"("の場
合、変換しない

)( )△( 括弧がつながると誤訳が発生するため
ｺｰﾄﾞ Code 半角カナは誤訳が発生するため

「担当」～「登録」 担当 Examiner
公開IPC IPC for Unexamined Publication:△

指定分類IPC <BR>指定分類IPC
公開IPCと同行に存在する場合に改行を行
う。

0xf5 0x47 (非表示文字) 削除 文字化けが発生するため
指定分類IPC IPC for Assignment:△

公告IPC <BR>公告IPC
指定分類IPCと同行に存在する場合に改行を
行う。

0xf5 0x47 (非表示文字) 削除 文字化けが発生するため
公告IPC IPC for Examined Publication:△
0xf5 0x47 (非表示文字) 削除 文字化けが発生するため
名称 <BR>Title of Invention△△<BR>
半角スペース 削除
出願人 <BR>Applicant(s)<BR>△△
請求人 <BR>Demandant(s)<BR>△△
代表 Representative
種 kind
国 Country/Prefecture(***)<BR>

＊ <BR>＊
不特定文字ではなく、"＊"（アスタリスク）
を対象とする
「国」以降であること

半角スペース 削除 「国」以降であること
代理人 <BR>Attorney(s)<BR>△△
審代理 <BR>Attorney(s)<BR>△△
種 kind
中間 Intermediate Actions△△
IBIntermediate Actions IB<BR>Intermediate Actions

( <BR>(
1行の中に"（"が3つ以上ある場合、
3,5,7…つめと2つ飛ばしで変換する

完 △C
記録 削除
記号 Applicant's or Attorney's Reference
出願種別 Kind of Application
新法 New Law
公開基準日 Reference Date
公告 Examined Publication (KOKOKU)/Granted Patent
国内優先(先) Internal Priority (Previous Application)
国内優先(後) Internal Priority (Subsequent Application)
国内優先 Internal Priority
優先 Claim of Priority
他  国 Other Previous Applications
審判 Trial/Appeal
登録 Registration
異議 Number of Oppositions
請求項数 Number of Claims
発明の数 Number of Inventions
出願料金 Application Fee
公決 Decision of Examined Publication (KOKOKU)
(起 (Date of Drafting
(担 (Examiner
文献 Reference
新規性 Exceptions to Lack of Novelty
菌寄託 Deposition of Microorganisms
公害 Antipollution Technology
査定 Final Decision
前置 Reconsideration by Examiner before Appeal
解除 Transfer to Appeal
公序・要約 Public Order / Abstract
(発 (Dispatch of Final Decision
(官 (Notice through Gazette
審査・評価請求 Request to Examination
未請求 No Request
自動起案 Automatic Printout
最終 Final Disposal
公開準備 Preparation for Publication
早期審査 Accelerated Examination
変更先 Conversion of Application
審決 Appeal/Trial Decision
原出願 Original Application
種別 Kind
期間延長 Extension of Term
最新起案日 Date of Latest Action
再公表 Domestic Re-publication
公表 Publication of Japanese Translation
翻訳提出 Submission of Translation
国際出願 International Application
国際公開 International Publication
新出願 Derivative Application
出願 Application
公開 Publication (KOKAI)

上記、「基本項目」の一覧中に記載する各記号は以下の意味を指す。
△：半角スペース
＊：不特定文字(文字数不定)

複数行に跨るケースあり

-

「公開IPC」～「指定分類IPC」

「指定分類IPC」～「公告IPC」

「公告IPC」～「名称」

「名称」～「出願人」or「請求人」

「出願人」or「請求人」～
「代理人」or「審代理」

「審代理」or「代理人」～
「中間記録」

「中間記録」～「新出題」

その他（日本語→英語置換）

その他（日本語→英語置換）



別紙２．２．２－２－ｅ－１ 包袋情報翻訳前処理

■書類内容
変換前 変換後 備考

全角スペース 半角スペース×２
\r \r\n \rのみの改行コードを\r\nに変換
\n \r\n \nのみの改行コードを\r\nに変換
<!PLMSGSTART>***<!PLMSGEND> 削除
<A NAME="D_PAGE">***</A> 削除
<PRE> 削除
</PRE> 削除

<HTML> 削除
OPD専用処理
The翻訳で<HTML>タグを付与されるため

<LINK REL*** 削除

<FONT SIZE=6>***</FONT>***\r\n
<CENTER><FONT
SIZE=6>***</FONT></CENTER>***<
BR>\r\n

所定のタグ間にある場合には変換しない

－－－ (3文字以上)***\r\n <HR WIDTH="80%">***<BR>
－が連続する限り<HR>は1つ
<TABLE>～</TABLE>、および所定のタグ間にある
場合には変換しない

――― (3文字以上)***\r\n <HR WIDTH="80%">***<BR>
―が連続する限り<HR>は1つ
<TABLE>～</TABLE>、および所定のタグ間にある
場合には変換しない

------ （6文字以上）***\r\n <HR WIDTH="80%">***<BR>
- が連続する限り<HR>は1つ
<TABLE>～</TABLE>、および所定のタグ間にある
場合には変換しない

△△△△△△△△△△（外△△
***\r\n

△△△△△△△△△△（外△△
***<BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

\r\n（○） \r\n（○）<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない

\r\n［請求項***］\r\n \r\n<BR>［請求項***］<BR>\r\n
"請求項"後は全角10文字以内に改行が必須
所定のタグ間にある場合には変換しない

「 削除
」 削除

１．出願種別△△△△***\r\n
<BR>１．出願種別：△△△△
***<BR>

先頭にも<BR>を付与
所定のタグ間にある場合には変換しない

２．参考文献△△△△***\r\n ２．参考文献：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
３．特許法第３０条適用△△△△
***\r\n

３．特許法第３０条適用：△△△
△***<BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

４．発明の名称の変更△△△△
***\r\n

４．発明の名称の変更：△△△△
***<BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

４．考案の名称の変更△△△△
***\r\n

４．考案の名称の変更：△△△△
***<BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない
2行目に跨る場合は行頭10スペースにて判別

まとめ種別△△△△***\r\n まとめ種別：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
レコード種別△△△△***\r\n レコード種別：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
テーマコード△△△△***\r\n テーマコード：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
引△△用△△文△△献△△等△△一
△△覧***\r\n

<CENTER>引用文献等一覧
***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

外注管理番号△△△△***\r\n 外注管理番号：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
外注番号△△△△***\r\n 外注管理番号：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
起案日△△△△***\r\n 起案日：***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
区分△△△△***\r\n 区分：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない

△△△△△△誤送通知書***\r\n
△△△△△△<CENTER>誤送通知書
***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

&#160;誤送通知書***\r\n
&#160;<CENTER>誤送通知書
***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

検索者名△△△△***\r\n 検索者名：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
検索者コード△△△△***\r\n 検索者コード：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
検索日△△△△***\r\n 検索日：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない

検索報告書作成日△△△△***\r\n
検索報告書作成日：△△△△
***<BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

考案の名称△△△△***\r\n 考案の名称：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
作成日△△△△***\r\n 作成日：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
作成者△△△△***\r\n 作成者：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
実用新案登録出願の番号△△△△
***\r\n

実用新案登録出願の番号：△△△
△***<BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

実用新案登録出願人△△△△
***\r\n

実用新案登録出願人：△△△△
***<BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない
不特定文字中の「様」は削除

指導者名△△△△***\r\n 指導者名：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
指導者コード△△△△***\r\n 指導者コード：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
事前評価指定△△△△***\r\n 事前評価指定：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない



変換前 変換後 備考

\r\n△△氏名（***\r\n \r\n△△氏名（***<BR>
行頭のスペースは２０個まで（\r\n以外にも<BR>
も可）
所定のタグ間にある場合には変換しない

\r\n△△住所（***\r\n \r\n△△住所（***<BR>

行頭のスペースは２０個まで（\r\n以外にも<BR>
も可）
所定のタグ間にある場合には変換しない
2行目に跨る場合は行頭10スペースにて判別

請求項の数△△△△***\r\n 請求項の数：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
審判番号△△△△***\r\n 審判番号：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない

\r\n請求項***\r\n \r\n<BR>請求項***<BR>\r\n
"請求項"後は全角10文字以内に改行が必須
所定のタグ間にある場合には変換しない

続葉有\r\n
<DIV ALIGN="RIGHT">続葉有
</DIV><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

代理人△△△△***\r\n 代理人：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
対話実施日△△△△***\r\n 対話実施日：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
代理人\r\n 代理人<BR>\r\n 所定のタグ間にある場合には変換しない
通番△△△△***\r\n 通番：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
担当官△△△△***\r\n 担当官：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
特許出願の番号△△△△***\r\n 特許出願の番号：△△△△ 所定のタグ間にある場合には変換しない
特許出願審査請求人代理人△△
***\r\n

特許出願審査請求人代理人：△△
***<BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない
不特定文字中の「様」は削除

特許出願人代理人△△***\r\n 特許出願人代理人：△△***<BR>
所定のタグ間にある場合には変換しない
不特定文字中の「様」は削除

特許出願人復代理人△△***\r\n
特許出願人復代理人：△△
***<BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない
不特定文字中の「様」は削除

特許出願人△△***\r\n 特許出願人：△△***<BR>
所定のタグ間にある場合には変換しない
不特定文字中の「様」は削除

特許出願人\r\n 特許出願人<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
特許庁審査官△△△△***\r\n 特許庁審査官：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
特許庁長官△△△△***\r\n 特許庁長官：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
特△△許△△庁△△長△△官 △△特許庁長官

特許補足をする者△△***\r\n 特許補足をする者：△△***<BR>
所定のタグ間にある場合には変換しない
不特定文字中の「様」は削除

適用条文△△△△***\r\n 適用条文：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
登録調査機関名△△△△***\r\n 登録調査機関名：△△△△ 所定のタグ間にある場合には変換しない
登録調査機関コード△△△△
***\r\n

登録調査機関コード：△△△△
***<BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

殿\r\n \r\n<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない

発明の名称△△***\r\n 発明の名称：△△***<BR>
所定のタグ間にある場合には変換しない
2行目に跨る場合は行頭10スペースにて判別

発明の名称\r\n 発明の名称：<BR>
所定のタグ間にある場合には変換しない
2行目に跨る場合は行頭10スペースにて判別

復代理人△△△△***\r\n 復代理人：△△△△***<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない

理△△由***\r\n <CENTER>理由</CENTER>***<BR>
所定のタグ間にある場合には文字間のスペース削
除のみを行う

様\r\n \r\n<BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない
△△△△記\r\n <CENTER>記</CENTER><BR> 所定のタグ間にある場合には変換しない

△△△△記△△△△***\r\n
<CENTER>記△△△△
***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

△△△△先行技術文献調査結果の記
録***\r\n

△△△△<CENTER>先行技術文献調
査結果の記録***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

△△△△特許査定***\r\n
△△△△<CENTER>特許査定
***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

△△△△拒絶査定***\r\n
△△△△<CENTER>拒絶査定
***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

△△△△特許メモ***\r\n
△△△△<CENTER>特許メモ
***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

＜＜特許メモ＞＞＊＊＊\r\n
<CENTER>特許メモ＊＊＊
</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

\r\n備考\r\n \r\n<BR>備考<BR>\r\n 所定のタグ間にある場合には変換しない
\r\n・備考\r\n \r\n<BR>・備考<BR>\r\n 所定のタグ間にある場合には変換しない

\r\n・引用文献＊＊＊\r\n
\r\n<BR>・引用文献＊＊＊
<BR>\r\n

所定のタグ間にある場合には変換しない

・特許法第５０条の２の通知\r\n
・特許法第５０条の２の通知
<BR>\r\n

所定のタグ間にある場合には変換しない

\r\n&lt;&lt;本願発明の特徴
&gt;&gt;\r\n

\r\n<BR>&lt;&lt;本願発明の特徴
&gt;&gt;<BR>\r\n

所定のタグ間にある場合には変換しない

\r\n＜拒絶の理由を発見しない請求
項＞\r\n

\r\n<BR>＜拒絶の理由を発見しな
い請求項＞<BR>\r\n

所定のタグ間にある場合には変換しない



変換前 変換後 備考

△△△△△△検索報告書***\r\n
△△△△△△<CENTER>検索報告書
***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

&#160;検索報告書***\r\n
&#160;<CENTER>検索報告書
***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

△△△△△△前置報告書***\r\n
△△△△△△<CENTER>前置報告書
***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

&#160;前置報告書***\r\n
&#160;<CENTER>前置報告書
***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

△△△△△△拒絶理由通知書
***\r\n

△△△△△△<CENTER>拒絶理由通
知書***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

&#160;拒絶理由通知書***\r\n
&#160;<CENTER>拒絶理由通知書
***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

△△△△△△通知書***\r\n
△△△△△△<CENTER>通知書
***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

&#160;通知書***\r\n
&#160;<CENTER>通知書
***</CENTER><BR>

所定のタグ間にある場合には変換しない

<A NAME*** <BR><BR><A NAME***
<IMG△＊＊＊SRC="[相対パス] <IMG△＊＊＊SRC="[絶対パス]
<A△HREF="[相対パス] <A△HREF="[絶対パス]

【 <BR>【
書類タイプ①以外の場合
所定のタグ間にある場合には変換しない

\r\n【***】 \r\n<BR>【***】
書類タイプ①以外の場合
所定のタグ間にある場合には変換しない

\r\n△【***】 \r\n△<BR>【***】
書類タイプ①以外の場合
所定のタグ間にある場合には変換しない

\r\n△△【***】 \r\n△△<BR>【***】
書類タイプ①以外の場合
所定のタグ間にある場合には変換しない

\r\n△△△【***】 \r\n△△△<BR>【***】
書類タイプ①以外の場合
所定のタグ間にある場合には変換しない

\r\n△△△△【***】 \r\n△△△△<BR>【***】
書類タイプ①以外の場合
所定のタグ間にある場合には変換しない

【***】 [***] 書類タイプ①の場合

【 <BR>【
書類タイプ①以外の場合
所定のタグ間にある場合には変換しない

<TD ***>△△</TD> <TD ***>△△<BR></TD>

セルが空白文字のみの場合、</TD>の前に<BR>を
追加する
セル内のタグ及び改行は読み飛ばす
※空白文字：半角スペース、数値文字参照
（&#160;）
※整形対象となるタグは全大文字、全小文字、頭
文字大文字+小文字のみ

\r\n\r\n (改行2つ以上、改行間の
スペースは無視)

\r\n<BR> 2つめ以降はすべて<BR>に変換

１．特別な技術的特徴に基づく審査
対象の決定

１．特別な技術的特徴に基づく審
査対象の決定<BR>

２．審査の効率性に基づく審査対象
の決定

２．審査の効率性に基づく審査対
象の決定<BR>

＜補正等の示唆＞ ＜補正等の示唆＞<BR>
＜物の発明に係る請求項にその物の
製造方法が記載されている場合の明
確性要件について＞

＜物の発明に係る請求項にその物
の製造方法が記載されている場合
の明確性要件について＞<BR>

＜最後の拒絶理由通知とする理由＞
＜最後の拒絶理由通知とする理由
＞<BR>

＜補正の示唆＞ ＜補正の示唆＞<BR>
＜補正をする際の注意＞ ＜補正をする際の注意＞<BR>
＜ファミリー文献情報＞ ＜ファミリー文献情報＞<BR>

＜特許法第５０条の２の通知＞
＜特許法第５０条の２の通知＞
<BR>

・出願人への要請 ・出願人への要請<BR>
＜行政事件訴訟法第４６条第２項に
基づく教示＞

＜行政事件訴訟法第４６条第２項
に基づく教示＞<BR>

＜審判請求時に補正をする際の注意
＞

＜審判請求時に補正をする際の注
意＞<BR>

＜審査を行っていない請求項＞
＜審査を行っていない請求項＞
<BR>

［一致点］ ［一致点］<BR>
［相違点］ ［相違点］<BR>
・請求項 <BR>・請求項 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
・拒絶の理由 <BR>・拒絶の理由 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
・先行技術文献 <BR>・先行技術文献 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
１. <BR>１. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する



変換前 変換後 備考
２. <BR>２. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
３. <BR>３. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
４. <BR>４. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
５. <BR>５. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
６. <BR>６. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
７. <BR>７. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
８. <BR>８. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
９. <BR>９. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
１０. <BR>１０. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
１１. <BR>１１. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
１２. <BR>１２. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
１３. <BR>１３. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
１４. <BR>１４. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
１５. <BR>１５. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
１６. <BR>１６. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
１７. <BR>１７. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
１８. <BR>１８. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
１９. <BR>１９. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する
２０. <BR>２０. 行の先頭に変換前文字列がある場合のみ変換する

上記「書類内容」の一覧中に記載する”所定タグ”は以下のタグを指す。
・<A>
・<CENTER>
・<TR>
・<TD>
・<TABLE>

さらに”書類タイプ①”は、次頁の「■書類タイプ①の対象書類一覧｣を指す。



別紙２．２．２－２－ｅ－１ 包袋情報翻訳前処理

■書類タイプ①の対象書類一覧
書類名 中間コード

特許査定 Ａ０
登録査定 Ａ０１
拒絶査定 Ａ０２
拒絶理由通知書 Ａ１３１
拒絶理由通知書（先願） Ａ１３２
拒絶理由通知書（面接） Ａ１３３
補正の却下の決定 Ａ１９１
補正の却下の決定 Ａ１９２
審査官通知(その他の通知)(期間有) Ａ２５１
立会実験申請書の提出命令書 Ａ２５１４
同一出願人による同日出願通知書 Ａ２５１５
出願人相違の同日出願通知書 Ａ２５１６
審査官通知(その他の通知)(期間無) Ａ２５２
先願未請求による審査不可能通知書 Ａ２５２２
先行技術文献情報不開示の通知 Ａ２５２９
１９４条の通知(分割出願に関する説明書) Ａ２５１１０
１９４条の通知(その他) Ａ２５１１１
前置報告書 Ａ９１３
特許メモ Ａ９７１００４
登録メモ Ａ９７１００４
早期審査に関する報告書 Ａ９７１００５
検索報告書 Ａ９７１００７



別紙２．２．２－２－ｆ－１　翻訳エンジンの辞書（OPD）

＃ 辞書名 辞書の種類 内容 分野
収録数

（日英）
備考

1 ユーザ翻訳メモリ辞書 編集辞書 原文と訳文を対にして丸ごと登録する辞書 fixed_51 1,327

2 japio_1 485

3 IPDL 4

4 aipn_feedback 2,114 AIPNからの誤訳報告を反映した辞書

5 five_ipoffices_feedback 1,703 ５庁からの誤訳報告を反映した辞書

6 japio_wrapper 1,567 包袋、書類に関連した辞書

7 IPDL2 141

8 IPDL 101,248 未知語ログを反映した辞書

9 japio_jinmei 87,217 審査官、出願人などの人名

10 特許用辞書 ※1
※1：特許用辞書21万語を搭載
　　特許用例2万例をメモリ辞書で提供

11 固有名詞(一般) 146,000

12 基本用語辞書 システム辞書 標準的な語句を含み、翻訳時に常に使用される辞書 － ※2 ※2：掲載語数情報非開示

　※･･･各辞書は「#」欄に記載の優先順で参照を行う。
　※･･･収録数（日英）は２０１６年５月３１日時点の収録数である。

パターン辞書
原文と訳文の翻訳例に可変部分を指定した翻訳パター
ン（穴空き翻訳例文）を登録する辞書

専門分野の語句が収録され、翻訳対象の文書に応じて
使用を切り替えることができる辞書

ユーザ辞書
基本用語辞書や専門用語辞書に登録されていない語句
をユーザが登録できる辞書

専門用語辞書

編集辞書

編集辞書

システム辞書



別紙２．２．２－２－ｆ－２　翻訳エンジンのＨＴＭＬタグに対する翻訳時設定（ＯＰＤシステム）

＃ 分類 タグ ＃ 分類 タグ
1 文外タグ <APP 72 文内タグ <A
2 <APPLET 73 <ABBR
3 <AREA 74 <ACRONYM
4 <BASE 75 <ADDRESS
5 <BASEFONT 76 <B
6 <BDO 77 <BIG
7 <BGSOUND 78 <BLINK
8 <BODY 79 <BLOCKQUOTE
9 <BR 80 <DFN
10 <BUTTON 81 <DIR
11 <CAPTION 82 <DP
12 <CENTER 83 <EM
13 <CITE 84 <GAI
14 <CODE 85 <I
15 <COL 86 <KBD
16 <COLGROUP 87 <MARQUEE
17 <DD 88 <NOBR
18 <DEL 89 <Q
19 <DL 90 <RUBY
20 <DT 91 <S
21 <FIELDSET 92 <SMALL
22 <FORM 93 <SPAN
23 <FRAME 94 <SPASER
24 <FRAMESET 95 <STRIKE
25 <H1 96 <STRONG
26 <H2 97 <SUB
27 <H3 98 <SUP
28 <H4 99 <TT
29 <H5 100 <TXF
30 <H6 101 <U
31 <HEAD 102 <VAR
32 <HR 103 <WBR
33 <HTML 104 <XMP
34 <IFRAME 105 翻訳結果に残さないタグ <FONT
35 <IMG
36 <INPUT
37 <INS
38 <ISINDEX
39 <LABEL
40 <LEGEND
41 <LI
42 <LINK
43 <LISTING
44 <MAP
45 <MENU
46 <META
47 <MULTICOL
48 <NOFRAME
49 <NOFRAMES
50 <NOSCRIPT
51 <OBJECT
52 <OL
53 <OPTGROUP
54 <OPTION
55 <P
56 <PARAM
57 <PRE
58 <SAMP
59 <SCRIPT
60 <SELECT
61 <STYLE
62 <TABLE
63 <TBODY
64 <TD
65 <TEXTAREA
66 <TFOOT
67 <TH
68 <THEAD
69 <TITLE
70 <TR
71 <UL



別紙２．２．２－３－ｆ－１　翻訳エンジンの辞書（１）（ＡＩＰＮ向け翻訳サービス）

＃ 辞書名 辞書の種類 内容 分野
収録数

（日英）
備考

1 patent 64

2 fixed_51 1,327

3 japio_1 485

4 IPDL 4

5 aipn_feedback 2,114 AIPNからの誤訳報告を反映した辞書

6 five_ipoffices_feedback 1,703 ５庁からの誤訳報告を反映した辞書

7 japio_wrapper 1,567 包袋、書類に関連した辞書

8 IPDL2 141

9 IPDL 101,248 未知語ログを反映した辞書

10 japio_jinmei 87,217 審査官、出願人などの人名

11 特許用辞書 ※1
※1：特許用辞書21万語を搭載
　　特許用例2万例をメモリ辞書で提供

12 インターネット 11,000

13 情報・通信 189,000

14 化学 143,000

15 機械 179,000

16 固有名詞(一般) 146,000

17 建築・土木 144,000

18 運輸・物流 97,000

19 電気・電子 202,000

20 バイオ・生物 83,000

21 数学・物理 110,000

22 自然科学 32,000

23 医学・薬学（第一）

24 医学・薬学（規制用語）

25 医学・薬学（第二）

26 基本用語辞書 システム辞書 標準的な語句を含み、翻訳時に常に使用される辞書 － ※2 ※2：掲載語数情報非開示

　※･･･各辞書は「#」欄に記載の優先順で参照を行う。
　※･･･収録数（日英）は２０１６年５月３１日時点の収録数である。
　※･･･本表記載の辞書参照順位は本サービスの画面上で専門用語辞書を選択していない初期状態での順位である。
　※･･･本サービスの画面上で専門用語辞書を選択した際の専門用語辞書参照順のルールについては「別紙２．２．２－３－ｆ－３　辞書選択時の参照ルール」参照。

原文と訳文を対にして丸ごと登録する辞書

原文と訳文の翻訳例に可変部分を指定した翻訳パター
ン（穴空き翻訳例文）を登録する辞書

専門分野の語句が収録され、翻訳対象の文書に応じて
使用を切り替えることができる辞書

268,000

基本用語辞書や専門用語辞書に登録されていない語句
をユーザが登録できる辞書

編集辞書

編集辞書

専門用語辞書 システム辞書

ユーザ翻訳メモリ辞書 編集辞書

パターン辞書

ユーザ辞書



別紙２．２．２－３－ｆ－１　翻訳エンジンの辞書（２）（ＡＩＰＮ向け包袋情報翻訳サービス）

＃ 辞書名 辞書の種類 内容 分野
収録数

（日英）
備考

1 ユーザ翻訳メモリ辞書 編集辞書 原文と訳文を対にして丸ごと登録する辞書 fixed_51 1,327

2 japio_1 485

3 IPDL 4

4 aipn_feedback 2,114 AIPNからの誤訳報告を反映した辞書

5 five_ipoffices_feedback 1,703 ５庁からの誤訳報告を反映した辞書

6 japio_wrapper 1,567 包袋、書類に関連した辞書

7 IPDL2 141

8 IPDL 101,248 未知語ログを反映した辞書

9 japio_jinmei 87,217 審査官、出願人などの人名

10 特許用辞書 ※1
※1：特許用辞書21万語を搭載
　　特許用例2万例をメモリ辞書で提供

11 インターネット 11,000

12 情報・通信 189,000

13 化学 143,000

14 機械 179,000

15 固有名詞(一般) 146,000

16 建築・土木 144,000

17 運輸・物流 97,000

18 電気・電子 202,000

19 バイオ・生物 83,000

20 数学・物理 110,000

21 自然科学 32,000

22 医学・薬学（第一）

23 医学・薬学（規制用語）

24 医学・薬学（第二）

25 基本用語辞書 システム辞書 標準的な語句を含み、翻訳時に常に使用される辞書 － ※2 ※2：掲載語数情報非開示

　※･･･各辞書は「#」欄に記載の優先順で参照を行う。
　※･･･収録数（日英）は２０１６年５月３１日時点の収録数である。
　※･･･本表記載の辞書参照順位は本サービスの画面上で専門用語辞書を選択していない初期状態での順位である。
　※･･･本サービスの画面上で専門用語辞書を選択した際の専門用語辞書参照順のルールについては「別紙２．２．２－３－ｆ－３　辞書選択時の参照ルール」参照。

専門用語辞書 システム辞書
専門分野の語句が収録され、翻訳対象の文書に応じて
使用を切り替えることができる辞書

268,000

ユーザ辞書 編集辞書
基本用語辞書や専門用語辞書に登録されていない語句
をユーザが登録できる辞書

原文と訳文の翻訳例に可変部分を指定した翻訳パター
ン（穴空き翻訳例文）を登録する辞書

パターン辞書 編集辞書



別紙２．２．２－３－ｆ－１　翻訳エンジンの辞書（３）（三極向け翻訳サービス）

＃ 辞書名 辞書の種類 内容 分野
収録数

（日英）
備考

1 patent 64

2 fixed_51 1,327

3 japio_1 485

4 IPDL 4

5 aipn_feedback 2,114 AIPNからの誤訳報告を反映した辞書

6 five_ipoffices_feedback 1,703 ５庁からの誤訳報告を反映した辞書

7 japio_wrapper 1,567 包袋、書類に関連した辞書

8 IPDL2 141

9 IPDL 101,248 未知語ログを反映した辞書

10 japio_jinmei 87,217 審査官、出願人などの人名

11 特許用辞書 ※1
※1：特許用辞書21万語を搭載
　　特許用例2万例をメモリ辞書で提供

12 インターネット 11,000

13 情報・通信 189,000

14 化学 143,000

15 機械 179,000

16 固有名詞(一般) 146,000

17 建築・土木 144,000

18 運輸・物流 97,000

19 電気・電子 202,000

20 バイオ・生物 83,000

21 数学・物理 110,000

22 自然科学 32,000

23 医学・薬学（第一）

24 医学・薬学（規制用語）

25 医学・薬学（第二）

26 基本用語辞書 システム辞書 標準的な語句を含み、翻訳時に常に使用される辞書 － ※2 ※2：掲載語数情報非開示

　※･･･各辞書は「#」欄に記載の優先順で参照を行う。
　※･･･収録数（日英）は２０１６年５月３１日時点の収録数である。
　※･･･本表記載の辞書参照順位は本サービスの画面上で専門用語辞書を選択していない初期状態での順位である。
　※･･･本サービスの画面上で専門用語辞書を選択した際の専門用語辞書参照順のルールについては「別紙２．２．２－３－ｆ－３　辞書選択時の参照ルール」参照。

原文と訳文を対にして丸ごと登録する辞書

原文と訳文の翻訳例に可変部分を指定した翻訳パター
ン（穴空き翻訳例文）を登録する辞書

基本用語辞書や専門用語辞書に登録されていない語句
をユーザが登録できる辞書

268,000

専門分野の語句が収録され、翻訳対象の文書に応じて
使用を切り替えることができる辞書

編集辞書

編集辞書

編集辞書

ユーザ翻訳メモリ辞書

パターン辞書

ユーザ辞書

専門用語辞書 システム辞書



別紙２．２．２－３－ｆ－１　翻訳エンジンの辞書（４）（三極向け包袋情報翻訳サービス）

＃ 辞書名 辞書の種類 内容 分野
収録数

（日英）
備考

1 ユーザ翻訳メモリ辞書 編集辞書 原文と訳文を対にして丸ごと登録する辞書 fixed_51 1,327

2 japio_1 485

3 IPDL 4

4 aipn_feedback 2,114 AIPNからの誤訳報告を反映した辞書

5 five_ipoffices_feedback 1,703 ５庁からの誤訳報告を反映した辞書

6 japio_wrapper 1,567 包袋、書類に関連した辞書

7 IPDL2 141

8 IPDL 101,248 未知語ログを反映した辞書

9 japio_jinmei 87,217 審査官、出願人などの人名

10 特許用辞書 ※1
※1：特許用辞書21万語を搭載
　　特許用例2万例をメモリ辞書で提供

11 インターネット 11,000

12 情報・通信 189,000

13 化学 143,000

14 機械 179,000

15 固有名詞(一般) 146,000

16 建築・土木 144,000

17 運輸・物流 97,000

18 電気・電子 202,000

19 バイオ・生物 83,000

20 数学・物理 110,000

21 自然科学 32,000

22 医学・薬学（第一）

23 医学・薬学（規制用語）

24 医学・薬学（第二）

25 基本用語辞書 システム辞書 標準的な語句を含み、翻訳時に常に使用される辞書 － ※2 ※2：掲載語数情報非開示

　※･･･各辞書は「#」欄に記載の優先順で参照を行う。
　※･･･収録数（日英）は２０１６年５月３１日時点の収録数である。
　※･･･本表記載の辞書参照順位は本サービスの画面上で専門用語辞書を選択していない初期状態での順位である。
　※･･･本サービスの画面上で専門用語辞書を選択した際の専門用語辞書参照順のルールについては「別紙２．２．２－３－ｆ－３　辞書選択時の参照ルール」参照。

専門用語辞書

268,000

原文と訳文の翻訳例に可変部分を指定した翻訳パター
ン（穴空き翻訳例文）を登録する辞書

パターン辞書

編集辞書
基本用語辞書や専門用語辞書に登録されていない語句
をユーザが登録できる辞書

ユーザ辞書

システム辞書

編集辞書

専門分野の語句が収録され、翻訳対象の文書に応じて
使用を切り替えることができる辞書



別紙２．２．２－３－ｆ－１　翻訳エンジンの辞書（５）（三極向けテキスト／ＵＲＬ翻訳サービス）　日英翻訳選択時

＃ 辞書名 辞書の種類 内容 分野
収録数

（日英）
備考

1 ユーザ翻訳メモリ辞書 編集辞書 原文と訳文を対にして丸ごと登録する辞書 fixed_51 1,327

2 japio_1 485

3 IPDL 4

4 aipn_feedback 2,114 AIPNからの誤訳報告を反映した辞書

5 five_ipoffices_feedback 1,703 ５庁からの誤訳報告を反映した辞書

6 japio_wrapper 1,567 包袋、書類に関連した辞書

7 IPDL2 141

8 IPDL 101,248 未知語ログを反映した辞書

9 japio_jinmei 87,217 審査官、出願人などの人名

10 特許用辞書 ※1
※1：特許用辞書21万語を搭載
　　特許用例2万例をメモリ辞書で提供

11 インターネット 11,000

12 情報・通信 189,000

13 化学 143,000

14 機械 179,000

15 固有名詞(一般) 146,000

16 建築・土木 144,000

17 運輸・物流 97,000

18 電気・電子 202,000

19 バイオ・生物 83,000

20 数学・物理 110,000

21 自然科学 32,000

22 医学・薬学（第一）

23 医学・薬学（第二）

24 医学・薬学（規制用語）

25 基本用語辞書 システム辞書 標準的な語句を含み、翻訳時に常に使用される辞書 － ※2 ※2：掲載語数情報非開示

　※･･･各辞書は「#」欄に記載の優先順で参照を行う。
　※･･･収録数（日英）は２０１６年５月３１日時点の収録数である。
　※･･･本表記載の辞書参照順位は本サービスの画面上で専門用語辞書を選択していない初期状態での順位である。
　※･･･本サービスの画面上で専門用語辞書を選択した際の専門用語辞書参照順のルールについては「別紙２．２．２－３－ｆ－３　辞書選択時の参照ルール」参照。

268,000

原文と訳文の翻訳例に可変部分を指定した翻訳パター
ン（穴空き翻訳例文）を登録する辞書

ユーザ辞書 編集辞書
基本用語辞書や専門用語辞書に登録されていない語句
をユーザが登録できる辞書

専門用語辞書 システム辞書
専門分野の語句が収録され、翻訳対象の文書に応じて
使用を切り替えることができる辞書

パターン辞書 編集辞書



別紙２．２．２－３－ｆ－１　翻訳エンジンの辞書（６）（三極向けテキスト／ＵＲＬ翻訳サービス）　英日翻訳選択時

＃ 辞書名 辞書の種類 内容 分野
収録数

（英日）
備考

1 ユーザ翻訳メモリ辞書 編集辞書 原文と訳文を対にして丸ごと登録する辞書 － －

4 特許用辞書 ※1
※1：特許用辞書21万語を搭載
　　特許用例2万例をメモリ辞書で提供

5 インターネット 10,000

6 情報・通信 170,000

7 化学 134,000

8 機械 173,000

9 固有名詞(一般) 189,000

10 建築・土木 148,000

11 運輸・物流 93,000

12 電気・電子 191,000

13 バイオ・生物 99,000

14 数学・物理 105,000

15 自然科学 33,000

16 医学・薬学（第一）

17 医学・薬学（第二）

18 医学・薬学（規制用語）

19 基本用語辞書 システム辞書 標準的な語句を含み、翻訳時に常に使用される辞書 － ※2 ※2：掲載語数情報非開示

　※･･･各辞書は「#」欄に記載の優先順で参照を行う。
　※･･･収録数（英日）は２０１６年５月３１日時点の収録数である。
　※･･･本表記載の辞書参照順位は本サービスの画面上で専門用語辞書を選択していない初期状態での順位である。
　※･･･本サービスの画面上で専門用語辞書を選択した際の専門用語辞書参照順のルールについては「別紙２．２．２－３－ｆ－３　辞書選択時の参照ルール」参照。

287,000

2 － －

3 － －ユーザ辞書 編集辞書
基本用語辞書や専門用語辞書に登録されていない語句
をユーザが登録できる辞書

専門用語辞書 システム辞書
専門分野の語句が収録され、翻訳対象の文書に応じて
使用を切り替えることができる辞書

パターン辞書 編集辞書
原文と訳文の翻訳例に可変部分を指定した翻訳パター
ン（穴空き翻訳例文）を登録する辞書



別紙２．２．２－３－ｆ－２　翻訳エンジンのＨＴＭＬタグに対する翻訳時設定（ＡＩＰＮシステム）

＃ 分類 タグ ＃ 分類 タグ
1 文外タグ <APP 72 文内タグ <A
2 <APPLET 73 <ABBR
3 <AREA 74 <ACRONYM
4 <BASE 75 <ADDRESS
5 <BASEFONT 76 <B
6 <BDO 77 <BIG
7 <BGSOUND 78 <BLINK
8 <BODY 79 <BLOCKQUOTE
9 <BR 80 <DFN
10 <BUTTON 81 <DIR
11 <CAPTION 82 <DP
12 <CENTER 83 <EM
13 <CITE 84 <GAI
14 <CODE 85 <I
15 <COL 86 <KBD
16 <COLGROUP 87 <MARQUEE
17 <DD 88 <NOBR
18 <DEL 89 <Q
19 <DL 90 <RUBY
20 <DT 91 <S
21 <FIELDSET 92 <SMALL
22 <FORM 93 <SPAN
23 <FRAME 94 <SPASER
24 <FRAMESET 95 <STRIKE
25 <H1 96 <STRONG
26 <H2 97 <SUB
27 <H3 98 <SUP
28 <H4 99 <TT
29 <H5 100 <TXF
30 <H6 101 <U
31 <HEAD 102 <VAR
32 <HR 103 <WBR
33 <HTML 104 <XMP
34 <IFRAME 105 翻訳結果に残さないタグ <FONT
35 <IMG
36 <INPUT
37 <INS
38 <ISINDEX
39 <LABEL
40 <LEGEND
41 <LI
42 <LINK
43 <LISTING
44 <MAP
45 <MENU
46 <META
47 <MULTICOL
48 <NOFRAME
49 <NOFRAMES
50 <NOSCRIPT
51 <OBJECT
52 <OL
53 <OPTGROUP
54 <OPTION
55 <P
56 <PARAM
57 <PRE
58 <SAMP
59 <SCRIPT
60 <SELECT
61 <STYLE
62 <TABLE
63 <TBODY
64 <TD
65 <TEXTAREA
66 <TFOOT
67 <TH
68 <THEAD
69 <TITLE
70 <TR
71 <UL



別紙２．２．２－３－ｆ－３　辞書選択時の参照順序

対象辞書１ 対象辞書３ 対象辞書４ 対象辞書５

1 専門用語 情報・通信 computerV16 － － －

2 専門用語 電気・電子 electronicsV16 － － －

3 専門用語 バイオ・生物 biologyV16 － － －

4 専門用語 医学・薬学 medicine1V16 medicine3V16 medical_NG1V16（※2） medical_NG2V16（※2）

5 専門用語 化学 chemistryV16 － － －

6 専門用語 数学・物理 physicalV16 － － －

7 専門用語 原子力 atomicV16 － － －

8 専門用語 自然科学 scienceV16 science_NG2V16（※2） science_NG3V16（※2） －

9 専門用語 機械 machineV16 － － －

10 専門用語 建築･土木 architectV16 － － －

11 専門用語 自動車 autoV16 － － －

12 専門用語 運輸・物流 logisticsV16 － － －

13 専門用語 ビジネス businessV16 － － －

14 専門用語 金融・法律 law_finV16 － － －

15 専門用語 生産・品質 industryV16 － － －

16 専門用語 繊維・衣料 clothingV16 － － －

17 専門用語 JIS用語 JIS_termV16 － － －

18 専門用語 学術用語 gakujutsuV16 － － －

19 専門用語 軍事・防衛 militaryV16 － － －

20 専門用語 産業技術 productsV16 － － －

21 専門用語 固有名詞（専門） properV16 － － －

※１：辞書選択時にのみ参照される辞書分野をボールド＋イタリックで示し、辞書未選択時にも利用される辞書分野を通常フォントで示す。
※２：辞書選択時にのみ参照される辞書であり、辞書未選択時には参照されない。
　　　例）サービス画面上の辞書選択用プルダウンリストで「自然科学」を選択していない場合は「scienceV16」のみを参照する。
　　　　　サービス画面上の辞書選択用プルダウンリストで「自然科学」を選択した際には、「sicenceV16」に加えて「science_NG1V16」「science_NG2V16」「science_NG3V16」が参照される。

辞書選択時の辞書ファイル名

 Transportation

 Business

 Finance and Law

 Manufacturing/Quality

 Mathematics/Physics

 Nuclear

 Natural sciences

 Mechanical engineering

 Architecture /Civil engineering

 Automobile

 Information communication technology (ICT)

 Electronic engineering

 Biotechnology

 Medical/Pharmaceutical sciences

 Chemistry

＃ サービス画面上の辞書選択用プルダウンリスト 辞書名
選択可能辞書分野

（※１）

 Proper nouns

 Fiber/Clothing material

 JIS(Japan Industrial Standards) term

　ＡＩＰＮ向け翻訳サービス、ＡＩＰＮ向け包袋情報翻訳サービス、三極向け翻訳サービス、三極向け包袋情報翻訳サービス、三極向けテキスト／ＵＲＬ翻訳サービスの各サービス画面で辞書選択（専門用語辞書）を行った際の辞書参照順序
のルールについて以下に記載する。

 Technical term

 Military/Defense

 Industrial Products

対象辞書２

－

－

－

medicine2V16

－

－

－

science_NG1V16（※2）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－



サービス画面上の辞書選択用プルダウンリストで専門用語辞書を選択した際の翻訳実行時の辞書参照順序について、以下３つのケースで説明する。

ケース１）辞書未選択時にも利用される専門用語辞書を選択した場合

＃ 分野
プルダウン

選択例
選択可能分野 ＃ 分野 備考

1 特許用辞書 － 情報・通信 1 数学・物理
2 インターネット － 電気・電子 2 化学
3 情報・通信 選択３ バイオ・生物 3 バイオ・生物
4 化学 － 医学・薬学 4 特許用辞書
5 機械 選択２ 化学 5 インターネット
6 固有名詞(一般) 選択１ 数学・物理 6 情報・通信
7 建築・土木 － 原子力 7 機械
8 運輸・物流 － 自然科学 8 固有名詞(一般)
9 電気・電子 － 機械 9 建築・土木
10 バイオ・生物 － 建築･土木 10 運輸・物流
11 数学・物理 － 自動車 11 電気・電子
12 自然科学 － 運輸・物流 12 自然科学
13 医学・薬学（第一） － ビジネス 13 医学・薬学（第一）
14 医学・薬学（規制用語） － 金融・法律 14 医学・薬学（規制用語）
15 医学・薬学（第二） － 生産・品質 15 医学・薬学（第二）
16 － － 繊維・衣料 16 －

－ JIS用語
－ 学術用語
－ 軍事・防衛
－ 産業技術
－ 固有名詞（専門）

ケース２）辞書未選択時に利用されない専門用語辞書を選択した場合

＃ 分野
プルダウン

選択例
選択可能分野 ＃ 分野 備考

1 特許用辞書 － 情報・通信 1 金融・法律
2 インターネット － 電気・電子 2 生産・品質
3 情報・通信 － バイオ・生物 3 ビジネス
4 化学 － 医学・薬学 4 特許用辞書
5 機械 － 化学 5 インターネット
6 固有名詞(一般) － 数学・物理 6 情報・通信
7 建築・土木 － 原子力 7 化学
8 運輸・物流 － 自然科学 8 機械
9 電気・電子 － 機械 9 固有名詞(一般)
10 バイオ・生物 － 建築･土木 10 建築・土木
11 数学・物理 － 自動車 11 運輸・物流
12 自然科学 － 運輸・物流 12 電気・電子
13 医学・薬学（第一） 選択３ ビジネス 13 バイオ・生物
14 医学・薬学（規制用語） 選択１ 金融・法律 14 数学・物理
15 医学・薬学（第二） 選択２ 生産・品質 15 自然科学
16 － － 繊維・衣料 16 医学・薬学（第一）

－ JIS用語 医学・薬学（規制用語）
－ 学術用語 医学・薬学（第二）
－ 軍事・防衛
－ 産業技術
－ 固有名詞（専門）

【辞書未選択時の参照順序】 【プルダウンリストの選択例】 【翻訳実行時の辞書参照順序】

【辞書未選択時の参照順序】 【プルダウンリストの選択例】 【翻訳実行時の辞書参照順序】

指定可能辞書数の上限である
16個を超過するため、翻訳実
行時には参照されない。



ケース３）一つの分野に対して複数の対象辞書が定義されている分野を選択した場合（対象分野：「医学・薬学」、「自然科学」）

＃ 分野
プルダウン

選択例
選択可能分野 ＃ 分野

辞書ファイル名
／備考

1 特許用辞書 － 情報・通信 1 医学・薬学 medicine1V16
2 インターネット － 電気・電子 2 medicine2V16
3 情報・通信 － バイオ・生物 3 medicine3V16
4 化学 選択１ 医学・薬学 4 medical_NG1V16
5 機械 － 化学 5 medical_NG2V16
6 固有名詞(一般) － 数学・物理 6 自然科学 scienceV16
7 建築・土木 － 原子力 7 science_NG1V16
8 運輸・物流 選択２ 自然科学 8 science_NG2V16
9 電気・電子 － 機械 9 science_NG3V16
10 バイオ・生物 － 建築･土木 10 特許用辞書
11 数学・物理 － 自動車 11 インターネット
12 自然科学 － 運輸・物流 12 情報・通信
13 医学・薬学（第一） － ビジネス 13 化学
14 医学・薬学（規制用語） － 金融・法律 14 機械
15 医学・薬学（第二） － 生産・品質 15 固有名詞(一般)
16 － － 繊維・衣料 16 建築・土木

－ JIS用語 運輸・物流
－ 学術用語 電気・電子
－ 軍事・防衛 バイオ・生物
－ 産業技術 数学・物理
－ 固有名詞（専門）

【翻訳実行時の辞書参照順序】

指定可能辞書数の上限である
16個を超過するため、翻訳実
行時には参照されない。

【辞書未選択時の参照順序】 【プルダウンリストの選択例】



別紙２．２．２－４－ｃ－１ 翻訳除外データ項目一覧

＃ 表示項目 検索構造タグ 翻訳有無

1 本文全文 TX -

2 書誌事項 BI 無

3 国際特許分類 IC 無

4 発明／考案の名称 TI 有

5 参考文献 RF 無

6 出願人／権利者名 AP 無

7 出願人／権利者住所 AA 無

8 発明者／考案者 IN 無

9 発明者／考案者住所 IA 無

10 代理人名 RP 無

11 審査官名 EX 無

12 要約 AB,AC 有

13 課題解決手段 MS 有

14 明細書 SP,TB 有

15 産業上の利用可能性・技術分野 FA 有

16 背景技術 BA 有

17 発明／考案の詳細な説明、発明／考案の構成 DD,CI 有

18 発明／考案が解決しようとする課題 PS 有

19 発明／考案の効果 ED 有

20 発明／考案の概要 DI 有

21 図面の簡単な説明 BD 有

22 発明／考案を実施するための形態・実施例 EI 有

23 符号の説明 DC 有

24 菌寄託番号 DN 無

25 請求の範囲 CL,TB,AC 有

26 回答番号 QN 無



別紙　２．２．４－１－ａ－１　翻訳対象データ

英語表記 日本語表記 英語表記 日本語表記

1 A:Publication of unexamined patent application 公開特許公報(A) 1971-000001 ～ 2017-093296

2 A:Publication of PCT application(patent) 公表特許公報(A) 1979-500001 ～ 2017-513454

3 B:Publication of examined patent application 公告特許公報(B) 1970-000120 ～ 1996-034772

4 B:Publication of granted patent application 特許公報(B) 2500001 ～ 6140877

5 U:Publication of unexamined utility model application 公開実用新案公報(U) 1971-000001 ～ 2006-000001

6 U:Publication of PCT application(utility model) 公表実用新案公報(U) 1979-500001 ～ 1998-500001

7 U:Publication of registered utility model application 登録実用新案公報(U) 3000001 ～ 3210530

8 Y:Publication of examined utility model application 公告実用新案公報(Y) 1970-000144 ～ 1996-011090

9 Y:Publication of granted utility model application 実用新案登録公報(Y) 2500001 ～ 2607899

10 A1:Domestic re-publication of PCT publication 再公表(A1) 79/000329 ～ 2016/182077

11 A:Publication of unexamined patent application 公開特許公報(A) 1971-000001 ～ 2017-093296

12 A:Publication of PCT application(patent) 公表特許公報(A) 1979-500001 ～ 2017-513454

13 B:Publication of examined patent application 公告特許公報(B) 1970-000120 ～ 1996-034772

14 B:Publication of granted patent application 特許公報(B) 2500001 ～ 6140877

15 U:Publication of unexamined utility model application 公開実用新案公報(U) 1971-000001 ～ 2006-000001

16 U:Publication of PCT application(utility model) 公表実用新案公報(U) 1979-500001 ～ 1998-500001

17 U:Publication of registered utility model application 登録実用新案公報(U) 3000001 ～ 3210530

18 Y:Publication of examined utility model application 公告実用新案公報(Y) 1970-000144 ～ 1996-011090

19 Y:Publication of granted utility model application 実用新案登録公報(Y) 2500001 ～ 2607899

20 A1:Domestic re-publication of PCT publication 再公表(A1) 79/000329 ～ 2016/182077

21 Design Gazette(S) 意匠公報(S) 1057346 ～ 1577781

22 Disagreed Consultation on Design Application 協議不成立意匠出願公報 1999-000148 ～ 2015-026622

23 Decision of opposition 異議決定 1996 ～ 2017

24 Decision on trial & appeal 審判 1940 ～ 2017

25 Decision of court 判決 1992 ～ 2016

※ 審決公報DBの蓄積範囲は、各種文献の年部分を示しています。

蓄積範囲（文献番号）＃

Publication DB of
trial & appeal

decisions
審決公報ＤＢ

Patent & Utility
Model Number

Search
特許・実用新案番号照会

Design Number
Search

文献種別サービス

意匠番号照会

FI/F-term Search FI/Fターム照会



別紙２．２．４－２－ａ－１　翻訳対象書類名一覧

＃ 四法 大区分 中間コード 書類名
OPD

(海外庁ルート)
での提供

OPD
(公衆ルート)
での提供

1 Ｐ Ａ ０１ 特許査定 ○ ○
2 Ｕ Ａ ０１ 特許査定 ○ ○
3 　 Ａ ０２ 拒絶査定 ○ ○
4 　 Ａ ０３１ 出願無効の処分（出願） ○ ○
5 　 Ａ ０３２ 出願無効の処分（登録） ○ ○
6 　 Ａ ０３３ 出願無効の処分（審査請求） ○ ○
7 　 Ａ ０４２ 出願却下の処分（却下理由） ○ ○
8 　 Ａ ０４３ 出願却下の処分（補正指令） ○ ○
9 　 Ａ ０４４ 出願却下の処分（本人確認） ○ ○
10 　 Ａ ０４５ 出願却下の処分（登録） ○ ○
11 　 Ａ ０７１ 通知書（再提出通知） ○ ○
12 　 Ａ ０７２ 手続却下の処分（却下理由） ○ ○
13 　 Ａ ０７３ 手続却下の処分（補正指令） ○ ○
14 　 Ａ ０７４ 手続却下の処分（本人確認） ○ ○
15 　 Ａ ０８ 処分書 ○ ○
16 　 Ａ ０９１ 手続無効の処分（出願） ○ ○
17 　 Ａ １０１ 却下理由通知書（出願） ○ ○
18 　 Ａ １０２ 却下理由通知書（中間書類） ○ ○
19 　 Ａ １０３ 却下理由通知書（願書） ○ ○
20 　 Ａ １１１ 手続補正指令書（出願） ○ ×
21 　 Ａ １１２ 手続補正指令書（中間書類） ○ ×
22 　 Ａ １１５ ＩＢ照会書 ○ ○
23 　 Ａ １２１ 物件提出命令書（方式） ○ ○
24 　 Ａ １３１ 拒絶理由通知書 ○ ○
25 　 Ａ １３２ 拒絶理由通知書（先願） ○ ○
26 　 Ａ １３３ 拒絶理由通知書（面接） ○ ○
27 　 Ａ １４ 受継命令 ○ ×
28 　 Ａ １４１ 手続受継指令書 ○ ×
29 　 Ａ １５ 出願公告の決定 ○ ○
30 　 Ａ １９１ 補正の却下の決定 ○ ○
31 　 Ａ １９２ 補正の却下の決定 ○ ○
32 　 Ａ ２３１ 出願番号特定通知書 ○ ○
33 　 Ａ ２３２ 出願番号通知 ○ ○
34 　 Ａ ２４１ 通知書（その他の通知）（期間有） ○ ○
35 　 Ａ ２４１７６４ 国内優先権主張無効の通知（期間有） ○ ○
36 　 Ａ ２４２ 通知書（その他の通知）（期間無） × ×
37 　 Ａ ２４２０００ 戸籍謄本等請求の通知 ○ ○
38 　 Ａ ２４２１４ 手続続行通知書 ○ ○
39 　 Ａ ２４２６２３ 実用新案技術評価の通知 ○ ○
40 　 Ａ ２４２６２４ 通知書（他人評価請求） ○ ○
41 　 Ａ ２４２６２５ 通知書（他人請求） ○ ○
42 　 Ａ ２４２７６４ 国内優先権主張無効の通知（期間無） ○ ○
43 　 Ａ ２４２８３１ 刊行物等提出による通知書 ○ ×
44 Ａ ２４２８８２ 通知書（減免許可） × ×
45 　 Ａ ２４２８８３ 通知書（証明書返還） ○ ×
46 　 Ａ ２４２９０２ 伺い回答書 ○ ○
47 　 Ａ ２４３６２４ 評価書未作成通知 ○ ○
48 Ａ ２４４００１ アクセスコード通知書 × ×
49 　 Ａ ２５１ 審査官通知（その他の通知）（期間有） ○ ○
50 　 Ａ ２５１１０ １９４条の通知（分割出願に関する説明書） ○ ○
51 　 Ａ ２５１１１ １９４条の通知（その他） ○ ○
52 　 Ａ ２５１４ 立会実験申請書の提出命令書 ○ ○
53 　 Ａ ２５１５ 同一出願人による同日出願通知書 ○ ○
54 　 Ａ ２５１６ 出願人相違の同日出願通知書 ○ ○
55 　 Ａ ２５２ 審査官通知（その他の通知）（期間無） ○ ○
56 　 Ａ ２５２２ 先願未請求による審査不可能通知書 ○ ○
57 　 Ａ ２５２９ 先行技術文献情報不開示の通知 ○ ○
58 　 Ａ ２６ 誤送通知書 ○ ○
59 　 Ａ ２７３ 職権訂正通知書（職権訂正） ○ ○
60 　 Ａ ２７４ 職権訂正通知書（書類修正） ○ ○
61 　 Ａ ２７５ 認定情報通知書 ○ ○
62 　 Ａ ３０ 引用非特許文献 × ×
63 　 Ａ ５１ 手続補正書（方式） ○ ○
64 　 Ａ ５２１ 手続補正書 ○ ○
65 　 Ａ ５２１０ 特許協力条約第３４条補正の翻訳文提出書（職権） ○ ○
66 　 Ａ ５２１１ 特許協力条約第３４条補正の写し提出書 ○ ○
67 　 Ａ ５２１２ 特許協力条約第３４条補正の写し提出書（職権） ○ ○
68 　 Ａ ５２２ 手続補正書 ○ ○
69 　 Ａ ５２３ 手続補正書 ○ ○
70 　 Ａ ５２４ 誤訳訂正書 ○ ○
71 　 Ａ ５２５ 特許協力条約第１９条補正の翻訳文提出書 ○ ○
72 　 Ａ ５２６ 特許協力条約第１９条補正の翻訳文提出書（職権） ○ ○
73 　 Ａ ５２７ 特許協力条約第１９条補正の写し提出書 ○ ○
74 　 Ａ ５２８ 特許協力条約第１９条補正の写し提出書（職権） ○ ○
75 　 Ａ ５２９ 特許協力条約第３４条補正の翻訳文提出書 ○ ○
76 　 Ａ ５３ 意見書 ○ ○
77 　 Ａ ５５ 受継申立書 ○ ×
78 　 Ａ ５９ 弁明書 ○ ○
79 　 Ａ ６０１ 期間延長請求書 ○ ○
80 　 Ａ ６２１ 出願審査請求書 ○ ○
81 　 Ａ ６２３ 実用新案技術評価請求書 ○ ○



＃ 四法 大区分 中間コード 書類名
OPD

(海外庁ルート)
での提供

OPD
(公衆ルート)
での提供

82 　 Ａ ６２４ 実用新案技術評価請求書（他人） ○ ○
83 　 Ａ ６２５ 出願審査請求書（他人） ○ ○
84 　 Ａ ６２６ 国内処理請求書 ○ ○
85 　 Ａ ６２７ 出願公開請求書 ○ ○
86 Ｐ Ａ ６３ 特許願 ○ ○
87 Ｕ Ａ ６３ 特許願 ○ ○
88 　 Ａ ６３１ 翻訳文提出書 ○ ○
89 　 Ａ ６３２ 防護標章登録願 ○ ○
90 　 Ａ ６３３ 防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願 ○ ○
91 　 Ａ ６３３０ 明細書 ○ ○
92 　 Ａ ６３３１ 図面 ○ ○
93 　 Ａ ６３３２ 要約書 ○ ○
94 Ｐ Ａ ６３３３ 特許請求の範囲 ○ ○
95 Ｕ Ａ ６３３３ 特許請求の範囲 ○ ○
96 　 Ａ ６３４ 書換登録申請書 ○ ○
97 　 Ａ ６３４０ 外国語明細書 ○ ○
98 　 Ａ ６３４１ 外国語図面 ○ ○
99 　 Ａ ６３４２ 外国語要約書 ○ ○
100 　 Ａ ６３４３ 外国語特許請求の範囲 ○ ○
101 　 Ａ ６３５ 防護標章登録に基づく権利書換登録申請書 ○ ○
102 　 Ａ ６７ 受託番号変更届 ○ ○
103 　 Ａ ６８１ 代表者選定届 ○ ○
104 　 Ａ ６９１ 雑書類 ○ ○
105 　 Ａ ７１１ 出願人名義変更届 ○ ○
106 　 Ａ ７１２ 出願人名義変更届（一般承継） ○ ○
107 　 Ａ ７４２１ 代理人変更届 ○ ○
108 　 Ａ ７４２２ 代理人受任届 ○ ○
109 　 Ａ ７４２３ 代理人選任届 ○ ○
110 　 Ａ ７４２４ 代理人辞任届 ○ ○
111 　 Ａ ７４２５ 代理人解任届 ○ ○
112 　 Ａ ７４２６ 代理権変更届 ○ ○
113 　 Ａ ７４２７ 代理権消滅届 ○ ○
114 　 Ａ ７４２８ 包括委任状援用制限届 ○ ○
115 　 Ａ ７４３１ 復代理人変更届 ○ ○
116 　 Ａ ７４３２ 復代理人受任届 ○ ○
117 　 Ａ ７４３３ 復代理人選任届 ○ ○
118 　 Ａ ７４３４ 復代理人辞任届 ○ ○
119 　 Ａ ７４３５ 復代理人解任届 ○ ○
120 　 Ａ ７４３６ 復代理権変更届 ○ ○
121 　 Ａ ７４３７ 復代理権消滅届 ○ ○
122 　 Ａ ７６１ 出願取下書 ○ ○
123 　 Ａ ７６２ 出願放棄書 ○ ○
124 　 Ａ ７６４ 先の出願に基づく優先権主張取下書 ○ ○
125 　 Ａ ７６５ パリ条約による優先権主張放棄書 ○ ○
126 　 Ａ ７８１ 上申書 ○ ○
127 　 Ａ ７９ 優先権証明書提出書 ○ ○
128 　 Ａ ７９１ 優先権証明書（電子データ交換協定） ○ ×
129 Ａ ７９２ 優先権証明書類（電子データ交換協定） ○ ○
130 　 Ａ ８０ 新規性の喪失の例外証明書提出書 ○ ○
131 　 Ａ ８０１ 新規性喪失の例外適用申請書 ○ ○
132 　 Ａ ８１ 出願日証明書提出書 ○ ○
133 　 Ａ ８２ 物件提出書 ○ ○
134 　 Ａ ８２１ 手続補足書 ○ ○
135 　 Ａ ８２２ 証明書類提出書 ○ ○
136 　 Ａ ８３１ 刊行物等提出書 ○ ×
137 　 Ａ ８７ 優先審査に関する事情説明書 ○ ○
138 　 Ａ ８７１ 早期審査に関する事情説明書 ○ ○
139 　 Ａ ８７２ 早期審査に関する事情説明補充書 ○ ○
140 　 Ａ ８８１ 既納手数料返還請求書 ○ ×
141 Ａ ８８２ 減免請求書 × ×
142 　 Ａ ９０３ 伺い回答書 ○ ×
143 　 Ａ ９０３００１ 伺い回答書 ○ ×
144 　 Ａ ９０４ 戸籍謄本等請求の通知 ○ ×
145 　 Ａ ９０５ 通知書（既納手数料返還） ○ ×
146 　 Ａ ９０６ 通知書（減免許可） × ×
147 　 Ａ ９０９ 通知書（出願審査請求手数料返還） ○ ×
148 　 Ａ ９１３ 前置報告書 ○ ○
149 　 Ａ ９１４ 出願審査請求手数料返還請求書 ○ ×
150 Ｐ Ａ ９１５ 既納手数料返還請求書 ○ ×
151 Ｕ Ａ ９１５ 既納手数料返還請求書 ○ ×
152 Ａ ９１６ 世界知的所有権機関へのアクセスコード付与請求書 ○ ○
153 　 Ａ ９３３ 行服決定（認容） ○ ×
154 　 Ａ ９３４ 検査の決定 ○ ×
155 　 Ａ ９６１ 職権訂正データ（方式） ○ ×
156 　 Ａ ９６２ 職権訂正データ（審査部） ○ ×
157 　 Ａ ９６３ 職権訂正データ（書類修正） ○ ×
158 　 Ａ ９６４ 職権訂正データ（起案書） ○ ×
159 　 Ａ ９６５ 職権訂正履歴（職権訂正） ○ ×
160 　 Ａ ９６６ 起案書訂正 ○ ×
161 　 Ａ ９６７ 認定・付加情報 ○ ×
162 　 Ａ ９６８ 職権訂正履歴（書類修正） ○ ×
163 　 Ａ ９７１００１ 面接記録 ○ ○
164 　 Ａ ９７１００２ 資料提出書等による情報提供 ○ ×



＃ 四法 大区分 中間コード 書類名
OPD

(海外庁ルート)
での提供

OPD
(公衆ルート)
での提供

165 　 Ａ ９７１００３ 審査用メモ ○ ×
166 Ｐ Ａ ９７１００４ 特許メモ ○ ○
167 Ｕ Ａ ９７１００４ 特許メモ ○ ○
168 　 Ａ ９７１００５ 早期審査に関する報告書 ○ ○
169 　 Ａ ９７１００６ 優先審査選別会議議事録 ○ ×
170 　 Ａ ９７１００７ 検索報告書 ○ ○
171 　 Ａ ９７１００８ 審査用メモ（分類付与） ○ ×
172 　 Ａ ９７１００９ 優先審査選別会議の非開催理由書 ○ ×
173 　 Ａ ９７１０１０ 予備的見解書 ○ ×
174 　 Ａ ９７１０１１ 検索外注利用状況票 ○ ×
175 　 Ａ ９７１０１２ 拒絶理由通知書（手交）受領書 ○ ×
176 　 Ａ ９７１０１３ 協議成立メモ ○ ×
177 　 Ａ ９７１０１４ 審査記録 ○ ×
178 　 Ａ ９７１０１５ 応対記録 ○ ○
179 　 Ａ ９７１０１６ 審査協力情報 ○ ×
180 　 Ａ ９７１０２１ 協議メモ ○ ×
181 　 Ａ ９７１０２２ 迅速フィードバック情報 ○ ×
182 　 Ａ ９７１０２３ 調査報告（特定登録調査機関） ○ ○
183 　 Ａ ９７１０４６ 出願却下の処分（他人請求） ○ ×
184 　 Ａ ９７１０９１ 職権取消通知 ○ ×
185 　 Ａ ９７１０９２ 無効通知 ○ ×
186 　 Ａ ９７１０９３ 職権更正通知 ○ ×
187 　 Ａ ９７１０９９ 庁内書類（その他の庁内書類） ○ ×
188 　 Ａ ９７２００１ 要約不備職権訂正 ○ ×
189 　 Ａ ９７２００２ 公序良俗違反 ○ ×
190 　 Ａ ＩＢ１０１ 国際出願の写し ○ ○
191 　 Ａ ＩＢ１０１Ｊ 国際出願の願書の写し ○ ○
192 　 Ａ ＩＢ２１０ 国際調査報告 ○ ○
193 　 Ａ ＩＢ２１Ｊ 国際調査報告（日本語） ○ ○
194 　 Ａ ＩＢ３０４ 優先権主張の書類提出に関する通知 ○ ○
195 　 Ａ ＩＢ３０５ 先の出願番号の遅れた提出の通知 ○ ○
196 　 Ａ ＩＢ３０６ 記録の変更通知 ○ ○
197 　 Ａ ＩＢ３０７ 国際出願又は指定の取り下げの通知 ○ ○
198 　 Ａ ＩＢ３１０ 送達書類に関する通知（その他雑通知等） ○ ○
199 　 Ａ ＩＢ３１７ 優先権に関する取下の通知 ○ ○
200 　 Ａ ＩＢ３１８ 優先権主張に関する通知 ○ ○
201 　 Ａ ＩＢ３１Ａ 優先権書類 ○ ○
202 　 Ａ ＩＢ３１Ｂ 条約１９条補正 ○ ○
203 　 Ａ ＩＢ３１Ｂ１ 条約１９条補正（職権） ○ ○
204 　 Ａ ＩＢ３１Ｃ 条約３４条補正 ○ ○
205 　 Ａ ＩＢ３１Ｃ１ 条約３４条補正（職権） ○ ○
206 　 Ａ ＩＢ３１Ｅ 国際予備審査報告（日本語／英語以外の言語） ○ ○
207 　 Ａ ＩＢ３１Ｊ 国際予備審査報告（日本語） ○ ○
208 　 Ａ ＩＢ３２４ 指定が取り下げられたものとみなす旨の通知 ○ ○
209 　 Ａ ＩＢ３２５ 国際出願が取り下げられたものとみなす通知 ○ ○
210 　 Ａ ＩＢ３３１ 選択の通知 ○ ○
211 　 Ａ ＩＢ３３４ 後にする選択の届出が提出・選択無とみなす通知 ○ ○
212 　 Ａ ＩＢ３３５ 指定または選択の取り消しの通知 ○ ○
213 　 Ａ ＩＢ３３８ 国際予備審査報告（英語） ○ ○
214 　 Ａ ＩＢ３３９ 予備審査請求又は選択の取り下げの通知 ○ ○
215 　 Ａ ＩＢ３４５ 他に使用すべき様式がない場合の通知 ○ ○
216 　 Ａ ＩＢ３４６ 請求の範囲の補正書の提出に関する通知 ○ ○
217 　 Ａ ＩＢ３４９ 国際公開 ○ ○
218 　 Ａ ＩＢ３４９１ 日本語国際公開（職権） ○ ○
219 　 Ａ ＩＢ３４９２ 外国語国際公開図面（職権） ○ ○
220 　 Ａ ＩＢ３４９３ 外国語国際公開配列表（職権） ○ ○
221 　 Ａ ＩＢ３４９４ 日本語国際公開要約図（職権） ○ ○
222 　 Ａ ＩＢ３４９５ 外国語国際公開要約図（職権） ○ ○
223 　 Ａ ＩＢ３５０ 予備審査請求書の提出又は選択無とみなす通知 ○ ○
224 　 Ａ ＩＢ３６９ 予備審査請求がされなかった旨の通知 ○ ○
225 　 Ａ ＩＢ３７３ 特許性に関する国際予備報告（第Ｉ章） ○ ○
226 　 Ａ ＩＢ３７３１ 非公式コメント ○ ○
227 　 Ａ ＩＢ３７４ 国際調査機関の見解の翻訳の写しの送付通知 ○ ○
228 　 Ａ ＩＢ３９９ 国際出願経過情報様式 ○ ○
229 　 Ａ ＩＢ５００ ＩＢ回答書 ○ ○
230 Ａ ＩＢ５０１ 補充国際調査報告 ○ ○
231 Ａ ＩＢ５０２ 補充国際調査報告を作成しない旨の決定 ○ ○
232 　 Ａ ＩＢＣ１０１ 訂正／国際出願の写し ○ ○
233 　 Ａ ＩＢＣ２１０ 訂正／国際調査報告 ○ ○
234 　 Ａ ＩＢＣ２１Ｊ 訂正／国際調査報告（日本語） ○ ○
235 　 Ａ ＩＢＣ３０４ 訂正／優先権主張の書類提出に関する通知 ○ ○
236 　 Ａ ＩＢＣ３０５ 訂正／先の出願番号の遅れた提出の通知 ○ ○
237 　 Ａ ＩＢＣ３０６ 訂正／記録の変更通知 ○ ○
238 　 Ａ ＩＢＣ３０７ 訂正／国際出願又は指定の取り下げの通知 ○ ○
239 　 Ａ ＩＢＣ３１０ 訂正／送達書類に関する通知（その他雑通知等） ○ ○
240 　 Ａ ＩＢＣ３１７ 訂正／優先権に関する取下の通知 ○ ○
241 　 Ａ ＩＢＣ３１Ｂ 訂正／条約１９条補正 ○ ○
242 　 Ａ ＩＢＣ３１Ｃ 訂正／条約３４条補正 ○ ○
243 　 Ａ ＩＢＣ３１Ｅ 訂正／国際予備審査報告（日本語／英語以外の言語） ○ ○
244 　 Ａ ＩＢＣ３１Ｊ 訂正／国際予備審査報告（日本語） ○ ○
245 　 Ａ ＩＢＣ３２４ 訂正／指定が取り下げられたものとみなす旨の通知 ○ ○
246 　 Ａ ＩＢＣ３２５ 訂正／国際出願が取り下げられたものとみなす通知 ○ ○
247 　 Ａ ＩＢＣ３３１ 訂正／選択の通知 ○ ○
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248 　 Ａ ＩＢＣ３３４ 訂正／後にする選択の届出が提出・選択無とみなす通知 ○ ○
249 　 Ａ ＩＢＣ３３８ 訂正／国際予備審査報告（英語） ○ ○
250 　 Ａ ＩＢＣ３３９ 訂正／予備審査請求又は選択の取り下げの通知 ○ ○
251 　 Ａ ＩＢＣ３４５ 訂正／他に使用すべき様式がない場合の通知 ○ ○
252 　 Ａ ＩＢＣ３４９ 訂正／国際公開 ○ ○
253 　 Ａ ＩＢＣ３５０ 訂正／予備審査請求書の提出又は選択無とみなす通知 ○ ○
254 　 Ｃ ２８３８ 引用非特許文献 × ×
255 Ａ ６０３ 期間延長請求書（期間徒過） ○ ○
256 Ａ ２４３６３１ 翻訳文未提出通知書 ○ ○
257 Ａ ２４３７９ 優先権証明書未提出通知書 ○ ○
258 Ａ ９１７ 回復理由書 × ×
259 Ａ ２４１０００ 特許管理人の選任通知 × ×



別紙２．２．４－３－ａ－１　翻訳対象書類名一覧

＃ 四法 大区分 中間コード 書類名 AIPNでの提供
1 Ｐ Ａ ０１ 特許査定 ○
2 Ｕ Ａ ０１ 特許査定 ○
3 　 Ａ ０２ 拒絶査定 ○
4 　 Ａ ０３１ 出願無効の処分（出願） ○
5 　 Ａ ０３２ 出願無効の処分（登録） ○
6 　 Ａ ０３３ 出願無効の処分（審査請求） ○
7 　 Ａ ０４２ 出願却下の処分（却下理由） ○
8 　 Ａ ０４３ 出願却下の処分（補正指令） ○
9 　 Ａ ０４４ 出願却下の処分（本人確認） ○
10 　 Ａ ０４５ 出願却下の処分（登録） ○
11 　 Ａ ０７１ 通知書（再提出通知） ○
12 　 Ａ ０７２ 手続却下の処分（却下理由） ○
13 　 Ａ ０７３ 手続却下の処分（補正指令） ○
14 　 Ａ ０７４ 手続却下の処分（本人確認） ○
15 　 Ａ ０８ 処分書 ○
16 　 Ａ ０９１ 手続無効の処分（出願） ○
17 　 Ａ １０１ 却下理由通知書（出願） ○
18 　 Ａ １０２ 却下理由通知書（中間書類） ○
19 　 Ａ １０３ 却下理由通知書（願書） ○
20 　 Ａ １１１ 手続補正指令書（出願） ○
21 　 Ａ １１２ 手続補正指令書（中間書類） ○
22 　 Ａ １１５ ＩＢ照会書 ○
23 　 Ａ １２１ 物件提出命令書（方式） ○
24 　 Ａ １３１ 拒絶理由通知書 ○
25 　 Ａ １３２ 拒絶理由通知書（先願） ○
26 　 Ａ １３３ 拒絶理由通知書（面接） ○
27 　 Ａ １４ 受継命令 ○
28 　 Ａ １４１ 手続受継指令書 ○
29 　 Ａ １５ 出願公告の決定 ○
30 　 Ａ １９１ 補正の却下の決定 ○
31 　 Ａ １９２ 補正の却下の決定 ○
32 　 Ａ ２３１ 出願番号特定通知書 ○
33 　 Ａ ２３２ 出願番号通知 ○
34 　 Ａ ２４１ 通知書（その他の通知）（期間有） ○
35 　 Ａ ２４１７６４ 国内優先権主張無効の通知（期間有） ○
36 　 Ａ ２４２ 通知書（その他の通知）（期間無） ×
37 　 Ａ ２４２０００ 戸籍謄本等請求の通知 ○
38 　 Ａ ２４２１４ 手続続行通知書 ○
39 　 Ａ ２４２６２３ 実用新案技術評価の通知 ○
40 　 Ａ ２４２６２４ 通知書（他人評価請求） ○
41 　 Ａ ２４２６２５ 通知書（他人請求） ○
42 　 Ａ ２４２７６４ 国内優先権主張無効の通知（期間無） ○
43 　 Ａ ２４２８３１ 刊行物等提出による通知書 ○
44 Ａ ２４２８８２ 通知書（減免許可） ×
45 　 Ａ ２４２８８３ 通知書（証明書返還） ○
46 　 Ａ ２４２９０２ 伺い回答書 ○
47 　 Ａ ２４３６２４ 評価書未作成通知 ○
48 Ａ ２４４００１ アクセスコード通知書 ×
49 　 Ａ ２５１ 審査官通知（その他の通知）（期間有） ○
50 　 Ａ ２５１１０ １９４条の通知（分割出願に関する説明書） ○
51 　 Ａ ２５１１１ １９４条の通知（その他） ○
52 　 Ａ ２５１４ 立会実験申請書の提出命令書 ○
53 　 Ａ ２５１５ 同一出願人による同日出願通知書 ○
54 　 Ａ ２５１６ 出願人相違の同日出願通知書 ○
55 　 Ａ ２５２ 審査官通知（その他の通知）（期間無） ○
56 　 Ａ ２５２２ 先願未請求による審査不可能通知書 ○
57 　 Ａ ２５２９ 先行技術文献情報不開示の通知 ○
58 　 Ａ ２６ 誤送通知書 ○
59 　 Ａ ２７３ 職権訂正通知書（職権訂正） ○
60 　 Ａ ２７４ 職権訂正通知書（書類修正） ○
61 　 Ａ ２７５ 認定情報通知書 ○
62 　 Ａ ３０ 引用非特許文献 ×
63 　 Ａ ５１ 手続補正書（方式） ○
64 　 Ａ ５２１ 手続補正書 ○
65 　 Ａ ５２１０ 特許協力条約第３４条補正の翻訳文提出書（職権） ○



＃ 四法 大区分 中間コード 書類名 AIPNでの提供
66 　 Ａ ５２１１ 特許協力条約第３４条補正の写し提出書 ○
67 　 Ａ ５２１２ 特許協力条約第３４条補正の写し提出書（職権） ○
68 　 Ａ ５２２ 手続補正書 ○
69 　 Ａ ５２３ 手続補正書 ○
70 　 Ａ ５２４ 誤訳訂正書 ○
71 　 Ａ ５２５ 特許協力条約第１９条補正の翻訳文提出書 ○
72 　 Ａ ５２６ 特許協力条約第１９条補正の翻訳文提出書（職権） ○
73 　 Ａ ５２７ 特許協力条約第１９条補正の写し提出書 ○
74 　 Ａ ５２８ 特許協力条約第１９条補正の写し提出書（職権） ○
75 　 Ａ ５２９ 特許協力条約第３４条補正の翻訳文提出書 ○
76 　 Ａ ５３ 意見書 ○
77 　 Ａ ５５ 受継申立書 ○
78 　 Ａ ５９ 弁明書 ○
79 　 Ａ ６０１ 期間延長請求書 ○
80 　 Ａ ６２１ 出願審査請求書 ○
81 　 Ａ ６２３ 実用新案技術評価請求書 ○
82 　 Ａ ６２４ 実用新案技術評価請求書（他人） ○
83 　 Ａ ６２５ 出願審査請求書（他人） ○
84 　 Ａ ６２６ 国内処理請求書 ○
85 　 Ａ ６２７ 出願公開請求書 ○
86 Ｐ Ａ ６３ 特許願 ○
87 Ｕ Ａ ６３ 特許願 ○
88 　 Ａ ６３１ 翻訳文提出書 ○
89 　 Ａ ６３２ 防護標章登録願 ○
90 　 Ａ ６３３ 防護標章登録に基づく権利存続期間更新登録願 ○
91 　 Ａ ６３３０ 明細書 ○
92 　 Ａ ６３３１ 図面 ○
93 　 Ａ ６３３２ 要約書 ○
94 Ｐ Ａ ６３３３ 特許請求の範囲 ○
95 Ｕ Ａ ６３３３ 特許請求の範囲 ○
96 　 Ａ ６３４ 書換登録申請書 ○
97 　 Ａ ６３４０ 外国語明細書 ○
98 　 Ａ ６３４１ 外国語図面 ○
99 　 Ａ ６３４２ 外国語要約書 ○
100 　 Ａ ６３４３ 外国語特許請求の範囲 ○
101 　 Ａ ６３５ 防護標章登録に基づく権利書換登録申請書 ○
102 　 Ａ ６７ 受託番号変更届 ○
103 　 Ａ ６８１ 代表者選定届 ○
104 　 Ａ ６９１ 雑書類 ○
105 　 Ａ ７１１ 出願人名義変更届 ○
106 　 Ａ ７１２ 出願人名義変更届（一般承継） ○
107 　 Ａ ７４２１ 代理人変更届 ○
108 　 Ａ ７４２２ 代理人受任届 ○
109 　 Ａ ７４２３ 代理人選任届 ○
110 　 Ａ ７４２４ 代理人辞任届 ○
111 　 Ａ ７４２５ 代理人解任届 ○
112 　 Ａ ７４２６ 代理権変更届 ○
113 　 Ａ ７４２７ 代理権消滅届 ○
114 　 Ａ ７４２８ 包括委任状援用制限届 ○
115 　 Ａ ７４３１ 復代理人変更届 ○
116 　 Ａ ７４３２ 復代理人受任届 ○
117 　 Ａ ７４３３ 復代理人選任届 ○
118 　 Ａ ７４３４ 復代理人辞任届 ○
119 　 Ａ ７４３５ 復代理人解任届 ○
120 　 Ａ ７４３６ 復代理権変更届 ○
121 　 Ａ ７４３７ 復代理権消滅届 ○
122 　 Ａ ７６１ 出願取下書 ○
123 　 Ａ ７６２ 出願放棄書 ○
124 　 Ａ ７６４ 先の出願に基づく優先権主張取下書 ○
125 　 Ａ ７６５ パリ条約による優先権主張放棄書 ○
126 　 Ａ ７８１ 上申書 ○
127 　 Ａ ７９ 優先権証明書提出書 ○
128 　 Ａ ７９１ 優先権証明書（電子データ交換協定） ○
129 Ａ ７９２ 優先権証明書類（電子データ交換協定） ○
130 　 Ａ ８０ 新規性の喪失の例外証明書提出書 ○
131 　 Ａ ８０１ 新規性喪失の例外適用申請書 ○
132 　 Ａ ８１ 出願日証明書提出書 ○



＃ 四法 大区分 中間コード 書類名 AIPNでの提供
133 　 Ａ ８２ 物件提出書 ○
134 　 Ａ ８２１ 手続補足書 ○
135 　 Ａ ８２２ 証明書類提出書 ○
136 　 Ａ ８３１ 刊行物等提出書 ○
137 　 Ａ ８７ 優先審査に関する事情説明書 ○
138 　 Ａ ８７１ 早期審査に関する事情説明書 ○
139 　 Ａ ８７２ 早期審査に関する事情説明補充書 ○
140 　 Ａ ８８１ 既納手数料返還請求書 ○
141 Ａ ８８２ 減免請求書 ×
142 　 Ａ ９０３ 伺い回答書 ○
143 　 Ａ ９０３００１ 伺い回答書 ○
144 　 Ａ ９０４ 戸籍謄本等請求の通知 ○
145 　 Ａ ９０５ 通知書（既納手数料返還） ○
146 　 Ａ ９０６ 通知書（減免許可） ×
147 　 Ａ ９０９ 通知書（出願審査請求手数料返還） ○
148 　 Ａ ９１３ 前置報告書 ○
149 　 Ａ ９１４ 出願審査請求手数料返還請求書 ○
150 Ｐ Ａ ９１５ 既納手数料返還請求書 ○
151 Ｕ Ａ ９１５ 既納手数料返還請求書 ○
152 Ａ ９１６ 世界知的所有権機関へのアクセスコード付与請求書 ○
153 　 Ａ ９３３ 行服決定（認容） ○
154 　 Ａ ９３４ 検査の決定 ○
155 　 Ａ ９６１ 職権訂正データ（方式） ○
156 　 Ａ ９６２ 職権訂正データ（審査部） ○
157 　 Ａ ９６３ 職権訂正データ（書類修正） ○
158 　 Ａ ９６４ 職権訂正データ（起案書） ○
159 　 Ａ ９６５ 職権訂正履歴（職権訂正） ○
160 　 Ａ ９６６ 起案書訂正 ○
161 　 Ａ ９６７ 認定・付加情報 ○
162 　 Ａ ９６８ 職権訂正履歴（書類修正） ○
163 　 Ａ ９７１００１ 面接記録 ○
164 　 Ａ ９７１００２ 資料提出書等による情報提供 ○
165 　 Ａ ９７１００３ 審査用メモ ○
166 Ｐ Ａ ９７１００４ 特許メモ ○
167 Ｕ Ａ ９７１００４ 特許メモ ○
168 　 Ａ ９７１００５ 早期審査に関する報告書 ○
169 　 Ａ ９７１００６ 優先審査選別会議議事録 ○
170 　 Ａ ９７１００７ 検索報告書 ○
171 　 Ａ ９７１００８ 審査用メモ（分類付与） ○
172 　 Ａ ９７１００９ 優先審査選別会議の非開催理由書 ○
173 　 Ａ ９７１０１０ 予備的見解書 ○
174 　 Ａ ９７１０１１ 検索外注利用状況票 ○
175 　 Ａ ９７１０１２ 拒絶理由通知書（手交）受領書 ○
176 　 Ａ ９７１０１３ 協議成立メモ ○
177 　 Ａ ９７１０１４ 審査記録 ○
178 　 Ａ ９７１０１５ 応対記録 ○
179 　 Ａ ９７１０１６ 審査協力情報 ○
180 　 Ａ ９７１０２１ 協議メモ ○
181 　 Ａ ９７１０２２ 迅速フィードバック情報 ○
182 　 Ａ ９７１０２３ 調査報告（特定登録調査機関） ○
183 　 Ａ ９７１０４６ 出願却下の処分（他人請求） ○
184 　 Ａ ９７１０９１ 職権取消通知 ○
185 　 Ａ ９７１０９２ 無効通知 ○
186 　 Ａ ９７１０９３ 職権更正通知 ○
187 　 Ａ ９７１０９９ 庁内書類（その他の庁内書類） ○
188 　 Ａ ９７２００１ 要約不備職権訂正 ○
189 　 Ａ ９７２００２ 公序良俗違反 ○
190 　 Ａ ＩＢ１０１ 国際出願の写し ○
191 　 Ａ ＩＢ１０１Ｊ 国際出願の願書の写し ○
192 　 Ａ ＩＢ２１０ 国際調査報告 ○
193 　 Ａ ＩＢ２１Ｊ 国際調査報告（日本語） ○
194 　 Ａ ＩＢ３０４ 優先権主張の書類提出に関する通知 ○
195 　 Ａ ＩＢ３０５ 先の出願番号の遅れた提出の通知 ○
196 　 Ａ ＩＢ３０６ 記録の変更通知 ○
197 　 Ａ ＩＢ３０７ 国際出願又は指定の取り下げの通知 ○
198 　 Ａ ＩＢ３１０ 送達書類に関する通知（その他雑通知等） ○
199 　 Ａ ＩＢ３１７ 優先権に関する取下の通知 ○



＃ 四法 大区分 中間コード 書類名 AIPNでの提供
200 　 Ａ ＩＢ３１８ 優先権主張に関する通知 ○
201 　 Ａ ＩＢ３１Ａ 優先権書類 ○
202 　 Ａ ＩＢ３１Ｂ 条約１９条補正 ○
203 　 Ａ ＩＢ３１Ｂ１ 条約１９条補正（職権） ○
204 　 Ａ ＩＢ３１Ｃ 条約３４条補正 ○
205 　 Ａ ＩＢ３１Ｃ１ 条約３４条補正（職権） ○
206 　 Ａ ＩＢ３１Ｅ 国際予備審査報告（日本語／英語以外の言語） ○
207 　 Ａ ＩＢ３１Ｊ 国際予備審査報告（日本語） ○
208 　 Ａ ＩＢ３２４ 指定が取り下げられたものとみなす旨の通知 ○
209 　 Ａ ＩＢ３２５ 国際出願が取り下げられたものとみなす通知 ○
210 　 Ａ ＩＢ３３１ 選択の通知 ○
211 　 Ａ ＩＢ３３４ 後にする選択の届出が提出・選択無とみなす通知 ○
212 　 Ａ ＩＢ３３５ 指定または選択の取り消しの通知 ○
213 　 Ａ ＩＢ３３８ 国際予備審査報告（英語） ○
214 　 Ａ ＩＢ３３９ 予備審査請求又は選択の取り下げの通知 ○
215 　 Ａ ＩＢ３４５ 他に使用すべき様式がない場合の通知 ○
216 　 Ａ ＩＢ３４６ 請求の範囲の補正書の提出に関する通知 ○
217 　 Ａ ＩＢ３４９ 国際公開 ○
218 　 Ａ ＩＢ３４９１ 日本語国際公開（職権） ○
219 　 Ａ ＩＢ３４９２ 外国語国際公開図面（職権） ○
220 　 Ａ ＩＢ３４９３ 外国語国際公開配列表（職権） ○
221 　 Ａ ＩＢ３４９４ 日本語国際公開要約図（職権） ○
222 　 Ａ ＩＢ３４９５ 外国語国際公開要約図（職権） ○
223 　 Ａ ＩＢ３５０ 予備審査請求書の提出又は選択無とみなす通知 ○
224 　 Ａ ＩＢ３６９ 予備審査請求がされなかった旨の通知 ○
225 　 Ａ ＩＢ３７３ 特許性に関する国際予備報告（第Ｉ章） ○
226 　 Ａ ＩＢ３７３１ 非公式コメント ○
227 　 Ａ ＩＢ３７４ 国際調査機関の見解の翻訳の写しの送付通知 ○
228 　 Ａ ＩＢ３９９ 国際出願経過情報様式 ○
229 　 Ａ ＩＢ５００ ＩＢ回答書 ○
230 Ａ ＩＢ５０１ 補充国際調査報告 ○
231 Ａ ＩＢ５０２ 補充国際調査報告を作成しない旨の決定 ○
232 　 Ａ ＩＢＣ１０１ 訂正／国際出願の写し ○
233 　 Ａ ＩＢＣ２１０ 訂正／国際調査報告 ○
234 　 Ａ ＩＢＣ２１Ｊ 訂正／国際調査報告（日本語） ○
235 　 Ａ ＩＢＣ３０４ 訂正／優先権主張の書類提出に関する通知 ○
236 　 Ａ ＩＢＣ３０５ 訂正／先の出願番号の遅れた提出の通知 ○
237 　 Ａ ＩＢＣ３０６ 訂正／記録の変更通知 ○
238 　 Ａ ＩＢＣ３０７ 訂正／国際出願又は指定の取り下げの通知 ○
239 　 Ａ ＩＢＣ３１０ 訂正／送達書類に関する通知（その他雑通知等） ○
240 　 Ａ ＩＢＣ３１７ 訂正／優先権に関する取下の通知 ○
241 　 Ａ ＩＢＣ３１Ｂ 訂正／条約１９条補正 ○
242 　 Ａ ＩＢＣ３１Ｃ 訂正／条約３４条補正 ○
243 　 Ａ ＩＢＣ３１Ｅ 訂正／国際予備審査報告（日本語／英語以外の言語） ○
244 　 Ａ ＩＢＣ３１Ｊ 訂正／国際予備審査報告（日本語） ○
245 　 Ａ ＩＢＣ３２４ 訂正／指定が取り下げられたものとみなす旨の通知 ○
246 　 Ａ ＩＢＣ３２５ 訂正／国際出願が取り下げられたものとみなす通知 ○
247 　 Ａ ＩＢＣ３３１ 訂正／選択の通知 ○
248 　 Ａ ＩＢＣ３３４ 訂正／後にする選択の届出が提出・選択無とみなす通知 ○
249 　 Ａ ＩＢＣ３３８ 訂正／国際予備審査報告（英語） ○
250 　 Ａ ＩＢＣ３３９ 訂正／予備審査請求又は選択の取り下げの通知 ○
251 　 Ａ ＩＢＣ３４５ 訂正／他に使用すべき様式がない場合の通知 ○
252 　 Ａ ＩＢＣ３４９ 訂正／国際公開 ○
253 　 Ａ ＩＢＣ３５０ 訂正／予備審査請求書の提出又は選択無とみなす通知 ○
254 　 Ｃ ２８３８ 引用非特許文献 ×
255 Ａ ６０３ 期間延長請求書（期間徒過） ○
256 Ａ ２４３６３１ 翻訳文未提出通知書 ○
257 Ａ ２４３７９ 優先権証明書未提出通知書 ○
258 Ａ ９１７ 回復理由書 ×
259 Ａ ２４１０００ 特許管理人の選任通知 ×



別紙２．２．５－１－a－１　機能情報関連図（ＤＦＤ）

情報機能関連図（DFD）
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特許庁
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①特許情報
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HTML
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辞書データ
辞書登録

運用担当

照会
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②文献情報
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・実用新案
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⑧辞書情報

⑤公報情報
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⑥公報情報
（HTML）

⑦公報情報
（整形済HTML）
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③審決情報

④意匠情報
公報情報蓄積



別紙２．２．５－２－a－１　機能情報関連図（ＤＦＤ）

情報機能関連図（DFD）
OPD

機械翻訳

特許庁

AIPN

XML書類管理サーバ

③包袋情報（HTML）
・基本項目
・書類一覧
・各書類情報

機械翻訳前
整形処理

辞書データ

辞書登録

運用担当

⑥日→英翻訳済
包袋情報（HTML）
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OPD

海外庁 特許庁公衆

包袋情報照会

包袋情報

包袋情報取得包袋情報取得

包袋情報

④書類情報
（整形済HTML）

⑤辞書情報

包袋情報

包袋情報提供

XML書類

XML書類情報取得

記録原本

記録原本情報取得

①XML書類情報

②記録原本情報



別紙２．２．５－３－a－１　機能情報関連図（ＤＦＤ）

情報機能関連図（DFD）
AIPN

利用者

機械翻訳

特実文献情報提供 文献情報

特許庁

文献情報

AIPN

共通特実検索システム（照会部分）

③特許情報
④文献情報
・特許
・実用新案

⑪日→英翻訳済
公報情報（HTML）

HTML
変換

⑧包袋情報（HTML）
・基本項目
・書類一覧
・各書類情報

機械翻訳前
整形処理

辞書データ

辞書登録

運用担当

⑫日→英翻訳済
包袋情報（HTML)

照会

公報情報取得

公報情報取得

包袋情報取得

⑩辞書情報

⑤公報情報
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⑨包袋情報
（整形済HTML） ⑥公報情報

（HTML）

⑦公報情報
（整形済HTML）

XML書類管理サーバ

包袋情報

包袋情報提供

XML書類

XML書類情報取得

記録原本

記録原本情報取得

①XML書類情報

②記録原本情報



別紙２．２．５－４－ａ－１ 機能情報関連図(DFD) ①

 

中韓文献翻訳・検索システム（文献借用～検索・照会まで）
機能情報関連図(DFD)

外部実体凡例 業務機能 データストア
データフロー

境界

特許庁

運用担当者

貸与データ

文献媒体

運用支援端末

ロット情報

媒体様式チェッ

ロット（zipアーカイブ）

中国特許庁

韓国特許庁

文献情報

文献情報

文献転送

ロット（zipアーカイブ）

中韓翻訳サブ

文献様式チェッ
ロット（zipアーカイブ）

機械翻訳

文献データ(原文xml等）

文献成型
文献データ
・翻訳文xml
・原文xml等
・図面イメージ 索引生成成型後

翻訳文xml

索引情報

索引用翻訳文xml

索引登録

照会コピー

一般ユーザ特許庁（審査官）登録調査機関

照会用文献情報 検索用文献情報

検索照会

中韓検索サブ

文献データ
・成型後翻訳文xml
・成型後原文xml
・成型後図面イメージ



別紙２．２．５－４－ａ－１ 機能情報関連図(DFD) ②

 

中韓文献翻訳・検索システム（文献提供）
機能情報関連図(DFD)

外部実体凡例 業務機能 データストア
データフロー

境界

特許庁

運用担当者

納品データ

照会用文献情報 検索用文献情報

中韓検索サブ

中韓翻訳サブ

文献提供

納品アーカイブ

納品データ（zipアーカイブ）

成型後
翻訳文xml

納品データ

J-PlatPatバルクダウンロード
へ



別紙２．２．６－１－ａ－１　サービス利用環境

利用者 利用時間 利用環境 回線 受付SV サービス データ データソース 翻訳

特許・実用新案
（PAJ、PMGSを除く）

共通特実検索システム（照会部分） リアルタイム

意匠
（Japanese Design
Classification List を除く）

J-PlatPat リアルタイム

商標 J-PlatPat

翻訳対象外
（Table of the
Classification of
Figurative or
OtherElements of
Marksのみ英訳済デー
タ）

審判 J-PlatPat リアルタイム

特許庁照会ルート 特許庁審査官
特許庁 - J-PlatPat
間： 専用線

特許庁提供ルート
海外知財庁
・審査官
・一般ユーザ

-

三極向け翻訳サービス 共通特実検索システム（文献照会部分）

三極向け包袋情報翻訳サービス XML書類管理サーバ

三極向けテキスト翻訳サービス ユーザ入力

AIPN向け翻訳サービス 共通特実検索システム（文献照会部分）

AIPN向け包袋情報翻訳サービス XML書類管理サーバ

AIPN Windows PC Internet
海外翻訳サーバ
（2台）

XML書類管理サーバ外国包袋参照システム

AIPN

三極

月曜8:00 ～ 土曜7:00

公報情報Internet
J-PlatPat文献
翻訳サーバ
（3台）

公報情報
書類一覧情報
書類実体情報

リアルタイム

リアルタイム
海外翻訳サーバ
2号機
（1台）

書類一覧情報
書類実体情報

サービス

OPD

特許庁 - J-
PlatPat間：　専用
線

特許庁外国包袋：
Internet

一般ユーザ
海外ユーザ
海外知財庁

Windows PC
ブラウザ

月曜8:00 ～ 土曜7:00
※AIPNのサービス提供
時間に依存

24時間365日
J-PlatPat
英語版サービス



別紙２．２．６－４－ａ－1　画面ごとの使用目的及び使用可能データ、使用可能ユーザ

＃ 画面名 画面概要及び利用目的 使用可能データ 業務※1 一般※2

1 ログイン画面 特許庁経由でアクセスした際にユーザがログインを行う画面 - ○ -

2 ログアウト画面 ユーザがログオフした時に表示する画面 - ○ -

3 パスワード変更画面 パスワードが初期値の場合に、パスワード変更を要求する画面 - ○ -

4 パスワード変更完了画面 パスワード変更完了メッセージを表示する画面 - ○ -

5 メニュー画面 各種サービスメニューやお知らせ等を表示する画面 - ○ ○

6 メニュー画面（管理者） 各種サービスメニューやお知らせ等を表示する画面 - - -

7 検索可能範囲画面 本システムで検索可能な範囲を表示する画面 - ○ ○

8 お問合せ画面 問合せ内容を入力する画面 - ○ ○

9 お問合せ確認画面 問合せを送信する前に入力内容確認する画面 - ○ ○

10 お問合せ完了画面 問合せ送信後に表示する画面 - ○ ○

11 公報テキスト検索画面（業務向け） 業務向けの公報テキスト検索画面 検索用データ ○ -

12 公報テキスト検索画面（一般向け） 一般向けの公報テキスト検索画面 検索用データ - ○

13 近傍検索条件設定画面 近傍検索条件を設定する画面 - ○ ○

14 拡張NOT検索条件設定画面 拡張NOT検索条件を設定する画面 - ○ ○

15 検索誤訳報告画面 検索でヒットしないキーワードの報告内容を入力する画面 - ○ ○

16 検索誤訳報告確認画面 検索でヒットしないキーワードを報告する前に入力内容確認する画面 - ○ ○

17 検索誤訳報告完了画面 検索でヒットしないキーワードの報告後に表示する画面 - ○ ○

18 検索結果一覧画面 公報テキスト検索の検索結果の文献情報を一覧表示する画面 - ○ ○

19 公報番号索引照会画面 公開番号、登録番号を入力し、文献情報を一覧表示する画面 - ○ ○

20 スクリーニング画面（業務向け） 業務向けに文献の翻訳文と原文または図面を表示する画面 翻訳文、原文 ○ -

21 スクリーニング画面（一般向け） 一般向けに文献の翻訳文と原文または図面を表示する画面 翻訳文 - ○

22 原文表示認証画面 一般向けに原文を表示する前の認証画面 原文 - ○

23 原文表示画面 一般向けに原文を表示する画面 原文 - ○

24 文献リスト画面 スクリーニング可能な文献をリストから選択する画面 - ○ ○

25 誤訳報告画面 スクリーニング中の文献の誤訳内容を報告する画面 - ○ ○

26 誤訳報告確認画面 誤訳報告する前に入力内容を確認する画面 - ○ ○

27 誤訳報告完了画面 誤訳報告後に表示する画面 - ○ ○

28 リアルタイム翻訳画面 最新辞書でリアルタイム翻訳を行う画面 翻訳文、原文 ○ -

29 翻訳案送信完了画面 リアルタイム翻訳した文章に対して翻訳案を送信した後に表示する画面 - ○ -

30 印刷（翻訳文）画面 印刷用に翻訳文のみを表示する画面 翻訳文 ○ ○

31 印刷（翻訳文と原文）画面 印刷用に翻訳文と成型原文のみを表示する画面 翻訳文、原文 ○ -

32 ヘルプ・FAQ画面（業務向け） 業務向けのヘルプ画面 - ○ -

33 ヘルプ・FAQ画面（一般向け） 一般向けのヘルプ画面 - - ○

34 マスタ管理画面 マスタ管理情報のうちハイライト設定を編集する画面 - - -

35 お知らせ管理画面 お知らせの表示内容や表示期間を編集する画面 - - -

36 ページ存在エラー画面 存在しないページやアクセス権の無いページにアクセスした場合に表示する画面 - ○ ○

37 接続数超過エラー画面 同時接続数を超過したアクセスが発生した場合に表示する画面 - ○ ○

38 システムエラー画面 システムエラーが発生しサービスを使用できなくなったときに表示する画面 - ○ ○

39 サービス時間外画面 サービス時間外に表示する画面 - ○ ○

※1　業務：特許庁職員及び特許庁審査官・審判官等
※2　一般：一般ユーザ



別紙３．１－１　課題分析表（Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ）

＃ 業務名 現状問題視している事象 事象の発生理由 本来あるべき姿 システム対応案 システム対応案に対する課題

1

利用者が翻訳要求する画面にて、
適用する専門用語辞書を選択可能
とするためのＵＩを設ける。

翻訳対象とする文献に適した専門
用語辞書を、利用者が選択し易く
するための画面ＵＩの設計、ある
いはガイドラインの提供が必要に
なる。

2

翻訳前処理にて翻訳対象とする文
献の分類テーマから分野を特定
し、対象文献の翻訳に適した専門
用語辞書の選択を動的に行い、使
用する専門用語辞書を翻訳エンジ
ンのパラメータに指定して翻訳処
理を行う。

分類テーマの改正があるたびに、
分類テーマと専門用語辞書の対応
付けのメンテナンスを行う必要が
ある。

3

誤訳フィードバック用の画面を設
ける。（現在のＡＩＰＮで行って
いる専用画面と同様）

現状のＡＩＰＮと同様の誤訳
フィードバック画面は、利用者に
よる自由記述形式となっており、
利用者に負担がある。
訳文修正のために原文の解析を行
うにあたり、文献中の誤訳文の存
在位置などの情報が無いと解析難
易度が上がる。

4

翻訳後の詳細表示画面にて、誤訳
と思われる文を選択して修正文を
入力することでフィードバックの
完了を可能とする簡易的なＵＩを
設ける（現在のＡＩＰＮで行って
いる誤訳フィードバック専用画面
とは別案）。

翻訳ＡＰＩ等の利用による新たな
詳細表示画面の改造が必要にな
る。
あるいは、製品エンジン（The翻
訳）の翻訳結果出力機能自体の改
造も必要になる。

機械翻訳業務
（公報翻訳）

専門用語辞書の選択ができず、全
分野一律で同じ専門用語辞書を適
用して翻訳している。

翻訳エンジンの環境設定で専門用
語辞書を静的に設定しており、翻
訳要求を行う画面上も辞書選択可
能なＵＩにはなっていないため。

翻訳対象としている文献の分野ご
とに適した専門用語辞書を使用し
て翻訳処理が行われるのが望まし
い。

誤訳フィードバックの仕組みが無
く、利用者からの訳質改善に関す
る情報を受け難い。

現在の画面構成上では、誤訳
フィードバック用のＵＩが存在し
ていないため。

訳質改善に関する利用者からの情
報提供を受ける仕組みがあり、そ
の仕組みによって収集された情報
を基に翻訳品質向上のための辞書
メンテナンスを実施する。



＃ 業務名 現状問題視している事象 事象の発生理由 本来あるべき姿 システム対応案 システム対応案に対する課題

5

タイムアウトする該当の文献は、
事前にタイムアウト値を大きくし
た別環境にて翻訳処理し、翻訳済
みコンテンツとして蓄積してお
く。

翻訳済みコンテンツとして事前翻
訳対象とする文献の抽出、および
事前翻訳と事前蓄積を考慮した運
用方針の策定が必要である。
また、翻訳辞書メンテナンスに伴
う翻訳済みコンテンツの再翻訳、
再蓄積の必要性についても考慮が
必要である。

6

翻訳前処理にて、配列表や化学式
等を翻訳対象外とするタグで括
り、翻訳しないように制御する。

翻訳対象となる文献の原文中にお
いて、翻訳対象外とする配列表や
化学式等の判断を行う処理が必要
となる。

7

翻訳前処理にて、一定サイズを越
える配列表や化学式等の場合に
は、翻訳分割文字（セミコロン等
の特定文字）を配列表や化学式中
に挿入することにより文献を分割
し、複数の翻訳プロセスで並行し
て翻訳することにより、翻訳処理
に要するトータル処理時間を短縮
する。

翻訳対象となる文献の原文中にお
いて、配列表や化学式等の判断を
行い、翻訳分割文字を挿入する処
理が必要となる。

8

長大な文献の翻訳処理の際に、翻
訳処理時間が多くかかっている。

特定の長大な文献の翻訳処理に翻
訳プロセスが専有され、他の翻訳
処理要求に処理待ちが発生する。

翻訳プロセスの稼働率が最大とな
るリソース配分を決定する。

翻訳プロセス数、および翻訳分割
機能における分割数、分割サイズ
のチューニング（性能測定）を行
い、CPUリソースの適切な設定値
を決定する。

翻訳処理に時間がかかる文献は文
献サイズだけによらず、文献の内
容にもよるため、性能測定対象と
する文献の特定（パターン化）が
困難である。

機械翻訳業務
（公報翻訳）

特定の文献の翻訳に時間がかかり
タイムアウトする。

文献中に配列表や長い化学式など
が含まれる場合、翻訳処理に時間
がかかる。

タイムアウトせずに翻訳結果を応
答する。



別紙３．２－１　課題分析表（ＯＰＤ）

＃ 業務名 現状問題視している事象 事象の発生理由 本来あるべき姿 システム対応案 システム対応案に対する課題

1

特許庁の提供する外国包袋参照シ
ステムにて、包袋情報の取得要求
を行う際に適用する専門用語辞書
を選択可能とし、選択した専門用
語辞書をパラメータ指定して取得
要求（翻訳要求）する。

特許庁の提供する外国包袋参照シ
ステムにおける改造が必要とな
る。

2

翻訳前処理にて翻訳対象とする包
袋情報の分類テーマから分野を特
定し、対象とする包袋情報の翻訳
に適した専門用語辞書の選択を動
的に行い、使用する専門用語辞書
を翻訳エンジンのパラメータに指
定して翻訳処理を行う。

包袋情報の分類テーマを特定する
ため、包袋情報の基となる文献を
参照する機能が必要になる。
分類テーマの改正があるたびに、
分類テーマと専門用語辞書の対応
付けのメンテナンスを行う必要が
ある。

3

特許庁の提供する外国包袋参照シ
ステムにて、誤訳フィードバック
用の画面を設ける。（現在のＡＩ
ＰＮで行っている専用画面と同
様）

特許庁の提供する外国包袋参照シ
ステムにおける改造が必要とな
る。

4

特許庁の提供する外国包袋参照シ
ステムにて、翻訳後の詳細表示画
面にて、誤訳と思われる文を選択
して修正文を入力することで
フィードバックの完了を可能とす
る簡易的なＵＩを設ける（現在の
ＡＩＰＮで行っている誤訳フィー
ドバック専用画面とは別案）。

特許庁の提供する外国包袋参照シ
ステムにおける改造が必要とな
る。

翻訳対象としている包袋情報の分
野ごとに適した専門用語辞書を使
用して翻訳処理が行われるのが望
ましい。

専門用語辞書の選択ができず、全
分野一律で同じ専門用語辞書を適
用して翻訳している。

翻訳エンジンの環境設定で専門用
語辞書を静的に設定しており、翻
訳要求を行う画面上も辞書選択可
能なＵＩにはなっていないため。

機械翻訳業務
（包袋情報翻訳） 誤訳フィードバックの仕組みが無

く、利用者からの訳質改善に関す
る情報を受け難い。

現在の画面構成上では、誤訳
フィードバック用のＵＩが存在し
ていないため。

訳質改善に関する利用者からの情
報提供を受ける仕組みがあり、そ
の仕組みによって収集された情報
を基に翻訳品質向上のための辞書
メンテナンスを実施する。



＃ 業務名 現状問題視している事象 事象の発生理由 本来あるべき姿 システム対応案 システム対応案に対する課題

5

タイムアウトする該当の包袋情報
は、事前にタイムアウト値を大き
くした別環境にて翻訳処理し、翻
訳済みコンテンツとして蓄積して
おく。

翻訳済みコンテンツとして事前翻
訳対象とする包袋情報の抽出、お
よび事前翻訳と事前蓄積を考慮し
た運用方針の策定が必要である。
また、翻訳辞書メンテナンスに伴
う翻訳済みコンテンツの再翻訳、
再蓄積の必要性についても考慮が
必要である。

6

翻訳前処理にて、配列表や化学式
等を翻訳対象外とするタグで括
り、翻訳しないように制御する。

翻訳対象となる包袋情報の原文中
において、翻訳対象外とする配列
表や化学式等の判断を行う処理が
必要となる。

7

翻訳前処理にて、一定サイズを越
える配列表や化学式等の場合に
は、翻訳分割文字（セミコロン等
の特定文字）を配列表や化学式中
に挿入することにより包袋情報を
分割し、複数の翻訳プロセスで並
行して翻訳することにより、翻訳
処理に要するトータル処理時間を
短縮する。

翻訳対象となる包袋情報の原文中
において、配列表や化学式等の判
断を行い、翻訳分割文字を挿入す
る処理が必要となる。

8

長大な包袋情報の翻訳処理の際
に、翻訳処理時間が多くかかって
いる。

特定の長大な包袋情報の翻訳処理
に翻訳プロセスが専有され、他の
翻訳処理要求に処理待ちが発生す
る。

翻訳プロセスの稼働率が最大とな
るリソース配分を決定する。

翻訳プロセス数、および翻訳分割
機能における分割数、分割サイズ
のチューニング（性能測定）を行
い、CPUリソースの適切な設定値
を決定する。

翻訳処理に時間がかかる包袋情報
は包袋情報サイズだけによらず、
包袋情報の内容にもよるため、性
能測定対象とする包袋情報の特定
（パターン化）が困難である。

9

包袋情報の翻訳要求がされる都
度、他システムとのサーバ間通信
が発生している。（応答時間にも
影響している）

包袋情報は特許庁内のシステムで
あるXML書類管理サーバに蓄積さ
れているため。

システムの独立性のため、他シス
テムとの通信は可能な限り行わな
いのが望ましい。

包袋情報蓄積サーバと翻訳処理
サーバを同一のシステム内に構築
する。

システム間を跨ってのシステム構
成の検討が必要。

機械翻訳業務
（包袋情報翻訳）

特定の包袋情報の翻訳に時間がか
かりタイムアウトする。

包袋情報中に配列表や長い化学式
などが含まれる場合、翻訳処理に
時間がかかる。

タイムアウトせずに翻訳結果を応
答する。



別紙３．３－１　課題分析表（ＡＩＰＮ）

＃ 業務名 現状問題視している事象 事象の発生理由 本来あるべき姿 システム対応案 システム対応案に対する課題

1

現在のＡＩＰＮシステムに専門用
語辞書の選択機能は存在している
が、利用者が適切な辞書を選択す
るための情報は提供していない。

翻訳対象としている文献（あるい
は包袋情報）によらず、自由に辞
書選択できる方式となっているた
め。

翻訳対象としている文献（あるい
は包袋情報）の分野ごとに適した
専門用語辞書を使用して翻訳処理
が行われるのが望ましい。

翻訳前処理にて翻訳対象とする文
献（あるいは包袋情報）の分類
テーマから分野を特定し、対象文
献（あるいは包袋情報）の翻訳に
適した専門用語辞書の選択を動的
に行い、使用する専門用語辞書を
デフォルトで選択した状態で翻訳
要求画面を表示する。

翻訳対象とする文献の分類テーマ
を自動抽出し、辞書選択する機能
の改造が必要になる。
包袋情報の分類テーマを特定する
ため、包袋情報の基となる文献を
参照する機能も必要になる。
分類テーマの改正があるたびに、
分類テーマと専門用語辞書の対応
付けのメンテナンスを行う必要が
ある。

2

誤訳フィードバックの仕組みはあ
るが、詳細表示画面とは別画面で
利用者による自由記述形式での
フィードバック情報入力方式と
なっており、利用者に負担があ
る。

詳細表示画面とは別画面での自由
記述方式になっていることによ
り、誤訳文の存在位置と原文内容
および修正内容の入力を利用者が
手入力しなければならない。

利用者による誤訳文の選択と修正
内容の入力を補佐するような簡易
な入力方式が提供されることによ
り、有益な誤訳フィードバック情
報の収集率向上が期待できる。

翻訳後の詳細表示画面にて、誤訳
と思われる文を選択して修正文を
入力することでフィードバックの
完了を可能とする簡易的なＵＩを
設ける。

翻訳ＡＰＩ等の利用による新たな
詳細表示画面の改造が必要にな
る。
あるいは、製品エンジン（The翻
訳）の翻訳結果出力機能自体の改
造も必要になる。

3

タイムアウトする該当の文献（あ
るいは包袋情報）は、事前にタイ
ムアウト値を大きくした別環境に
て翻訳処理し、翻訳済みコンテン
ツとして蓄積しておく。

翻訳済みコンテンツとして事前翻
訳対象とする文献（あるいは包袋
情報）の抽出、および事前翻訳と
事前蓄積を考慮した運用方針の策
定が必要である。
また、翻訳辞書メンテナンスに伴
う翻訳済みコンテンツの再翻訳、
再蓄積の必要性についても考慮が
必要である。

4

翻訳前処理にて、配列表や化学式
等を翻訳対象外とするタグで括
り、翻訳しないように制御する。

翻訳対象となる文献（あるいは包
袋情報）の原文中において、翻訳
対象外とする配列表や化学式等の
判断を行う処理が必要となる。

5

翻訳前処理にて、一定サイズを越
える配列表や化学式等の場合に
は、翻訳分割文字（セミコロン等
の特定文字）を配列表や化学式中
に挿入することにより文献（ある
いは包袋情報）を分割し、複数の
翻訳プロセスで並行して翻訳する
ことにより、翻訳処理に要する
トータル処理時間を短縮する。

翻訳対象となる文献（あるいは包
袋情報）の原文中において、配列
表や化学式等の判断を行い、翻訳
分割文字を挿入する処理が必要と
なる。

6

長大な文献（あるいは包袋情報）
の翻訳処理の際に、翻訳処理時間
が多くかかっている。

特定の長大な文献（あるいは包袋
情報）の翻訳処理に翻訳プロセス
が専有され、他の翻訳処理要求に
処理待ちが発生する。

翻訳プロセスの稼働率が最大とな
るリソース配分を決定する。

翻訳プロセス数、および翻訳分割
機能における分割数、分割サイズ
のチューニング（性能測定）を行
い、CPUリソースの適切な設定値
を決定する。

翻訳処理に時間がかかる文献（あ
るいは包袋情報）は文献（包袋情
報）サイズだけによらず、文献
（包袋情報）の内容にもよるた
め、性能測定対象とする文献（包
袋情報）の特定（パターン化）が
困難である。

特定の文献（あるいは包袋情報）
の翻訳に時間がかかりタイムアウ
トする。

文献中（あるいは包袋情報中）に
配列表や長い化学式などが含まれ
る場合、翻訳処理に時間がかか
る。

タイムアウトせずに翻訳結果を応
答する。

機械翻訳業務
（公報翻訳、包袋情報翻訳）



＃ 業務名 現状問題視している事象 事象の発生理由 本来あるべき姿 システム対応案 システム対応案に対する課題

7
機械翻訳業務
（公報翻訳、包袋情報翻訳）

包袋情報の翻訳要求がされる都
度、他システムとのサーバ間通信
が発生している。（応答時間にも
影響している）

包袋情報は特許庁内のシステムで
あるXML書類管理サーバに蓄積さ
れているため。

システムの独立性のため、他シス
テムとの通信は可能な限り行わな
いのが望ましい。

包袋情報蓄積サーバと翻訳処理
サーバを同一のシステム内に構築
する。

システム間を跨ってのシステム構
成の検討が必要。

8

誤訳フィードバックから翻訳辞書
への反映に２ヶ月程度かかってい
る。

毎月一定数のフィードバック情報
を基に、翻訳辞書への登録有効性
の判断を行う期間と体制が必要で
あるため。

有効なフィードバック情報は、可
能な限り早く翻訳辞書へ登録され
ることが望ましい。

-
(翻訳辞書に関する高い専門知識
を持つ体制が必要)

品詞の活用や既登録語との関連性
の考慮など、人手による判断が必
要であり、システム化は困難であ
る。

9

未知語ログからの未知語抽出によ
る翻訳辞書への登録業務の難易度
が高い。

未知語からの翻訳辞書登録業務も
１０年以上継続して実施してきて
おり、翻訳辞書の精度向上ととも
に、未知語の発生件数が減少傾向
にある。

未知語となる見出し語が減少し、
適切な翻訳結果が得られることが
望ましい。

-
(翻訳辞書に関する高い専門知識
を持つ体制が必要)

品詞の活用や既登録語との関連性
の考慮など、人手による判断が必
要であり、システム化は困難であ
る。
（新語や新たな造語などの登場に
より、未知語がすべてなくなるこ
とは無い）

10

翻訳辞書へ新たな訳語を登録した
際の結果を確認するにあたり、新
たに訳語を登録したことによる訳
出結果への影響確認を行う範囲と
して、全文献（あるいは全包袋情
報）を対象にはしていない。

新たに登録した見出し語を含む全
文献（あるいは全包袋情報）を対
象とすると膨大な量になり、毎回
の影響確認を行う作業量として現
実的でない。

新たに辞書登録した訳語が正しく
反映されていることが確認できる
こと。

-
(現在は手運用により、登録した
見出し語を含む文献（あるいは包
袋情報）を数件サンプリングして
確認を行っている)

全文献（あるいは全包袋情報）を
対象に毎回影響確認を行うことは
膨大な作業量を伴うため困難であ
る。
影響確認を行うための運用ルール
の策定が必要である。（現在の数
件サンプリングによる確認方法に
よって、登録後に大きな問題が生
じたことはない）

訳質向上業務
（公報翻訳、包袋情報翻訳）



別紙３．４－１　課題分析表

＃ 業務名 現状問題視している事象 事象の発生理由 本来あるべき姿 システム対応案 システム対応案に対する課題

1
貸与日、貸与頻度が固定されてい
る。

外国庁事情のため対応不可。 -

2

人手運用で実施している媒体受渡
を実施しない。

特許庁殿運用担当者-システム担
当者間の媒体運用を廃止し、特許
庁殿担当者に直接サーバにアップ
ロードをして頂く方式とする。

アップロードサーバの作成、アッ
プロードされたデータを処理する
ための連携用プログラムを作成す
る必要がある。

3
外国庁事情のため対応不可。 -

4

文献様式のチェックを緩めること
で対応する。

オリジナルの文献様式にてチェッ
クしていた項目をチェックしない
に変えることで、本来表示されな
い情報も表示される可能性がある
ため、項目ごとに確認が必要。

5

翻訳エンジンの仕様により翻訳エ
ラーが発生している。

仕様上翻訳エラーとなる文字につ
いて統制を実施する。

文字統制をすることで、文章が崩
れ翻訳品質が低下する可能性があ
る。

6
翻訳エンジンの仕様により翻訳タ
イムアウトが発生している。

翻訳タイムアウト値を変更する。 全体の翻訳性能が劣化する可能性
がある。

7

中国、韓国それぞれで文献様式が
複数あるが、現状最新の文献様式
しか新規蓄積に対応していない。

入力原文の文献様式を検知し、対
応する文献様式の定義ファイルに
て処理する。

入力原文の文献様式を検知し、対
応する文献様式の定義ファイルに
て処理する。

特に無し。

8

文献様式の変更時に改造が必要と
なる。

関連部分を外部定義化し、定義
ファイル及びスキーマの差し替え
で様式変更に対応する。

関連部分を外部定義化し、定義
ファイル及びスキーマの差し替え
で様式変更に対応する。

特に無し。

9 文献成型業務 - - - - -

10 文献提供業務 - - - - -

11 訳質向上業務

翻訳品質(伝達度)の向上が伸びが
一定値からあまり向上していな
い。

現状の翻訳エンジン(翻訳方式)、
辞書の特性上。

翻訳文の伝達度が90％を超えてい
る。

- -

12 リアルタイム翻訳 - - - - -

文献借用業務

機械翻訳業務

外国庁の提供日にバラつきがあ
る、かつ、外国庁からのデータ提
供に使用するネットワークが不安
定なため。

当初の設計上文献様式を切替える
ことを想定しておらず、切替可能
なロジックとするために大幅な改
造が必要であったため。

翻訳エラー・翻訳タイムアウトと
なる文献があるため蓄積率が
100％にならない。

蓄積率が100％となる。

文献様式エラーとなる文献がある
ため蓄積率が100％にならない。

外国庁から発行された公報の一部
が文献様式に従っていないデータ
であるため。

蓄積率が100％となる。

人手運用にて実施しているため、
貸与日、貸与頻度にぶれがあるこ
とで要員の見積が困難。


